
J.LEAGUE
HlⅡDB00K

Jリーグ規約・規程集

」

¨
¨
¨
¨
¨
¨
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
¨
¨
¨
・
・
・
・
・
・

・・
・
・
・
・
・
・

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
¨
¨
¨
¨

¨
・
・
・
・
・
・
・
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
¨
¨
¨
・
¨
¨
¨
¨
¨
い

　
一









































































































































































公式試含出場料規程

第 1条 〔目 的〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第76条に基づき,Jリ ーグの公式試合に出場するチームを保
有する正会員たるJクラブに対して支給される対価 (以下「出場料」という)について定め
る .

第2条 〔出場料の計算方法〕

① 各Jク ラブの出場料は,公式試合収入総額の95%以内の金額を予め理事会で定めた配分
方法により算出した金額とする.

② 年度毎の出場料算出基準は,各年度初めに決定する.
③ 第1項の収入とは,協賛金1入場料および放送権料の一部の合計金額をいう。

第 3条 〔出場料の計算年度〕

出場料の計算年度は,毎年3月 1日 から翌年2月末日までとする。

第4条 〔出場料の支給方法〕

① 出場料の支給方法は,次のとおりとする.
(1)毎年3月 31日 までに1当年の2月末日に終了する計算年度に関する出場料を決定する

(2)前号により決定した出場料を,当年の4月 30日 までに各Jク ラブに対して支給する

② 前項の規定にかかわらず,理事会および全てのJク ラブが承認した場合には1計算年度の
途中において,出場料の2分の1に相当する金額をi中間金として支給することができる.

③ 前項に基づき支給した中間金はi第 1項に基づく支給額から控除されるものとする.

第5条 〔付 則〕
① 本規程は,平成5年 3月 1日 から実施する。

〔改 正〕
平成 6年 2月 15日

平成 7年 2月 28日

平成11年 2月 16日

平成14年 2月 19日
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旅 費 規 程

第 1条 〔目 的〕
本規程は, Jリ ーグ規約第82条および第124条 に基づき1選手1監督,コ ーチおよび審判

員等の交通費・宿泊費について定める.

第2条 〔公式試合の交通費・宿泊費〕

① 公式試合におけるチームの遠征に要する交通費・宿泊費は,次の基準により算出する.
(1)人員数は24名 (役員およびチームスタッフ8名 1選手16名 )を上限とする

(2)交通費は1新幹線グリーン車による往復を原則とする

ただし1

イ.在来線による場合はグリーン車の特急または寝台とする

口.試合当日に本拠地に帰着できない場合;航空機の利用を認めることがある

(3)宿泊費は,試合前の1泊分として1名につき金2万円とする

ただし,

イ.本拠地から試合開催地までの距離が片道100km未満のときを除く

口.試合当日に本拠地に帰着できない場合,試合後の1泊 を認めることがある

② 前項の交通費・宿泊費は,そ の全額を1遠征を行ったチームを保有するJク ラブが負担
する.

③ 前項の規定にかかわらずi第 1項に基づき計算した各チームの交通費・宿泊費の総額に著
しい差異が生じた場合,Jリ ーグは実行委員会の定める方法により,その差額を補填する.

第3条 〔Jサテライトリーグ〕

① Jサテライトリーグにおけるチームの遠征に要する交通費・宿泊費は,次の基準により
算出する.

(1)人員数は22名 (役員およびチームスタッフ6名 ,選手16名 )を上限とする

(2)交通費は,新幹線普通車による往復を原則とする

ただし1

イ.在来線による場合は普通車の特急またはB寝台とする

口.試合当日に本拠地に帰着できない場合,航空機の利用を認めることがある

(3)宿泊費は,試合前の1泊分として1名につき金1万 5,000円 とする

② 本拠地から試合開催地までの距離が片道100km未満の場合には,前項第3号の費用は除か
れるものとする.

③ 前2項に基づき算出した各チームの交通費・宿泊費の総額に著しい差異が生じた場合l J
リーグは実行委員会の定める方法により1その差額を補填する.
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第 4条 〔審判員およびマッチコミッショナーの交通費・宿泊費〕

① 公式試合の審判員およびマッチコミッショナーの交通費・宿泊費は,次の基準によりJリ
ーグが支給する.

(1)宿泊費は.1泊 につき金2万円とする

ただし,自宅の最寄り駅から試合開催地までの距離が200km以上のときは前泊を認め,

特別の事情があるときは後泊も認める

(2)交通費は1次の基準により支給する

イ.片道100km以上のときは1グ リーン車の特急]寝台の往復とし,新幹線利用の場合

は普通車往復運賃を原則とする.た だし,主審およびマッチコミッショナーについては

グリーン車の利用を認める

口.タ クシーの利用が不可避の場合には1タ クシーの利用を認める

ハ.試合開催地が自宅所在地と同一県内にある場合は一律金2,000円 とし,超過分は実費

精算とする

② Jサテライトリーグの審判員の交通費・宿泊費は1次の基準によりJリ ーグが支給する。

(1)宿泊費は11泊 につき金1万5,000円 とする

ただし,自宅の最寄り駅から試合開催地までの距離が200km以上のときは前泊を認め1

特別の事情があるときは後泊も認める

(2)交通費は,次の基準により支給する

イ.片道100km以上のときは,グ リーン車の特急]寝台の往復とし1新幹線利用の場合

は普通車往復運賃を原則とする

口.試合開催地が自宅所在地と同一県内にある場合は一律金2,000円 とし,超過分は実費

精算とする

③ プレシーズンマッチの審判員の交通費・宿泊費は,前 2項に定める基準により,主管者が
支給する.

第 5条 〔監督・コーチ等の行事参加〕

Jク ラブの監督およびコーチ等がlJリ ーグの指示に基づき行事に参加する場合の交通

費・宿泊費は,次の基準によりJリ ーグが支給する.

(1)交通費は,新幹線グリーン車による往復を原則とする.ただし,在来線による場合はグ

リーン車の特急または寝台とする

(2)宿泊費は11泊につき金2万円とする

第 6条 〔選手の行事参加〕

選手がlJリ ーグの指示に基づき行事に参加する場合の交通費・宿泊費については,第 2

条第1項 または第3条第1項に定める基準により,Jリ ーグが支給する。

第7条 〔協会の規程の準用〕

本規程に定めのない事項については1協会の「旅費規程」を準用する.
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(7)フ ェアプレイ個人賞 :賞金 500,000円

(8)最 優 秀 監 督 賞 :賞金 1,000,000円

(9)優 秀 主 審 賞

00)優 秀 副 審 賞

② 前項の各賞の受賞者は,チ ェアマンが指名した者により構成される選考委員会が決定す
る.

③ 選手および審判員に対し1 リーグ戦通算出場記録により]記念品および賞品を授与して
表彰を行うことができる.

第 6条 〔リーグカップ表彰〕

① リーグカップ戦終了後,チームの順位により次のとおり賞金および記念品を授与する
(1)優勝 :賞金 100,000,000円 . Jリ ーグカップ,メ ダル,スポンサー杯

(2)2位 :賞金 50,000,000円 ,楯 =メ ダル
(3)3位 :1チ ームにつき賞金 20,000,000円 ]楯
② リーグカップ戦における最優秀選手を選考じ,賞金または賞品を授与する。

第7条 〔功労者表彰〕

① Jリ ーグの発展に功労のあった者に対し,記念品等を贈呈して表彰を行うことができる.
② 前項の表彰を受ける者は,チェアマンの推薦に基づき理事会が決定する.

第8条 〔Jリ ーグベストビッチ賞〕

① Jlお よびJ2リ ーグ戦におけるホームゲームの1/2以上を開催したJク ラブのホーム
スタジアムの内1ビッチが最も優秀と認められたスタジアムに対して,記念品を授与する.
② 前項の受賞スタジアムはマッチコミッショナーの評価を基に1チェアマンが決定する.

第9条 〔Jリ ーグ・アウォーズ〕

① 個人表彰およびフェアプレイ賞等を表彰するJリ ーグ・アウォーズは,Jlリ ーグ戦終
了後に行う.

② Jリ ーグ・アウォーズには1次の者が出席する.

(1)Jリ ーグ役員1実行委員等
(2)受賞対象チームの役員および選手

(3)個人表彰の受賞者

(4)そ の他の表彰対象者

③ 前項の出席者の交通費・宿泊費は,Jリ ーグ「旅費規程」に基づきJリ ーグが負担する.
(4)Jリ ーグ・アウォーズには1サ ッカー担当記者1マ ッチコミッショナー1審判関係者1
スポンサー関係者およびその他の関係者を招待する。

第10条 〔施 行〕
本規程は,平成5年4月 1日 から施行する.
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〔改 正〕
平成 6年 2

平成 7年 2

平成 8年 2

平成 9年 2

平成10年 2

平成11年 2

平成13年 2

平成14年 2

平成15年 2

平成16年 2

平成17年 2

月15日

月28日

月20日

月18日

月17日

月16日

月20日

月19日

月18日

月17日

月15日
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J2表 彰 規 程

第1条 〔趣 旨〕
本規程は1「 Jリ ーグ規約」第85条に基づき,J2におけるチームおよび選手の表彰に関
し定める.

第 2条 〔年間表彰〕

J2における年間順位により,それぞれ次のとおり賞金および記念品等を授与する
(1)優 勝 :賞金 20,000,000円 lJリ ーグ杯
(2)準優勝 :賞金 10,000,000円 .Jリ ーグ杯

第 3条 〔フェアプレイ賞〕

① J2に おける反則ポイントの年間合計数が33ポイント以下のチームに対し,フ ェアプレ
イ賞として記念品等を授与する.

② 前項の反則ポイントの計算は,退場1回につき3ポイント (同一試合における警告2回によ
る退場も同様とする),警告1回 につき1ポイント,出場停止1試合につき3ポイントとして加
算する.

第 4条 〔個人表彰〕
J2における最多得点者に記念品等を授与する.

第5条 〔Jリ ーグベストビッチ賞〕

(D Jlお よびJ2リ ーグ戦におけるホームゲームの1/2以上を開催したJク ラブのホーム
スタジアムの内1ビッチが最も優秀と認められたスタジアムに対 して,記念品を授与する.
② 前項の受賞スタジアムはマッチコミッショナーの評価を基に,チェアマンが決定する。

第6条 〔Jリ ーグ・アウォーズ〕

① 個人表彰およびフェアプレイ賞等を表彰するJリ ーグ・アウォーズは,Jlリ ーグ戦終
了後に行う.

② Jリ ーグ・アウォーズには,次の者が出席する.
(1)Jリ ーグ役員,実行委員等
(2)受賞対象チームの役員および選手
(3)個人表彰の受賞者
(4)そ の他の表彰対象者

③ 前項の出席者の交通費・宿泊費はlJリ ーグ「旅費規程」に基づきJリ ーグが負担する。
④ Jリ ーグ・アウォーズには1サ ッカー担当記者=マ ッチコミッショナー,審判関係者.
スポンサー関係者およびその他の関係者を招待する

〔改 正〕
平成14年 2月 19日 平成 16年 2月 17日    平成 17年 2月 15日
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ドー ピ ン グ 禁 止 規 程

第1条 〔趣 旨〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第88条の2第3項に基づき, ドーピングの定義, ドーピングテ

ストの手続き1違反者に対する罰則その他ドーピングに関する事項について定める.

第2条 〔ドーピングの定義〕

① 本規程においてドーピングとは1所定の手続きに従い選手から採取した尿を分析した結果1
国際サッカー連盟 (以下「FIFA」 という)が定める 〔別表1〕 記載の禁止物質 (以下「禁止

物質」という)が検出されi陽性と認定されたことをいう.

② F!FAが 1禁止物質またはその基準量を変更したときは1当該禁止物質または基準量は1

これに従って自動的に変更されるものとする.

第 3条 〔ドーピングテストの手続き〕

① 採尿および分析の方法その他ドービングテストの手続きに関する事項は.チ ェアマンが実行
委員会の承認を得て制定する『Jリ ーグドーピングコントロール要項』の定めるところによる.

② ドーピングテストの手続きが,『 Jリ ーグドーピングコントロール要項』の規定に相違し
た場合においても,その相違点が軽微であって分析の結果の信頼性を実質的に損なうもので

ない限り]分析の結果は影響を受けないものとする。

第 4条 〔関与等の禁止〕

Jク ラブおよびJク ラブに所属する個人 (選手1 ドクター,監督1コ ーチ1役員その他の

関係者を含む.以下同じ)は1常にドーピングを防止する義務を負い,直接たると間接たる

とを問わず,一切1 ドーピングに関与してはならない。

第5条 〔罰 則〕
① アンチ・ドーピング特別委員会は, ドーピングコントロール委員会により陽性と認定され
た選手およびドーピングテストを拒絶した選手に対し,理事会の承認に基づき,制裁を科す

ことができる.

② 前項の制裁の種類は次のとおりとし,こ れらの制裁を併科することができる。
(1)譴 責 (始末書をとり将来を戒める)
(2)一定期間の出場停止 (1試合以上6試合以下の公式試合の出場資格の停止)

(3)一定期間の資格停止 (12か 月以下の公式試合の出場資格の停止)

(4)無期限の資格停止 (期限の定めのない公式試合の出場資格の停止)

③ アンチ・ ドーピング特別委員会はlJクラブまたはJク ラブに所属する個人が前条に違反
したときは,理事会の承認に基づき,当該Jク ラブに対し1金 3,000万円以下の制裁金を科

すことができる.
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第 6条 〔弁明の機会の付与〕

アンチ・ ドーピング特別委員会は,制裁の決定に先立ち、制裁の対象となる選手または
Jク ラブに対し1弁明の機会を付与しなければならない.

〔別表 1〕

LIS丁 OF CLASSES OF PROHIBI丁 ED SUBSTANCES
AND PROHIBI丁 ED METHODS

(aCCOrding tO the WOrld anti― doping code of WADA and F!FA)

y旦」」三ニユ旦里」旦二■2005

The use of any drug shOuld be lirnited to rnedica‖ y justified
indications

SUBSTANCES AND METHODS PROHIBITED AT ALL TIMES
(IN‐ AND OUT‐ OF¨COMPETET10N)

PR(0)HIBITED SUBSTANCES

S■・」:』旦墨旦Q」目』:≦:‥」壁⊆:旦 Lヽ]ES

Anabolic agents are prohibited.

■・ 」L□:旦1茎」1■1_△璽:lE」:凶:1旦]□iL:L重11曼」[Ω ids〔 AAS〕

ュ.Exogenous・ ′Vヽ IS′ including:

■8α‐homo‐ 17β‐hvdroxvestr‐ 4¨ en¨ 3‐one′ boiasterone,boldenoneF
boldione,Calusterone,Clostebol,danazol,dehソ drochloromethyl‐
teStOSterOne,deltal‐ androstene-3′ 17‐dione,deita■‐androstenediol,
delta■ ‐dihVdrO¨ teStOSterOne'drOStan010neF ethソ iestrenc):,
f:uOXYmesterone,fornlebo:one′ furazabo)1,gestrinone,
4¨hvdrOXvteStosterone,4‐ hydroxV‐19‐nortestosterOne,mestano]oneF
nlesterolone,metenolone,methandienOne,methandriol,
『nethvidienolone,methVitrienolone,methVItestosterone,nlibolerone,
nandrolone,■ 9¨norandrostenediol,■ 9‐norandrostenedione,
norboiethone,norclosteb01,nOrethandroloneF OXabo]one,OXandrolone,
oxVmesteroneF OXソ metholone,quinbolone,Stanozolo]F Stenbolone,
tetrahvdrogestrinOne,trenb01one and other substances with a sirn:lar
chemical structure or sim‖ ar biO10gical erect(s).

L.Endogenous・・ AAS:

andrOStened10](androst¨5‐ene‐3β′17β‐dlol),androstened10ne(andr(DSt¨ 4‐
ene-3′■7‐dione)F dehvdroep:andrOsterOne(IDH=A),dihVdrotestosterone,
testosterone.

69



and the fo‖ owing metabo!ites and isorners:

5α‐androstane¨ 3α′17α‐dlol,5α‐androstane‐ 3α′■7β d̈iol,5α…androstane‐

3β′■7α―diol,′ 5α
‐androstane‐ 3β′■7β‐diol,androst‐ 4‐ene¨ 3α′■7α

‐diol′

androst¨4‐ene‐3α′■7β―dlol,androst‐ 4¨ene…3β′■7α
‐dlol,androst‐ 5¨ene‐

3α′■7α‐dlol,androst‐ 5‐ene‐ 3α′■7β
‐diol,andrOSt‐ 5…ene‐ 3β′■7α d̈lol,

4¨androstened:ol(androst¨ 4¨ene‐3β′■7β‐dlol),5¨androstenedione

(androst‐ 5‐ene‐3′■7‐dlone),epi‐ dihvdrOteStOSterOne,3α
‐hvdroxv‐5α¨

androstan¨■7‐one,3β‐hソdroxv‐ 5α‐androstan¨ユ7‐oneF
19‐norandrosterone,19‐ noretiocholanolone.

Where a ρ
“

ο力′b′ted SubStar,Ce(aS liSted abOVe)iS Capable Of being prOduCed by
the body natura‖ y′ a Sa′77ρノe will be deerned to contain suCh PI“ 0カ′b′ted Sabstar,ce

where the concentration of the ρ
"ο

′,′ b′3ed St」bsia′ ,ce or its rnetabOliteS Or markers

and/or any other reieVant ratiO(S)in theハ め′e“
′S Samρ′e SO deViateS fЮ m the

range of va!ues norma‖ y5ound in humans that it is unlike!y to be COnSiStent With

nOrnla! endOgenous production. A Sa′ 77ρ′e Sha!l nOt be deerned tO COntain a
P“0わ′b′6ed 5ι′bstance in any such case where the`4ιカメe3e proves by evidence that

the concentration of the ρr。ゎ′b′占ed st」 bs=ance or its rnetabOntes Or rnarkers

and/Or the relevant ratiO(s)in the 4助 ノe“
′
s Sa′ 77ρノe is attributab!e to a

physiologica!or pathological condition.In all cases′ and at any cOncentratlon′ the

:abOratOry w‖ i repOrt anハ dverse 4′,aノ /t′ca′ F′′7d′′7g if′  based on any renable
analytical rnethOd′  it can show that the ρ

“

0わ Fb′占ed St″わs=ance is of exogenous

or:g!n.

If the laboratory resu:t is not conclusive and no cOncentration as referred to in the

abOve paragraph is found′ the re!evant′ 41lι′―DOρ′′7g049an′Zat´On Sha!:COnduCt a

further investigation if there are serious indications′  such as a comparison to
reference sterOid prOn!es′ fOr a pOssible lりse ofa ρ́οわ′b′led.Subs=ance.

If the:abOratOry has repOrted the presence of a T/E ratio greater than fOur(4)to
One(1)in the urine′ further inVeStigatiOn iS Ob!igatOrγ in Order tO determine
whether the ratio is due to a physiOlogicai or pathological condition′ except if the

!abOratOry repon:s an′ 4dverse`4」 7aノ/ι′ca′ ′=′ndわg based on any re!iab:e analytiCa!

rnethod′ showing that the ρ́ 0カ′b′Led SubsLa1lce is of exogenous origin.

In case of an investigation′  it wil: include a revieW Of any previOus and/or
subsequent tests. If previous tests are nOt aVailable′  the′4亡力′e3e shall be teSted

unannounced at:east three times within a three mOnth period.

shOu!d an 4tヵ′ete fall tO c00perate in the investigations′ the 4tわ′ete′ S San7ρノe

shall be deerned to contain a ρl´0カ′
・
b′3ed S“bsta′ lce.
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2. 旦□LgE」 L!旦ョ!11凶:≧!:山
`:旦

:LL:LE⊆ :』:」!1lEg」!型止」!lQL上!E」:Le」 LlΩニ

Clenbuteroi′ zeranol′ zilpaterol.

月Or ρι」′ρOses Ofι力Fs sectFor,′中:leχ
Oge′ 70υs″ érёrs Lo a st′ bstar,ce l″力′c力 ′s nO[caρ abre of beFng ρ́ Odレced'by t力 e

わοd/natura″ /.
率率 ller,diOgenOι

」s″ 演 3た ′s60 a st」 わ stance l″ カ メc力 Fs caρ abre OF beわ g 
ρ rodレ ced b/t力 e

bοd/″atυ ra〃 /・

S2.旦≦塑」亜【コ旦二重L菫ユ聾≧』Ш旦堕菫正三二LSL聾塁塁
=墨
塾菫」塁塁

丁he following substances′ inc!uding 10ther substances with a sirnilar chernical

StruCture Or SirTlilar biO!OgiCal effeCt(5)′ and their reieaSing Factors′ are prohibited:

■. Erythropoietin(EPO)),
2.Growth Hormone(hGH)′ Insulin… 1lke Cro■「th Factor(lGF‐ 1)′
Mechano Growth Factors(MGFs〕 ′
3.Gonadotrophins〔 LH′ hCG),
4. Insulin,
5. Corticotrophins.

un:ess the `4占ゎrete can dernonstrate that the concentration was due to a
physiO10gica! or pathoiogicai condition′  a Sa″7ρ′e wi:l be deerned to contain a
Pr。わ′b′led SυbSta,Ce(aS liSted abOVe)Where the COnCentratiOn Of the 2躙 ο力′b′ted
SυわS",Ce or its metabo‖ tes and/Or releVant ratios or markers in theパ めたte′ s
Samρ′e so exceeds the range of values norma:ly found in hurnans so that it is
un!ikely to be consistent with normal endogenous production.

‐
「 he presence of lother substances with a sirTli:ar chernical structure or similar

biO10giCal efFeCt(S)′ diagnOStiC rnarker(S)Or re!eaSing faCtOrS Of a hOrrnOne:iSted
abOve Or Of any Other nnding vvhich indicate(s)that the substance detected is of

exogenous origin′ v面 ll be reported as anス dverseハ naノ/Jca′ 1月inttg.

S3.旦E艶 :L:」 :L」」:ユΩllШ:1::!1:ユ

A!! beta-2 agonists inc:uding their D―  and L― isorners are prohibited. 
・
Their use

requires a Therapeutic tJse Exernption.

As an exception′  formoterol′  sa:butarno!′  sa!metero: and terbutaline′  when
adrniniStered by inhalation to prevent and/Or treat asthrna and exercise― induced
aSthnla/broncho― constriction require an abbreviated・ Therapeutic tJse Exernption.
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Despite the granting of a・ TherapeutiC tJSe Exernption′ vvhen the Laboratory has

reporl:ed a concentration Of Sa!butarnOI(free pluS g:uCurOnide)greater than
1000 ng/rnL′ this vvi:!be considered as anン 4dVerSeス′laノ/亡′caノ F′′1伽g unless the
athlete prOves that the abnornlal result was the consequence lof the therapeutic

use ofinhaled sa:butarnol.

S4.ACENIs W=TH ANT=― ESTROG二聾=C ACTIVITY
The following classes of anti― estrogenic substances are prohibited:

■. Aromatase inhibitors inciuding′ but not iimited to′ anastrozole′
letrOzOle′ arninOgluthetilTlide′ exemestane′ fornlestane′ testolactone.

2.Selective Estrogen Receptor Modulators(lSERMs)including′ but not
lirnited to′ raloxifene′ tamoxifen′ torenllfene.

3. Other antl― estrogenic substances including′ but notl:mited to′
ciomiphene′ cyciofenil′ fulvestrant.

S5.DIURETICS AND OTH■ R MASKING AGENTS

Diuretics and other masking agents are prohibited.

Masking agents inc:ude but are notlimited to:

Diuretics申 ′epitestosterone′ probenecid′ alpha‐reductase inhibitors(e.g
l口inaSteride′ dutaSteride)′ plaSma expanders(e.g.alburnin′ dextran′
hvd『OXvethvI StarCh)・

Diuretics include:

aCeta201amide′ ami10ride′ bunletan:de′ CanrenOne′ Ch:OrtalidOne′
etacrynic acid′ furosemide′ indapanllde′ metOla20ne′ SpirOn01aCtOne′
thiaZideS(e・ g・ bendrO■ unlethiaZide′ Ch10rOthiaZide′ hVdrOCh10rOthiaZide)′
triamterene′ and other substances with a sirnilar chernica!structure or Similar
biO:Ogica:erect(S)・

・
A・TherapeutiC lJSe Exernption is not va!id if an′ 4ムカ′ete′ s urine contains a diuretic

in  association  with  thresho!d  or  sub― threshold  levels  c)f  a  PrO力′bんedi

St」bS=anCe(S)・
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PROHIBITED METHODS

M■ .E璧日▲LCEL田]LQE工!凶:≦:二世」1■1堕出 :二塁

■le fo1lowing are prohlblted:

B!ood doping′  inciuding the use of autologous′  holmo:ogous or heterologous
b100d or red blood ce!l products of any Origin′  Other than for medical
treatrnent.

b.  Artincia:ly enhancing the uptake′  transport or de:ivery of oxygen′  inc:uding
but not limited to pernuorochemica:s′  ettproxira:(RSR13)and modined
haemOgiObin  prOduCtS (e.g.  haemOg:Obin― baSed  b:00d  SubStituteS′
miCrOenCapSu:ated haemOg!Obin prOduCtS).

M2.≦ :旦二Ш」⊆△!L_墨墨聾≧I±E壼塁コ⊆墨L」旦二盤Ш堕聖』L▲
=:K≧

:旦

・
The fo‖ owing is prohibited:

Tarηρer′ηg′ Or attennpting to tamper′ in order to alter the integrity and va:idity of

Sa′ηρ′es co‖ ected in DOρ ′ng CO″ ί0た。

・
These include but are not lirnited tO ir,travenous infusions*′  catheterisation′  and
urine substitution.

Except as a!egitinlate acute nledical treatment′ intravenous infusions are
prohibited.

M3. GENE DOPING

・
The non― therapeutic use of ce‖ s′ genes′ genetic e:ernents′ or of the modulation lof

gene expression′  having the capacity to enhance ath:etic perlormance′  is
prohibited。
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SUBSTANCES AND METHODS
PROH=B=TED=N口 COMPET=T=ON

In addltion to the categories S■ to S5 and M■ to M3 denned above′
the fo:lowing categor:es are prohib:ted in connpetltlon:

PROHIBITED SUBSTANCES

S6.STIIMULANTS

The fo‖ owing stirnulants are prohibited′  inc!uding both their optical(D‐  and L― )
isonlers where relevant:

Adrafiinil′ arnfepranlone′ amiphena201e′ anlphetamine′ anlphetamin::′
benzphetamine′ bronlantan′ carphedon′ cathine拿′clobenzorex′ cocaine′
dimethylanlphetanline′ ephedrine=′ etilanlphetamine′ eti:efrine′
fanlprOfa20ne′ fenCamfamin′ fenCamine′ fenety::ine′ fenfluramine′
fenprOpOrex′ furfenorex′ mefenorex′ mephenternline′ mesOcarb′
nlethanlphetarnine′ methソ lanlphetarnine′ nlethソ lenedioxVamphetamine′
methVlenedloxVnlethanlphetam:ne′ nlethVlephedrine‐ ′nlethV:phenidate′

『nodattn‖′nikethamide′ nolfenfluranline′ parahvdroxvannphetanline′
penloline′ phendinletrazine′ phennletrazine′ phentermine′ prOlintane′
seleglline′ strychnine′ and other substances with a sirn‖ar chemical structure Or

Sirnilar biO!OgiCal efFeCt(S)・
・・

.

* (Cathine is prohibited when its concentration in urine is greater than 5

rnicrograrns per iTli:li:iter.
**  Each of ephedrine and mnethVlephedrine is prohibited when its
concentration in urine is greater than 10 rnicrograrns per rT、 i‖ i:iter.

*** ・The substances inc:uded in the 2005 卜lonitoring Prograrn (bupropion′
caffeine′   pheny:ephrine′   pheny!prOpanOlarnine′   pipradrO!′   pseudOephedrine′
Synephrine)are nOt COnSidered aS PrOhibited lSubStanCeS.

N()TE:  Adrenaline  associated  with  !ocal  anaesthetic  agents  or
adrniniStratiOn(e・ g・ naSa:′ OphthalmO:OgiC)iS nOt prOhibited・

by  !Ocal
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SアロNARCOTICS

・
The f(Dl10Wing narCOtiCS are prOhibited:

buprenorphine′ deXtrOnnOramide′ diamOrphine(herOin)′ fentanvl and itS
derivatives′ hvdronnorphOne′ methadone′ morphine′ oxycodone′
oxv'morphOne′ penta20Cine′ pethidine.

S8.CANNABINO=DS

Cannab!n。 ldS(e.g.haShiSh′ nlarijuana)are prOhibited・

S9.GLUCOCORT=COSTERO)=DS

Al!g!ucocorticosteroids are prohibited when adrninistered orally′ rectally′

intravenOusly or intramuscu!arly.・ Their use requires a・ Therapeutic iJse Exemption

approvai.

A!:other routes of adrninistration require an abbreviated・ Therapeutic tJse

Exernption.

Dermato!ogica!preparations are not prohibited.
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SUBSTANCES PROHIBITED=N PART=CULAR
SPORTS

P■.ALCOHOL

Alcoho:(ethanol)is prohibited′ ′7‐ cο用lρ eξたわЛ only′ in the fo‖ owing spots.
I〕)eteCtiOn Wi!l be COnduCted by ana:ySiS Of breath and/Or b100d.・ The doping
Vlolation threshold for each Federation is repOrted in parenthesis.

・  Aeronautic(FAI)

・  Archery(FITA)

・  Automob‖ e(FIA)
O Bi‖ iardS(WCBS)
o Bou:es(CMSB)

● Aeronautic(FAI)

・  Archery(Fr「A)(also prohibited
ου←οFCοmρet″οη)

・  Automob‖ e(FIA)

・  BI‖ iardS(WCBS)
●  Bobs:eigh(FIB丁 )
・  Boules(CMSB)
・  Bridge(FMB)
・  Chess(FIDE)
・   Curling(WCF)
・  Gymnastics(FIG)
● Motorcyc‖ ng(FIM)

・  Karate(WKF)      (0.10g/L)
・  Modern Pentathlon(UIPM)(0。 10g/L)
for disciplines involving shooting
o Motorcyc‖ ng(FIM)     (0.00g/L)
o Sk‖ng(FIS)          (0.10g/L)

・   Modern Pentathlon(UIPM)for
discip!ines invo:ving shooting

・  Nine― pin bow!ing(FIQ)
o Sailing(ISAF)lor match race
helrns on:y
O  Shooting(ISSF)(a!so prohibited

Oυ卜OFCO′ 77ρ e″″On)
e Skling(FIS)in skijumping&free
sty:e snow board
o Swimming(FINA)in diving&
synchronised swimrning

・   VVrest!ing(FILA)

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

０

０

０

０

０

２

１

１

２

１

０

０

０

０

０

P2.旦」::][墨」塾≦匹墨笙塁塁

Un!eSS OtherWiSe SpeCined′  beta― b!OCkerS are prOhibited ′「7-(30′ 7,ρ etFt′OЛ  ()nly′  in
the fo‖ owing sports.

Beta―blockers include′ but are not lilTlited tO′ the fO‖ Owing:

acebutolol′ alprenolol′ atenolol′ betaxO]。 :′ bisOpr。 101′ bunO:0]′ carteolo]′
Carvedilol′ ce:ipro:o:′ esnno]o:′ labeta101′ :evObunolol′ metipranolol′
rnetoprolol′ nadolo:′ oxPreno101′ pind010:′ prOpran010:′ sOtalol′ tirnolol.
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SPEC=F=ED SUBSTANCES*

・ヽspecined substances″ *are listed be:Ow

Ephedrine′ L― methylamphetarnine′ methy!ephedrine;
Cannabino:ds:
All inha:ed lBeta‐ 2 Agonists′ except c:enbutero!;

Probenec:di

All Glucocorticosteroidsi

Al!Beta Blockers,
Alcohol.

*1:石わe ρИο力′b′占ed ιおξ ma/ぬb″ι′う′spec所わd sυbs=ances″わたんare partFcυわ″/
sυsceρ占わノe3ο υ″′″たηι′οnar an″‐dορわg rυ′ey′ο′a″Ons becaυ se OF tわe″ genera′
ava′ rab″ヶゎmedたゎa′ ρrο dυtts ο「

wゎたゎaЛeたss″ e々″ lο be success角 ″y abused
as″Oρわg agents.〃 A doping vio!ation invo:ving such substances may resu!tin a
reduced sanction provided that the 11...ハ どわノe6e can es=ab″sわ ιわat tわ e`ノse OFsuc力 la

specF″ ed substa′ 7ce waS,70ど ′nler,dedど O er,力 a′7Ce Sρ Ort pe″10r′ηar'Ce...″
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支 度 金 支 給 基 準 規 程

(単位 :万円)

支払対象
費 目

独身者
妻帯者
(配偶者のみ)

妻帯者
(同居扶養家族有 )

住  居  費
l DK 2 LDK 3 LDK

80 100 150

子 供 用 品 等 0 0 50

家

具
等

電 化 製 品 100

その他の家具等 100

自  動  車 100

合    計 380 400 500

支度金支給基準
1.支給時期

① 初めてプロ選手として「日本サッカー協会選手契約書」を締結するとき
② プロ選手として移籍するとき
ただし.支度金に該当する費用が伴う場合

2.支払対象を次の通り区分する。

① 独身者
② 妻帯者 (配偶者のみ)
③ 妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

3.支度金該当費目
① 住居費
② 子供用品等
③ 家具等
④ 自動車

4.その他
交通費1宿泊費および引越し費用は1実費を支給することができる。
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〔改 正〕
平成 7年 2月 28日

平成11年 2月 16日
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裁 定 委 員 会 規 程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第143条に基づき=裁定委員会の運営に関する事項について

定める.

第 2条 〔会議および議決〕

① 裁定委員会の会議は1委員長が招集する.
② 裁定委員会は1委員長および1名以上の委員の出席がなければ=会議を開き1ま たは議決
をすることができない。

③ 裁定委員会の議事は,出席者の過半数をもって決する.可否同数のときは,委員長の決
するところによる.

第 3条 〔審理の非公開〕

裁定委員会の審理は1非公開とする.た だし,裁定委員会は1審理の公正が害されるお

それがなく,かつ,相当の理由があると認めるときは1関係者の傍聴を許すことができる.

第 4条 〔申立手続き〕

① 裁定の申立を行う者 (以下「申立人」という)は 1裁定委員会に対し1次の書類を提出
しなければならない.

(1)裁定申立書

(2)申立人の主張を裏付ける書証がある場合は,その原本または写し

(3)代理人により申立を行う場合は1委任状

② 前項第1号の裁定申立書には,次の事項を記載しなければならない。
(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人に代理させる場合は1代理人の氏名および住所

(3)裁定の申立の趣旨

(4)裁定の申立の理由および立証方法

③ 申立の手数料は1件につき金10万円とし,申立と同時に納付しなければならない.

第5条 〔申立の受理および通知〕

① 裁定委員会は1前条の規定に適合する裁定の申立があったときは,こ れを受理するとと
もに1申立の相手方 (以下「被申立人」という)に対し,その旨を通知する。

② 前項の通知には1裁定申立書1部 を添付しなければならない.
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第 6条 〔答 弁〕
① 被申立人は,前条の通知が到達した日から30日 以内に,裁定委員会に対 し1次の書類を
提出して答弁することができる.

(1)答弁書

(2)答弁の理由を裏付ける書証がある場合は,その書証の原本または写し

(3)代理人により答弁を行う場合は,委任状

② 前項第1号の答弁書には,次の事項を記載しなければならない.
(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人に代理させる場合は,代理人の氏名および住所

(3)答弁の趣旨

(4)答弁の理由および立証方法

③ 裁定委員会は,前 2項の規定に適合する答弁があったときは,こ れを受理するとともに,
申立人に対し,そ の旨を通知する.

④ 前項の通知には1答弁書1部を添付しなければならない。
⑤ 裁定委員会は,第 1項に定める期間内に被申立人から答弁書が提出されなかった場合には1
申立人の主張を認める裁定を行うことができる.

第 7条 〔提出書類の部数〕

本規程により申立人または被申立人が提出する書類の部数は,委任状を除き3部 (原本を
提出するときは1そ の写しを含めて3部 )と する。ただし,当事者が3名以上のときは1当

事者1名につき1部増加する。

第 8条 〔申立内容の変更〕

申立人は,被申立人に対し裁定申立の通知が発信された後においては1裁定委員会の承認
を得なければ1申立の内容を変更することができない.

第 9条 〔訳文の添付〕

当事者が裁定委員会に対して提出する書面が外国語で記載されている場合には,日本語の

訳文を添付しなければならない.

第10条 〔代理人〕

弁護士および裁定委員会が承認した者以外の者は1申立人または被申立人の代理人となる
ことができない.

第11条 〔審理または調査のための権限等〕

裁定委員会は,申立の審理のために必要と認めたときは,第二者の証言もしくは鑑定人の

鑑定を求め,ま たは資料の提出を命じることができる.

第12条 〔費用の負担〕

前条の調査に要する費用は1原則として当事者が負担するものとする
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第13条 〔裁 定〕
① 裁定委員会は1申立の内容につき調査・審理 した上1次の事項を記載し1委員長および
審理に参加した委員が署名押印した裁定書を作成し,こ れをチェアマンに提出しなければ

ならない。

(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人があるときは,そ の氏名および住所

(3)主文 (裁定委員会の判断の結論)

(4)判断の理由

(5)裁定書の作成年月日

2.前項の裁定書には,申立手数料およびその他の費用を負担する当事者およびその割合を
記載しなけれはならない.

第14条 〔和 解〕
① 申立後当事者が和解した場合において;裁定委員会がその和解の内容を相当と認めたと
きはiそ の和解の内容を裁定書に記載する。

2 前条第1項第1号,第2号および第5号ならびに第2項の規定は,前項の場合に準用する.

第15条 〔裁定委員会の運営細則〕

裁定委員会はi裁定委員会の会議その他運営に関する細則を定めることができる

第16条 〔施 行〕
本規程は,平成5年 4月 1日 から施行する
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試合実施時における
Jリ ーグ安全理念

Jク ラブは、試合を通じ観客に本当の満足と快
適さを提供するために、以下の安全に関する理
念に基づき行動するものとする。

1.観客の安全を何よりも優先する。

2.選手およびチームスタッフは、かけがえの
ない財産であり、また審判は競技進行の要
であつて、その安全性は確保されなくては

ならない。

3.マ ッチコミッショナーおよび競技スタッフ
は、試合運営に欠かせぬ存在であり、その

安全性は確保されなくてはならない。

4口 選手にフェアプレイを徹底し、観客にはフ
ェアプレイ精神に則った応援・観戦を心か
ら願う。

5.競技場の安全性の充実を目指す。

スローガン

試合実施時におけるセキュリティは、究極の

観客サービスである。
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2005Jリーグ試含実施要項

本実施要項は,2005年のJl, J2の リーグ戦実施に関し定めるものであり1 リーグ戦の試

合 (以下「試合」という)運営はすべてこの要項に定めるところによる.

第 1節 競 技 場

第 1条 〔競技場の確保と維持〕

Jク ラブは,次条以下に定める要件を具備する競技場を確保 し1良好な状態でホームゲー

ムを実施し得るよう1こ れを維持管理する責任を負う.

第 2条 〔競技場〕

① 競技場はi次の各号の条件を満たすものでなければならない.
(1)ピ ッチは,天然芝であり,原則として縦長105m,横幅68mで あること

(2)ビ ッチの外側周囲には,原則としてすべて1.5m以上の芝生部分を確保すること (し た

がって,縦長108m以上,横幅71m以上の芝生部分を確保すること)

(3)ゴ ールのポス トおよびバーは自色かつ丸型 (直径1 2cm)で ,埋込式その他 Jリ ーグが

安全性を認定したものであり,鉄製その他ボールを反発するような補強材を使用しないこ

と

(4)ゴールネットは自色であること

(5)コ ーナーフラッグおよびコーナーフラッグポストはlJリ ーグ指定のものであること

(6)ラ インは幅1 2cmと し,明瞭に引くこと (原則としてベイント方式とする)

② フィールド (ピッチおよびその周辺部分)には,選手のプレーに影響を与え,ま たは危険
を及ぼすおそれのある物は一切放置もしくは設置してはならない。

0 競技場の観客席は,下記のとおりとする.た だし1芝生席は,観客席とはみなされない.
(l)Jlク ラブ主管公式試合 :15,000人 以上収容できること

(2)J2ク ラブ主管公式試合 :10,000人 以上収容できること

④ 競技場には,平均1,500ルクス以上の照度をもつ照明装置を設置しなければならない.

第3条 〔競技場付帯設備および旗の掲揚〕

① 競技場は,次の各号の付帯設備を備えるものでなければならない.
(1)本部室

(2)更衣室 (温水シャワーが使用でき1かつ。ホームチーム. ビジターチームおよび審判員

について各々別個に用意されていること)
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(3)記録室 (ピ ッチ全体を見渡すことができ1かつ1個室であること)
(4)医務室

(5)ドーピングコン トロール室

(6)警察 。消防控室

(7)記者室

(3)カ メラマン室

(9)来賓席

(10)記者席 (ビ ッチ全体を見渡すことができ1屋根付きで,かつ,手元照明付きの机を備
えていること)

(11)場内放送設備

02)テ レビ中継およびラジオ中継用放送ブース (ピ ッチ全体を見渡すことができ1か つ .

音声機材を設置することができること)

(13)ス コアボー ド (原則として電光掲示盤であること)

(14)メ ンバー掲示板 (ス コアボー ドでの兼用可 )

“

)リ ーグ旗およびクラブ旗の掲揚ポール

16)入場券売場

07)飲食物およびサッカー関連グッズ等の販売所

08)テ レビカメラ設置スペース (中継関連カメラ用およびニュース関連ENG用 )

(19 テレビ中継車両駐車スペース

(20)ケ ーブル敷設スペース (中継車とカメラおよび放送ブース間 )

01)伝送用機材等設置スペース (ア ンテナ/ア ンテナ搭載車両/光ファイバー用端末 )
l②l ホームクラブは. リーグ旗1ク ラブ旗およびチャンピオンフラッグ (ホ ームチームが前

年のチャンピオンチームである場合に限る)を次の各号のとおり掲揚しなければならない.

(1)リ ーグ旗 :中央

(2)ホ ームクラブ旗 :ピ ッチから向かって左

(3)ビ ジタークラブ旗 :ビ ッチから向かって右

(4)チ ャンピオンフラッグ :前年のチャンピオンチームのクラブ旗の下 (ホ ームゲームの

み掲揚)

③ リーグ旗およびクラブ旗の大きさは天地1,800mm,左右2,700mmと する。

第 4条 〔照明装置〕

Jク ラブは,競技場の照明装置の故障を未然に防止し,かつ,故障箇所をすみやかに修
理するための措置を講じるよう努めなければならない.

第 5条 〔ベンチ〕

① ベンチは1原則として次の各号の要件を満たすものでなければならない.
(1)ビ ッチのタッチラインから5m以上離れ,かつ:そ の一端がハーフウェイラインから
10m以内に懸かる位置に設置すること

(2)屋根を備えていること (ただし1観客等の視野を妨げるものであってはならない)
② ベンチの前面 (ピッチ側)には,テクニカルエリアを設置する.
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C)ホ ームチームのベンチは,原則としてメインスタンドからピッチに向かって左側に設置

する。

第 6条 〔医事運営〕

① ホームクラブは;次の各号のとおり医事運営を行わなければならない.
(1)医務室には,協会のスポーツ医学委員会が定めた救急用機器および医薬品 (別紙1)を

備えること

(2)試合の開催時には,競技場の観客等の事故に対処するため,医師および看護師各1名以

上を開門時から閉門時まで待機させること

(3)試合の開催に先立ち.競技場で生じる重度の外傷および疾病に対処するため1あ らかじ

め救急移送病院を確保 しておくこと

(4)競技場内医事運営担当の医師に,試合の開催時に競技場で生じた外傷および疾病のすべ

てを記載した所定の「会場内医事報告書」を作成させ,そ の「正」をJリ ーグ事務局運営

部へ可及的すみやかに提出すること

② 前項第2号の医師および看護師の手当て等は1以下の金額を標準とする.
手当て :医 師 30,000円 (日給)

看護師 10,000円 (日 給 )

交通費・宿泊費:Jリ ーグの「旅費規程」による

第 7条 〔ビジタークラブのための観客席の確保〕

ホームクラブは,ビジタークラブを応援する観客のために;適正な数の席を確保 しなけれ

ばならない.

第 8条 〔広告看板等の設置〕

]競 技場には,Jリ ーグが指定した位置にJリ ーグの看板または横断幕または回転式看板
〔ア ドタイム〕(Jlリ ーグ戦のうち各節 1試合)を掲出できるスベースを別表1の とおり確保

しなけれはならない.

(1)サ イズ :Jlク ラブ 900mm× 6,000mm

J2ク ラブ 900mm× 9,000mm

(2)枚 数 :1枚
2 競技場には,Jリ ーグが指定した位置にオフィシャルスポンサーの広告看板または横断幕
または回転式看板〔アドタイム〕(Jlリ ーグ戦のうち各節 1試合)を掲出できるスペース

(オ フィシャルスポンサーエリア)を別表1の とおり確保 しなければならない.

広告看板1横断幕         ア ドタイム看板

(1)サイズ/枚 :900mm× 6,000mm {1)基 本サイス :860mm× 6,000mm

(2)枚   数 :最大24枚     (2)画  面 数 :最大16面

(3)色     :4色        (3)色     :4色

3 競技場にはl Jリ ーグが指定した位置に90° システムのシートを掲出できるスペースを別
表1の とおり確保しなければならない.

(1)枚 数 I最大4枚
(2)色   :4色
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④ 競技場には,Jリ ーグが指定した位置にフェアプレイキャンペーン用パネルを掲出でき
るスペースを確保 しなければならない。

(1)サイズ :500mm× 500mm

(2)枚 数 :2枚

(3)位 置 :ベンチ横.ハーフウェイライン側
⑤ 競技場には, Jリ ーグが指定した位置に別途定める横断幕を掲出できるスペースを確保し
なければならない.

⑥ クラブスポンサーの広告看板または横断幕を掲出する場合は,次の各号の条件を満たさ
なければならない.

(1)サイズ :900mm× 4,500mm

(2)色   :4色
⑦ 第2項,第 4項および第5項の広告看板等の設置位置は,次の各号のとおりとする.た だし,
観客等の視野を妨げるものであってはならない.

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること

(2)ゴールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿っている

こと

③ クラブスポンサー等の広告看板または横断幕を掲出する場合は,原則として掲出日の7日
前までに所定の「広告掲出申請書」 (別紙2)に よりJリ ーグ事務局運営部に届け出なけれ

ばならない.

第9条 〔競技場における告知等〕

① ホームクラブは,競技場において,次の各号の事項を告知しなければならない.
(1)選手1審判員およびマッチコミッショナー

(2)試合方式

(3)選手および審判員の交代

(4)得点者および得点時間 (得点直後に)

(5)ロ スタイム

(6)他の試合の途中経過および結果

(7)入場者実数

(8)前各号のほか, Jリ ーグの指定する事項

② ホームクラブは1試合の前後およびハーフタイムに,次の各号の事項を行うことができ
る.

(1)次の試合の予定の告知

(2)事前に Jリ ーグに届け出て承認を得た広告宣伝

(3)音楽放送

(4)チームまたは選手に関する情報の告知

(5)前各号のほか, Jリ ーグの承認を得た事項

第10条 〔公式試合開催指定競技場の指定〕〈削 除 〉
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第11条 〔競技場の視察〕

① Jリ ーグは,試合開催の可否を確認するため競技場を視察することができ,そ の結果 ,
試合開催が困難であると判断したときは,そ の旨を遅滞なくチェアマンに報告しなければ

ならない.

② チェアマンは,前項の報告を受けたときは=そ の競技場での試合の実施を中止する決定
を下すことができる.

(3)前項の中止の決定およびその通知は,試合開催日の2か 月前までにホームクラブに対して

行わなければならない.

第12条 〔悪天候の場合のビッチ整備の義務〕

ホームクラブは.降雪または降雨等1悪天候の場合であっても1可能な限リビッチを整備

し=そ の競技場での試合を実施することができるよう最善の努力をしなければならない.

第2節 試  含

第13条 〔大会方式〕

(1)Jl:ホ ーム&ア ウェイ方式による2回戦総当り
(2)J2:ホ ーム&ア ウェイ方式による4回戦総当り

第14条 〔試合の主催等〕

① 試合は,すべて協会およびJリ ーグが主催しl Jリ ーグが主管する.
② Jリ ーグは1試合のホームゲームの主管をホームクラブに委譲する.

C)活動区域外で開催される試合については,事前にチェアマンの承認を得た場合に限りその
地方のマスコミが共催することを認める.な お,試合開催が複数回に及ぶ場合であっても,

その都度申請し承認を得るものとする.

第15条 〔主管権の譲渡〕

ホームクラブはlJリ ーグの事前の承認を得て,そ の主管するホームゲームの主管権を,

協会に所属する地域サッカー協会および都道府県サッカー協会に対 し譲渡することができ

る.た だし,この場合においても,ホ ームクラブはlJリ ーグ規約上の義務を免れるもので

はない .

第16条 〔競技規則〕

試合は,すべて国際サッカー連盟 (FIFA)お よび協会の競技規則に従って実施される

第17条 〔届出義務〕

C)Jク ラブは,2005年 1月 31日 までに次の各号の事項を所定の方法によりJリ ーグ事務局に
届け出なければならない。
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(1)選手

(2)実行委員1運営担当および広報担当等
(3)監督,コ ーチ,チーム ドクター,アスレティックトレーナー (原則として日本体育協

会公認)等 (以下「チームスタッフ」という)

② 前項により届け出た事項に追加,抹消等の変更があった場合にも前項の方法によりすみや

かに届け出なければならない .

③ Jリ ーグ事務局は毎週金曜日 (た だし,その日がJリ ーグ事務局の営業日でないときは,

その直前の営業日)の 11:00ま でに届出のあった追加1抹消などの変更に対して,同 日中に

その承認の是非を決定する.

第18条 〔出場資格〕

① 協会への選手登録 (以下「登録」という)を完了し,かつJリ ーグ規約第99条の2に定め
るJリ ーグ登録を行った選手のみが1試合における出場資格をもつ.

② Jク ラブの2種チームに所属し,以下の条件を満たした選手には1所属クラブが参加する

Jlま たはJ2への出場資格が与えられる.

(1)当該 2種チームが1協会にクラブ申請されていること

(2)Jリ ーグ事務局に「Jリ ーグメディカルチェック報告書」が提出されていること

(3)「第 2種 トップ可」選手としてJリ ーグ登録されていること

③ 選手は1試合出場に際し1協会の発行する選手証 (以下「選手証」という)を携帯しな
ければならない。

第19条 〔出場資格を得るための追加登録期限〕

① Jlについては.2005年 9月 30日 までに登録およびJリ ーグ登録を完了した選手のみが当
該リーグ戦への出場資格をもつ.

② J2については,2005年 9月 30日 までに登録およびJリ ーグ登録を完了した選手のみが当
該リーグ戦への出場資格をもつ .

第20条 〔出場可能日〕

前2条により登録を完了した選手は.登録完了日の翌日から試合に出場することができる.

第21条 〔メディカルチェック〕

C)Jク ラブはJリ ーグが別途定める日までに,選手に関する「Jリ ーグメディカルチェッ
ク報告書」をJリ ーグ事務局運営部に提出しなければならない。ただし,追加登録する選

手については1登録のつど提出するものとする.

② 協会のスポーツ医学委員会は1「 Jリ ーグメディカルチェック報告書」において異常所見
を示した選手に対する医学的処置について勧告を行うことができる.

第22条 〔試合エントリー選手の人数〕

各試合にエントリーできる選手の人数は,1チ ーム16名以内とする
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第23条 〔外国籍選手〕

試合エントリーすることができる外国籍選手は,1チーム3名以内とする

第24条 〔ユニフォーム〕

リーグ戦において使用するユニフォームは別途定める「ユニフォーム要項」による

第25条 〔フィールド内のチーム要員〕

① フィールド上に用意されたベンチには,第 17条第1項第3号および第2項に定める届け出を
行ったチームスタッフのうち,「 メンバー提出用紙」(別紙5)に記載された者6名および交

代選手5名 の合計11名 が着席できる.

② ベンチ内での喫煙および通信機器類の使用は禁止する.
0 交代要員はビッチの周辺でウォーミングアップする際:試合進行に影響をおよばさない
よう。シャツの上から異なる色のビブスを着用する等1識別可能な状態で行わなくてはな

らない.

O Jク ラブは,協会,Jリ ーグの決定により1ベンチ入りを停止された者,出場停止処分
を受けた者1ま たは試合中に主審により退場もしくは退席を命 じられた者をベンチ入りさ

せてはならない .

⑤ 退席を命じられたチームスタッフは,フ ィール ド内に留まってはならず1選手等への指
示を出してはならない.ま た協会,Jリ ーグの決定によリベンチ入りを停止されたチーム
スタッフは,観客席以外に立ち入ってはならない.
l⑥ 主審が選手の負傷等により試合を中断し,チームスタッフの立ち入りを認める旨の合図
をした場合に,チームスタッフは2名 に限り1ビッチ内に立ち入ることができる。ただし1
このスタッフは可及的すみやかに負傷の程度を判断したうえピッチ外に退去しなければな

らない.

10 前各項に違反する行為は1主審により排除されるものとし1試合終了後に主審から報告を

受けた協会,Jリ ーグにより処分を決定される.

第25条の2〔テクニカルエリアの使用〕

3 あらかじめ「メンバー提出用紙」に記載されたチームスタッフのうち,そ の都度ただ 1
名のスタッフのみが,試合中テクニカルエリア内において1指示を出すことができる.な

お1必要な場合は通訳が同行し1指示を与えることを認める.

② 監督が通訳業務を行う者を必要とする場合,あ らかじめ「メンバー提出用紙」にて申告
しなければならない.

3 前項の通訳業務を行う者は,監督と一緒でなければテクニカルエリアを使用できない.
また1同時に複数の通訳業務を行う者がテクニカルエリアを使用してはならない.

④ 監督が退席処分を命じられた場合は,あ らかじめ「メンバー提出用紙」に記載されたも
のが代行できるものとする.その場合はその氏名を第4の審判員に届け出るものとする.

第26条 〔試合の勝敗の決定〕

試合は190分間 (前後半各45分 )で勝敗が決しない場合,引 き分けとする.
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第27条 〔Jl第 11第 2各ステージの順位決定〕(削除)

第28条 〔年間順位の決定〕

① Jlは リーグ戦が終了した時点で,勝点 (勝利3点 .引き分け1点1敗戦0点 )の合計
が多いチームを上位とし.年間順位を決定する.た だし,勝点が同一の場合は,次の各号の

順序により決定する.

(1)リ ーグ戦全試合の得失点差

(2)リ ーグ戦全試合の総得点数

(3)当該チーム間の対戦成績 (イ .勝点 口.得失点差 ハ.総得点数 )

(4)抽選

② 前項第 4号の抽選は,入れ替え戦への出場チームの決定]J2自 動降格チームの決定等
理事会が必要と判断した場合にのみ実施される.

③ 同一順位のチームが複数あった場合,該当賞金額を合算の上均等配分する。
(例 1)優勝が 2チ ームの場合

賞金額 300,000,000円 (200,000,000円 +100,000,000円 )

1ク ラブあたり 150,000,000円

(例 2)7位が 2チームの場合

賞金額 10,000,000円 (10,000,000円 +0円 )

1ク ラブあたり 5,000,000円

④ 優勝が複数チームあった場合=AFCチ ャンピオンズリーグ等への出場チームは,理事会で
決定する.

⑤ J2は リーグ戦が終了した時点で1勝点 (勝利3点 1引 き分け1点1敗戦0点 )の合計が多
いチームを上位とし1年間順位を決定する。ただし1勝点が同一の場合は,第 1項第1号か

ら第4号までの各号の順序により順位を決定する.

⑥ 抽選の実施および同一順位のチームが複数あった場合の賞金配分措置は、Jlと 同様と
する.

第29条 〔審判員〕

CI 主審1副審および第 4の審判員については, Jリ ーグが協会の審判委員会に対し,協会

登録の1級審判員で1かつJリ ーグ規約第99条の3に定めるJリ ーグ登録を行った者 (ただ

し,第4の審判員は原則1級)の派遣を依頼する.

② 審判員は,キ ックオフ時刻の90分前までに競技場に到着しなければならない.
③ 主審または副審のいずれかにその職務の続行が不可能となる事態が生じた場合,第4の審
判員は,マ ッチコミッショナーの承認のもとに原則として副審を務める.

④ 審判員の手当て等は次のとおりとする.
手当て :(Jl)主 審 120,000円  副審 60,000円  第4の審判員 20,000円

(J2)主審 60,000円  副審 30,000円  第4の審判員 10,000円

ただし協会が認定 したスペシャル審判員は,試合毎の手当て支払いの対象としない.

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

C 緊急事態により審判員が交代した場合1ま たは試合が中止になった場合の手当て等の支
払いは,次のとおりとする.
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(1)試合開始前に疾病・負傷その他の理由により審判員の職務を務められなかった場合,お
よび試合が開始されなかった場合,手当ては支払わない

(2)試合途中の負傷等により交代した場合,および試合が中止になった場合の手当ての支払
いは:次のとおりとする

イ.試合途中から,よ り責任の軽い職務についた場合,職務が果たせなくなった場合 ,
および試合が中止された場合は1そ れまでの職務に対して次の手当てを支払う :

手当て :(Jl)主 審 70,000円  副審 35,000円  第4の審判員 10,000円
(J2)主審 35,000円  副審 20,000円  第4の審判員 6,000円

口.試合途中から.よ り責任の重い職務についた場合1新たな職務に対して,本条第4項
に定めた手当てを支払う

(3)前 2号に関わる交通費,宿泊費はl実際に移動1宿泊を伴った場合に限り;Jリ ーグの
「旅費規程」に基づいて支払う

第30条 〔アクレディテーションカー ド(AD証 )〕
Jリ ーグは,次の各号のアクレディテーションカー ド (AD証 )を 発行 し:AD証 を所
有する者の通行可能エリアを指定する.

(1)OFFIC!AL(紫):オ ールエリア通行可

(2)丁EAM(紫 ):オ ールエリア通行可
(3)丁EAM(赤 ):本部室,フ ィール ド1更衣室,練習場,その他運営ゾーン
(4)SUPPLIER(青 ):本部室1そ の他運営ゾーン

(5)PRESS(緑 ):記者室;記者席,カ メラマン室;観客ゾーン1そ の他運営ゾーン
(6)丁V STAFF o RAD10 STAFF(茶および黄):フ ィール ド (ビ ッチを除く),観客ゾーン1

その他運営ゾーン

(7)カ メラマンゼッケン (オ フィシャル・紫,PRESS・ 黄,丁 V― PRESS・ 赤1報道連絡
員・黒1テ レビ中継・白,ス カウティング・青):フ ィール ド (ピ ッチを除く),記者室 ,
記者席1カ メラマン室,その他運営ゾーン

第31条 〔入場料〕

① 入場料金はホームクラブが設定し,料金の体系をJリ ーグの指定日までに報告する.
② 大人の有料入場者が同伴する小学生未満の幼児の入場料金は,無料とする.た だし有料入
場者1名につき1名に限る。

③ 入場券の販売は,売 り切れにならない限りその試合の後半15分経過時まで行う.

第32条 〔試合球〕

ホームクラブは,キ ックオフ時刻の120分前までに Jリ ーグの指定する試合球を7個用意
し,試合をマルチボールシステムにて行う.

第33条 〔Jク ラブの責任〕

① ホームクラブは1選手,審判員1役員および観客等の安全を確保する義務を負う.
② ホームクラブは1観客が試合の前後および試合中において秩序ある適切な態度を保持する
よう努める義務を負い,ビジタークラブはこれに協力する義務を負う.
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③ ホームクラブは,前 2項の義務の遂行を妨げる観客等に対して,その入場を制限し,ま た
は即刻退去させる等i適切な措置を講ずる義務を負う.

第3節 運  営

第34条 〔日 程〕
リーグ戦は,Jリ ーグにより決定された日程に従い開催される

第35条 〔試合の日時または場所の変更〕

① 試合の開催日1キ ックオフ時刻または開催地の変更は1次の手続きに従い決定する。
(1)ホ ームクラブはlJリ ーグ事務局運営部に対し,変更しようとする開催日の30日 前ま
でに「試合開催に関する変更申請書」(別紙7)により申請する

(2)チ ェアマンは,変更の可否を判断しi変更される開催日の20日前までに変更の可否を

ホームクラブおよびビジタークラブの双方に通知する

② 前項の手続きが行われない場合1ビジタークラブは1当該変更を拒否することができる。
③ やむを得ない特別の事情がある場合において,チ ェアマンは,前2項の規定にかかわらず1
開催の日時または場所を変更することができる.

第36条 〔特別の事情による変更〕

Jク ラブは1協会またはJリ ーグにおいて特別の事情がある場合には1日程等の変更に応

じなければならない.

第37条 〔運営責任〕

① 試合の運営にあたっては,ホ ームクラブの実行委員が一切の責任を負う.
② ホームクラブの実行委員は,キ ックオフ時刻の120分前までに競技場に到着しなければな
らない.

③ ホームクラブの代表取締役社長が実行委員を兼務している場合においては1あ らかじめ
チェアマンに届け出て承認を得た者に1本実施要項に定める実行委員の職務を代行させる

ことができる。

第38条 〔抱き合わせ開催の禁止〕

公式試合はl Jリ ーグまたは協会以外の第二者が主催するサッカーその他のスポーツの

試合またはイベント等と抱き合わせで開催 してはならない.た だし, Jク ラブが主催する

地域振興のための試合・イベントおよび選手育成のための試合であって,荒天時には中止

できるものに限り,Jリ ーグ事務局長の承認を受け,実施することができる.

第39条 〔マッチコミッショナー〕

① マッチコミッショナーは,実行委員会が推薦し1理事会が承認した後,チ ェアマンが任
命し,各試合に派遣される.
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2 マッチコミッショナーは,次の事項を遵守しなければならない.
(1)キ ックオフ時刻の120分前までに競技場に到着すること

(2)選手証により選手の試合における出場資格を確認し,「 メンバー提出用紙」の記載事項

に不備があればそのチームに修正させること

(3)キ ックオフ時刻の70分 前に双方のクラブの監督,実行委員 (ま たはそれに代わる者)1

運営担当 (正 ),お よび審判員を集め,マ ッチ・コーディネーション・ミーティングを開

催すること.た だし;ビジタークラブの運営担当 (正)については1代理出席を認める

(4)試合終了後24時間以内にJリ ーグ事務局運営部宛に「マッチコミッショナー報告書」

(別紙8)を発信すること

(5)試合の中断または競技中の悪質な違反による退場等の重大な事項が発生した場合に,

所定の手続きにより「緊急報告書」 (別紙9)を すみやかにチェアマンに提出すること

(6)裁定委員会または規律委員会より出席を求められた場合に1こ れに出席し報告するこ

と

(7)前各号のほか,別途チェアマンの定める事項を行うこと

3 ホームクラブは1フ ィールドおよび観客席の全体を見渡すことができる場所にマッチコ
ミッショナー席を設置しなければならない.

① マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする.
手当て :(Jl)30,000円  (J2)20,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

3 試合が中止された場合の手当て等は以下のとおりとする.
(1)マ ッチコミッショナーが試合会場に到着する前に中止が決定した場合

手当て :な し

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規定」による (移動が伴った場合にのみ支払い)

(2)マ ッチコミッショナーが試合会場に到着した後,試合開始前に中止が決定した場合

手当て :(Jl)20,000円  (J2)15,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規定」による

(3)試合途中に中止が決定した場合

手当て :(Jl)30,000円  (J2)20,000円
交通費・宿泊費:Jリ ーグの「旅費規定」による

第40条 〔試合の中止および中断の決定〕

C 試合の中止は,主審が1マ ッチコミッショナーおよびホームクラブの実行委員と協議のう
え決定する.ただし,主審が到着する前にやむを得ない事情により試合を中止する場合は1
マッチコミッショナーおよびホームクラブの実行委員が協議のうえ決定する.

② 主審が試合の中断を決定した場合=ホ ームクラブは試合を再開することができるよう最善
の努力をしなければならない.

第41条 〔競技場への到着〕

双方のチームはバスを使用 し,原則としてキックオフ時刻の70分前までに競技場に到着

しなければならない .
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第42条 〔キックオフ時刻の厳守〕

(1, いずれのチームも,あ らかじめ定められたキックオフ時刻を厳守しなければならない。

② 不可抗力またはテレビもしくはラジオの同時中継放送の都合によリキックオフ時刻を遅ら
せる場合は,主審およびマッチコミッショナーの事前の承認を得なければならない.た だし,

テレビもしくはラジオの放送の都合による遅延は,5分以内に限る。

0 いずれか一方のチームがキックオフ時刻に競技場に現れない場合,相手チームは45分間,
待機する義務を負う.

o 後半のキックオフ時刻は1前半のキックオフ指定時刻 (主審とマッチコミッショナーに
より最終確認された時刻をいう)の 60分後とする.た だし1前半のロスタイム等が5分 を

超えた場合=超えた分だけ後半のキックオフ時刻を遅らせることとする.

第43条 〔敗戦とみなされる場合〕

試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止となった場合には,そ
の過失あるチームは,原則として0対3で敗戦 したものとみなされる.

第44条 〔メンバー提出〕

① 双方のチームは1キ ックオフ時刻の150分前までに「メンバー提出用紙」に必要事項を記
入し,全選手の選手証とともにホームクラブの運営担当に提出し,試合エントリーを完了し
なければならない.

② 試合エントリー完了後からキックオフ時刻までの間における選手の変更は,練習中の負傷
または急病等やむを得ない事情があり,かつ1主審およびマッチコミッショナーの承諾を得
た場合に限り認められる。

第45条 〔主審の確認事項〕(削 除〉

第46条 〔選手の交代〕

試合中の選手の交代は,次の各号のとおりとする.

(1)選手の交代は1 3名以内とする.

(2)交代は,退出する選手の選手番号を交代ボードで提示したうえ1行わなければならない

第47条 〔不可抗力による開催不能または中止〕

試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合,その勝敗の決定方法は,理事
会において協議のうえ決定する.

第48条 〔開催不能または中止となった試合の記録〕

開催不能または中止となった試合の出場および得点は1記録されない.ただし,警告・

退場の処分については規律委員会に委ねられるため,記録として残る場合がある.

第49条 〔入場料金の払い戻 し〕

入場料金の払い戻 しは,原則として次の各号の場合に行う

(l)試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合



(2)試合前に,いずれかのチームの責に帰すべき事由により試合が開催不能となった場合

第50条 〔係 員〕
① ホームクラブは,試合実施を円滑に進行するため,次の各号の補助係員をおき,必要な
業務を行わせる.

(1)場内外の警備 。案内要員

(2)場内放送要員

(3)ボールボーイ

(4)担架要員 (8名 1担架を2台用意しておくこと)

② ホームクラブは1マ ッチコミッショナーが円滑に業務を行うため,ホームクラブの運営
担当との交信が可能な通信機器を持ち合わせた補助係員をおかなければならない.

第51条 〔マスコミ対応〕

① 報道関係者の取材 (イ ンタビューを含む)は ,原則として練習開始から試合終了時まで
は行わない.た だし,そ れぞれのクラブの広報担当を通じての取材は行うことができる.

② 試合におけるホームクラブのマスコミ対応は次のとおりとする.
(l)カ メラ (スチールおよびテレビ)による撮影およびペン記者の取材場所を指定する

(2)「試合メンバー表」(別紙10)の配布は,キ ックオフ時刻の110分前までに行う

(3)ハーフタイム時には双方の監督のコメント等を配布する

(4)試合終了後の監督および選手の記者会見場所を設ける

(5)記者室およびカメラマン室を設ける

第52条 〔公式記録〕

① 記録員は,所定の公式記録用紙 (別紙11)に より]試合記録を作成し1試合終了後1内
容確認のためマッチコミッショナー1主審およびホームクラブの運営担当 (正 )の署名を

受けたのち,すみやかに報道関係者等に配布する.

② ホームクラブの運営担当 (正 )は ,公式記録の原紙をすみやかにJリ ーグ事務局運営部
に提出しなければならない (観客数は入場者実数を記入).

第53条 〔試合運営報告〕

① ホームクラブの実行委員は,試合の実施または運営に関し問題が生じた場合,試合終了後
すみやかに「試合運営報告書」(別紙12)に必要事項を記載し,Jリ ーグ事務局運営部に提

出しなければならない.

② Jク ラブは,試合終了後可及的すみやかに「Jリ ーグ傷害報告書」をJリ ーグ事務局に対

し提出しなければならない。なお,選手が試合中に負傷した場合には,チームドクターの所

見を得1チ ームドクターの署名あるものを提出するものとする.

第54条 〔退場処分〕

退場処分を受けた選手は,規律委員会の決定があるまで出場を停止される.ま た1退席処

分を受けたチームスタッフについても同様とする.
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第55条 〔警告による出場停止処分〕

累積された警告による出場停止処分は1規律委員会が定めるところによる

第4節 試合の収支

第56条 〔試合の費用負担等〕

ホームクラブは.ホームゲームにおける収入を受領し,その試合の開催に要する次の費用
を負担する。

(1)運営人件費

競技場使用料 (付帯設備使用料を含む)

競技場仮設設備設置費用 (テント設営料等)

(5

入場券・招待券の印刷費

入場券販売手数料

広告宣伝費(6

(2

(3

(4

(7 クラブスポンサーの看板等の費用 (競技場への掲出料を含む)

(8 その他運営に係わる費用

第57条 〔不可抗力による試合中止等の場合の費用の負担〕

すでに何らかの経費の発生している試合が,不可抗力により開催不能または中止となった

場合には,ホームクラブにおいて発生した前条第1号から第4号までの費用および入場料金

払戻し手数料ならびに双方のチームにおいて発生した交通費・宿泊費はJリ ーグが負担す

る.

第58条 〔帰責事由あるクラブの費用の補償〕

① ホームクラブの責に帰すべき事由により試合が開催不能または中止となった場合,ホ ーム
クラブはビジターチームに発生した交通費・宿泊費を補償しなければならない.

② ビジタークラブの責に帰すべき事由により試合が開催不能または中止となった場合,ビ
ジタークラブはホームクラブに発生した第56条第1号から第8号までの費用および入場料金

払戻し手数料ならびに交通費・宿泊費を補償しなければならない。

第59条 〔テレビおよびラジオ放送権〕

① 試合放送権 (テ レビ.ラ ジオ)並びにインターネット放送権はJリ ーグに帰属する.
② 試合放送権 (テ レビ1ラ ジオ)並びにインターネット放送権料は別途 Jリ ーグが定める
ところによる.

③ 前項の放送権料は1別途定める基準によりすべてのJクラブにそれぞれ配分するものと
する。

第60条 〔収支報告〕

Jク ラブは, リーグ戦終了後30日 以内に1収支報告として,主管した試合の「試合収支
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決算書」(別紙13)の写しをJリ ーグに提出しなければならない.

第61条 〔納付金〕

ホームクラブは1協会が指定する試合の入場料収入の3%(た だし,2003年度および2004

年度は1%12005年度および2006年度は2%)相当額を.協会に納付しなければならない.

第62条 〔納付期限〕

① Jlク ラブは,各ステージ終了後60日以内に1所定の納付金を納めなければならない

② J2ク ラブは1 リーグ戦終了後60日以内に,所定の納付金を納めなければならない.

第63条 〔遠征費用〕

① チームの遠征に要する交通費・宿泊費は1「旅費規程」第2条の定めるところによる。
② ホームクラブの都合によリホームタウン以外の競技場で試合を実施したことにより発生
したビジターチームの交通費・宿泊費の増額分は.ホームクラブが負担する.

③ 公式試合を無事に終了したが,不可抗力など理事会が認める理由によりその日または,
翌日の帰路に影響が出た場合には,双方のチームにおいて発生した宿泊費をJリ ーグが負

担する.
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2005J10J2入れ替え戦試含実施要項

第 1条 〔趣 旨〕
本実施要項は12005Jリ ーグディビジョン1(以下「Jl」 という)と Jリ ーグディビ
ジョン2(以下「J2」 という)との入れ替えを決める試合 (以下「入れ替え戦」という)
の実施に関し定める.試合の実施に関して本要項に定めのない事項については,『2005Jリ
ーグ試合実施要項』を準用する.

第 2条 〔Jl・ J2クラブの入れ替え〕
① Jlに おける年間順位の17位 118位のクラブがJ2に降格し, J2に おける年間順位の
1位 1 2位のクラブがJlに昇格する。

② Jlに おける年間順位が16位のクラブとl J2に おける年間順位が 3位のクラブは,入
れ替え戦を実施し,その勝者がJlと なり1敗者がJ2と なる.

③ J2に おける年間順位上位 3ク ラブのいずれかが110月 の理事会までにl Jリ ーグ規約
第19条に規程するJlク ラブの資格要件を具備する目途がたたない場合,第 1項および第
2項の規程にかかわらず,次の通りとする.

(1)当該J2クラブはl Jlに昇格することができない。
(2)当該J2ク ラブが一つの場合l Jlに おける年間順位の下位 2ク ラブがJ2に降格し,
J2に おける年間順位の上位 3ク ラブのうち資格を満たす 2ク ラブが入れ替え戦なしに
Jlに昇格する.

(3)当該 J2ク ラブが複数の場合,入れ替え戦の実施方法については1理事会で審議決定
する.

④ Jlク ラブまたはJ2ク ラブ (以下総称して「Jク ラブ」という)が会員資格を喪失し
た場合の入れ替えの実施方法については,理事会で審議決定する.

第 3条 〔大会方式〕

Jl・ J2入 れ替え戦は,ホーム&ア ウェイ方式により2試合を行い. J2ク ラブが第
1戦のホームゲームを行う.

第4条 〔出場資格〕

① Jlク ラブにおいては.2005年 9月 30日 までにJFA登録を完了し,かつJlリ ーグ戦出
場のためのl Jリ ーグ登録を完了した選手のみが入れ替え戦への出場資格をもつ

② J2ク ラブにおいては,2005年 9月 30日 までにJFA登録を完了し.かつJ2リ ーグ戦出
場のためのJリ ーグ登録を完了した選手のみが入れ替え戦への出場資格をもつ

第5条 〔試合の勝敗の決定〕

① 入れ替え戦は1試合90分間 (前後半各45分 )とする
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② 2試合が終了した時点で1勝利数が多いチームを勝者とする。

③ 2試合が終了した時点で1勝利数が同数の場合には,次の各号の順序により勝者を決定す
る.

(1)2試合の得失点差
(2)2試合目終了時に,30分間 (前後半15分間)の延長戦

(3)PK方式 (各チーム 5人ずつ.決着がつかない場合は 6人日以降は 1人ずつで,勝敗が

決定するまで)

④ 前項第 2号の延長戦に出場する者は. 2試合目終了時にビッチ内でプレーしていた選手と
する.た だし1 2試合目と合わせて最大3名 までの交代を行うことができる.

⑤ 第 3項第 3号におけるPK方式に参加できる者は1延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする。ただし.ゴールキーパーについては,負傷によリプレー続行不可能で,

かつ延長戦終了までに選手交代が3名に達していない場合に限り1残りの交代要員と交代す

ることができる。

第 6条 〔広告看板等の設置〕

① 競技場にはlJリ ーグが指定した位置にJリ ーグの看板または横断幕を掲出できるスペー
スを別表 1の とおり確保 しなければならない.

(1)サ イズ :Jlク ラブ 900mm× 6,000mm
J2ク ラブ 900mm× 9,000mm

(2)枚 数 :1枚
② 競技場には,Jリ ーグが指定した位置にオフィシャルスポンサーの広告看板または横断幕
を掲出できるスペースを別表 1の とおり確保しなければならない.

(1)サイズ :900mm× 6,000mm

(2)枚 数 :最大24枚
(3)色   :4色
③ 競技場にはlJリ ーグが指定した位置に90度 システムのシー トを掲出できるスペースを
別表 1の とおり確保しなければならない.

(1)枚 数 :最大 4枚
(2)色   :4色
④ 競技場にはJリ ーグが指定した位置にフェアプレイキャンペーン用パネルを掲出できるス
ペースを確保しなければならない.

(1)サイズ :500mm× 500mm

(2)枚 数 :2枚

(3)位 置 :ベンチ横,ハーフウェイライン側
⑤ 競技場にはlJリ ーグが指定した位置に別途定める横断幕を掲出できるスベースを確保し
なければならない。

⑥ クラブスポンサーの広告看板または横断幕を掲出する場合は1次の各号の条件を満たさな
ければならない。

(1)サイズ :900mm× 4,500mm

(2)色   :4色

100



⑦ 第 2項 1第 4項および第 5項の広告看板等の設置位置は1次の各号のとおりとする.た
だし1観客等の視野を妨げるものであってはならない.

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること
(2)ゴ ールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿ってい
ること

③ クラブスポンサー等の広告看板または横断幕を掲出する場合は,原則として掲出日の 7
日前までに所定の「広告掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局運営部に届け出なけ
ればならない.

第 7条 〔手当等〕

① 審判員の手当て等は以下のとおりとする.
手当て :主審 120,000円  副審60,000円  第4の審判員20,000円
ただし協会が認定したスペシャル審判員は試合毎の手当て支払いの対象としない.

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による.

② マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする.
手当て :30,000円

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

第 8条 〔チームの責に帰すべき事由による開催不能または中止〕

試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止となった場合,そ の過

失あるクラブの処分および勝敗の決定については1理事会にて協議のうえ決定する.

第 9条 〔不可抗力による開催不能または中止〕

試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合1そ の勝敗の決定方法は,理事会
において協議のうえ決定する.

第10条 〔出場停止処分〕

① Jlその他公式試合において退場もしくは退席処分を受け1こ れによる出場停止が未消化
である場合には,本大会において消化する。

② 本大会において退場もしくは退席処分を受け=これによる出場停止が本大会において未消
化の場合には1協会の定める直近の公式試合において消化する.

第11条 〔放送権〕

試合のテレビ放送権およびラジオ放送権はJリ ーグに帰属する

第12条 〔主管権〕

Jリ ーグは,各試合の主管権を各ホームクラブに委譲する。

第13条 〔収支報告〕

各ホームクラブは,本大会終了後30日以内に1収支報告として,主管した試合の「試合収
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支決算書」(別紙13)の写しをJリ ーグに提出しなければならない

第14条 〔納付金〕

① ホームクラブは,協会が指定する試合の入場料収入の3%(ただし,2003年度および
2004年度は1%12005年度および2006年度は2%)相当額を,協会に納付しなければなら
ない.

② ホームクラブは,主管した試合の入場料収入のうちの10%相当額をJリ ーグに納付しなけ
ればならない.た だし,シーズンチケットに本大会へ入場する権利が含まれている場合は,

シーズンチケットの料金のうち,本大会相当分を含めた額を入場料収入という.

第15条 〔納付期限〕

ホームクラブは,本大会終了後60日以内に1所定の納付金を納めなければならない.

第16条 〔遠征経費〕

チームの遠征に要する交通費・宿泊費は,出場クラブが負担する
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2005Jリーグヤマザキナビスコカップ試合実施要頂

第 1条 〔趣 旨〕
本実施要項は12005Jリ ーグヤマザキナビスコカップ (以下「本大会」という)の試合

(以下「試合」という)の実施に関して定める.試合の実施に関して本要項に定めのない事

項については『2005Jリ ーグ試合実施要項』を準用する.

第 2条 〔大会方式〕

① 本大会は.Jlク ラブが参加する。16ク ラブを4つのグループに分け1各グループ内で
2回戦総当たりの予選リーグを行う.た だし1横浜 F。 マリノスおよびジュビロ磐田は.A
FCチャンピオンズリーグ2005に 出場するため予選リーグを免除される.

② 予選リーグのグループ分けは,次のとおり.
グループA:浦和レッズ,大宮アルディージャ1アルビレックス新潟.ヴィッセル神戸
グループBI東京ヴェルディ19691川崎フロンターレ1ガンバ大阪1サ ンフレッチェ

広島

グループC:ジ ェフユナイテッド千葉1柏 レイツルl FC東京1大分 トリニータ
グループD:鹿島アントラーズ=清水エスパルス,名古屋グランパスエイ ト.セ レッ

ソ大阪

③ 予選リーグの各グループ1位 4ク ラブおよび各グループ2位のうち上位 2ク ラブ (計 6
クラブ)と横浜 F。 マリノス1ジュビロ磐田の2ク ラブを加えた計 8ク ラブが決勝トーナ

メントに進出する。

④ 決勝トーナメントは,準 決々勝および準決勝をホーム&ア ウェイ方式 (計 2試合)1決勝
を1試合で行う.

第3条 〔試合の主催等〕

① 試合は,すべて協会およびJリ ーグが主催し,Jリ ーグが主管する.
② Jリ ーグは1予選リーグから準決勝までの試合の主管権をホームクラブに譲渡する.

第 4条 〔出場資格を得るための追加登録期限〕

2005年 8月 26日 までに協会登録を完了し1かつJリ ーグ登録を行った選手のみが試合ヘ

の出場資格を有する.

第 5条 〔試合の勝敗の決定〕

① 予選リーグの試合は,90分間 (前後半各45分)で勝敗が決定しなかった場合には.引 き
分けとする.

② 予選リーグが終了した時点で,勝点 (勝利3点 1引 き分け1点 1敗戦o点 )の合計が多いチ
ームを上位とし,順位を決定する.ただし,勝点が同一の場合は,次の各号の順序により

順位を決定する.

(1)得失点差

(2)総得点数
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(3)当該チーム間の対戦成績

(4)抽選

③ グループ2位の成績上位2チームは次の各号の順序により決定する。
。(1)予選リーグでの勝点

(2)得失点差

(3)総得点

(4)抽選

④ 準 決々勝は90分間 (前後半各45分 )の試合を行う。
⑤ 2試合が終了した時点で1勝利数が多いチームを勝者とし1準決勝進出チームとする.
⑥ 2試合が終了した時点で1勝利数が同数の場合には,次の各号の順序により勝者を決定する.
.(1)2試合における得失点差
(2)2試合目終了時に130分間 (前後半各15分 )の延長戦
(3)PK方式 (各チーム5人ずつ1決着がつかない場合は6人日以降は1人ずつで、勝敗が

決定するまで)

⑦ 第 6項第 2号の延長戦に出場する者は, 2試合目終了時にビッチ内でプレーしていた選手
とする.ただし,選手の交代は2試合目と合わせて3名以内とする.

① 第 6項第 3号におけるPK方式に参加できる者は1延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする。ただし1ゴールキーパーについては1負傷によリプレー続行不可能で;

かつ延長戦終了までに選手交代が 3名に達していない場合に限り]残 りの交代要員と交代す
ることができる.

⑨ 準決勝についても.準々決勝同様に行い,決勝進出チームを決定する。
⑩ 決勝の試合は,90分間 (前後半各45分 )で勝敗が決定しなかった場合1次の各号の順序
により勝者を決定する.

(1)30分 間 (前後半各15分 )の延長戦

(2)PK方式 (各チーム5人ずつ1決着がつかない場合は6人目以降は1人ずつで勝敗が決
定するまで)

① 前項第1号の延長戦に出場する者は,その直前の90分間の交代人数と合わせて1最大3名
までの選手交代を行うことができる.

⑫ 第10項第2号におけるPK方式に参加できる者は,延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする.ただし,ゴールキーパーについては,負傷によリプレー続行不可能で,

かつ延長戦終了までに選手交代が 3名に達 していない場合に限り]残 りの交代要員と交代す
ることができる.

第 6条 〔順位の決定および表彰〕

決勝における勝者を優勝]敗者を2位 ,準決勝における敗者を3位 として=別途定める
「表彰規程」により表彰する.

第 7条 〔広告看板等の設置〕

① ホームクラブは,競技場において,Jリ ーグの指定した位置に大会タイ トル看板を掲出
できるスペースを確保 しなければならない,

(1)サイズ :900mm× 6,000mm

(2)枚 数 :1枚
② ホームクラブは,競技場において, Jリ ーグの指定した位置に冠スポンサーおよびサブ
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スポンサーが1広告看板または横断幕を掲出できるスペースを確保 しなければならない.

(1)サイズ

イ.冠スポンサー   900mm× 6,000mm
口.サブスポンサー  900mm× 6,000mm

(2)枚 数

イ.冠スポンサー   6枚
口.サブスポンサー  最大10枚 (1社につき1枚 )

③ 決勝については,回転式看板 (ア ドタイム)を使用する。
④ 前項その他の広告看板および横断幕の設置位置は1次の各号のとおりとする.た だし,
観客等の視野を妨げるものであってはならない。

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること

(2)ゴールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿っていること

⑤ クラブスポンサー等の広告看板または横断幕を掲出する場合は,原則として掲出日の7日
前までに所定の「広告掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局運営部に届け出なけれ

ばならない.

第 8条 〔手当等〕

① 審判員の手当て等は以下のとおりとする.
手当て :主審 120,000円  副審 60,000円  第4の審判員 20,000円
ただし協会が認定したスペシャル審判員は1試合毎の手当て支払いの対象としない.

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

② マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする.
手当て :30,000円

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

第 9条 〔アクレディテーションカード(AD証 )〕

① 予選リーグから準決勝までの試合については,『2005Jリ ーグ試合実施要項』に定めるア
クレディテーションカード (AD証 )およびホームクラブの発行するAD証により,競技場に

おける通行可能エリアを指定する.

② 決勝の試合については,Jリ ーグが別途発行するAD証により,競技場における通行可能
エリアを指定する.

第10条 〔納付金〕

① 予選リーグの試合では,ホ ームクラブは1主管した試合の入場料収入の3%(た だし,
2003年度および2004年度は1%12005年度および2006年度は2%)相当額を1本大会終了
後60日以内に協会に納付しなければならない。

② 準々決勝および準決勝のホームクラブは1試合の入場料収入のうち1別途理事会が定める
納付金をlJリ ーグに納付しなければならない。

第11条 〔遠征経費〕

チームの遠征に要する交通費・宿泊費は以下のとおりとする.

(1)予選リーグから準決勝までの試合については,出場クラブが負担する

(2)決勝については「旅費規程」第2条に基づきJリ ーグが負担する
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別紙 1

救急用機器 。医薬品

カテゴリー 品名 数量

器材類

自動体外式除細動器 (AED) 1式

アンビューセット 1箱

濃縮酸素 2本

血圧計 1本

聴診器 1本

体温計 1本
ペンライト 1本

ギプスシーネ (4イ ンチ×15イ ンチ) 2本

アロフェンスシーネ (指用) 2本
ユリアパック 3本

アイスキャップ 1本

手袋 (未消毒) 少々

ハサミ (13.5cm) 2本

ピンセット 2本

毛抜き 2本

爪切り 2本
ガーゼ・包帯類 眼帯 2個

アミホータイ 2本

伸縮ホータイ 2本

指キャップ 2本
三角巾 2枚
メディカルテープ 2本

サージカルテープ 2本
′ヽルパ ン`ド 2本
エラスコット (5cm,7.5cm.20cm) 各 2本

ケーパインガーゼ (中 ) 10袋

救急絆 1箱

薬品類 ポンタール (250mq) 1∞錠

バファリン ∞錠

胃腸薬 1∞錠

テオドール (50mg) 1∞錠

パイロンA(PL) 30P
ブスコバン (10mg) 1∞錠

下痢止め 1箱 (小 )

センパア (塩酸メクリジン)【めまい用】 a～∞錠
リスロンS(ブロムワレル尿酸)【鎮静剤】

"錠Sト ローチ (塩化セチルビリジウム キキョウエス) 20錠

ターゼン 1∞錠
プリンペラン錠 100錠

消毒薬 。外用薬など消毒用ヒビテン (5%) 1瓶
マキロン 1瓶

目薬 1本

ソフラチュール 10枚

パテックスA 10袋
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大会名 ①Jl ②J2 ③リーグカップ ④Jサテライトリーグ ⑤その他 (

対象試合

掲出媒体 ①看板 ②横断幕 ③ユニフォーム ④その他 (

件  数 件

広告社名 業  種

内 容(※ サイズ、デザインロゴ、色彩等を記入、複数ある場合2ページロ以降に記入 )

別紙 2

(1ペ ージロ)

広 告 掲 出 申 請 書

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鈴木 昌

下記のとおり競技場内 (観客席を除く)ヘチームスポンサー等の広告を掲出することを申請いたし
ます。

年   月   日
クラブ名 :

実行委員 :

リー グ使用欄

事務局長 所属長 担 当

殿

Fロ

※サイズ、デザインロゴ、色彩等資料に関する資料があれば、添付すること

107



(2ページロ以降)

年  月   日

チーム名

広告社名 業種

内 容 (※サイズ、デザインロコ、色彩等)

広告社名 業種

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等)

広告社名 業種

内 容 (※サイズ、デザインロコ、色彩等)

広告社名 業種

内 容 (※サイズ、デザインロコ、色彩等)
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別紙 3

選 手 登 録 申 請

■選手基本情報

選手本名 (必須 )

選手本名カナ (必須 )

選手本名英字 (必須 )

JFA選手登録番号 (必須 )

生年月日(必須 )

国籍 (漢字/英字)(必須 )

出生地 (漢字/英字)(必須 )

外国籍扱い (必須 ) ○日本人 ○準日本人扱い ○外国籍扱い

/

/

■登録情報

選手登録名 (必須 )

選手登録名カナ (必須 )

選手登録名英字 (必須 )

選手種別 (必須 )

特別指定選手 (必須 )

背番号

ポジション(必須 )

身長 (必須 )

体重 (必須 )

血液型 (必須 )

○第1種TOP可 ○第2種TOP可 ○第1種TOP不可 ○第2種TOP不可 ○その他
○はい ○いいえ

OGK ODF OMF OFW
cm

kg

OA型 OB型  00型  OAB型 ○不明
■契約情報

所属クラブ

契約開始日

契約終了日

期限付移籍 (必須 )

保有権のあるクラブ

選手登録区分 (必須 )

/

/

/

/

○はい ○いいえ

○プロA OプロB OプロC O非統一 〇社員選手 ○アマチュア

■その他

備考
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別紙 4

役員・チームスタッフ登録申請

■役員基本情報

役員本名 (必須)

役員本名カナ (必須 )

役員本名英字 (必須 )

生年月日(必須 )

国籍 (漢字/英字)(必須)

外国籍扱い(必須) ○日本人 ○外国籍扱い

■登録情報

役員登録名 (必須)

役員登録名カナ (必須 )

役員登録名英字 (必須)

役職1(必須)

役職2

役職3

役職を選択してください ▼

役職を選択してください ▼

役職を選択してください ▼

○トップ ○サテライト ○トップ・サテライトとも
○トップ ○サテライト ○トップ・サテライトとも
○トップ ○サテライト ○トップ・サテライトとも

■その他

指導者資格

資格取得年月日

備考

OS級相当 OS級 OB級 OC級 ○資格なし
/
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別紙 5

Jリ ーグメンバー提出用紙

年  月  日 シャツ ショーツ ストッキング

フィールドブレイヤー

ゴールキーパー

マッチコミツンヨナー

4 th
― |― ―

―

副審 21

届出  ポジション  番号 選手 外扱 累警 届出  ポジション  番号 選 手 夕1扱  累警

|  |

|

|

| _L_

一
劃

~¬ ~  |

~l  l

一

・

一
ヨ

‐一

~¬

「

~

一

・

・
|  |

届出 | 役職 チームスタッフ

¬

~■

~~1

記入者署名 マ ンチコミッショナー署名

◎選手の届出欄に、1～ 16の 番号を記入する。番号のうち
1～ 11は 先発メンバーを表す。 1は GK。
2-11は DF、 守備的MF,MF.Fヽ のヽ順で ,
各ポジションの右から順に記入する.
◎チームスタッフの届出欄に、1～ 6の 番号を記入する。
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別紙 7

リー グ使用欄

事務局長 所 属 長 担 当

試合開催に関する変更申請書

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鈴木 昌  殿

(該当項目を○で囲む) ①開催地 (競技場) ②開催日

下記のとおり試合開催に関する変更をしたく、申請いたします。

③キックオフ時刻

大 会 名 ①Jl ②J2 ③リーグカップ ④Jサテライトリーグ ⑤その他 ( )

対戦カード

試 合 日 年   月   日(   )キ ックオフ時刻

競 技 場

〔変更希望〕

①競技場

②試合日 年   月   日(   ) ③キックオフ時刻

変更理由

年   月  日
クラブ名 :

実行委員 : Fロ

〔改言丁:2005年 2月 15日〕
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別紙 8

名氏

Jリ ーグマッチコミッショナー報告書

卜 込、 ノし
ノヽ 1ム 何́ 2005Jリ ーグ

Jlリ ーグ戦 第  節

12リ ーグ戦 第  節

ヤマザキナビスコカップ (

その他の大会 (

VSチーム名 :

競技場名 :

試合結果 : ( (

延長 ( )( ) vゴール   分
PK (

開 催 日 :2005年   月  日 (
キックオフ :前半

後半

遅延理由 :前半

:後半

(指定時刻  :  )
(指定時刻  :  )

審 判 員 :主 審 国内 (  )級 /国際
国内 (  )級 /国際
国内 (  )級 /国際

主審 。副審

主審 。副審

主審 。副審

副 審1

副 審2

第4の審判た____________国内 (  )級/国際 主審・副審

入場者実数 :

天 候 :

ピッチ状況 :

人

/10

(10点満点で評価する)

競技場の付帯設備状況
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環境への配慮
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)
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審判員について

1.主審の評価 (各項目を◎○△×の4段階で評価)

試合を通してのコントロールは適切か

判定は一貫していたか

ポジショニングは適切か

スムースランニング(円滑な試合運び)がされていたか

選手とのコミュニケーションは適切か

アドバンテージの適用は適切か

2.副審の評価 (各項目を◎○△×で評価)

Al  A2                           Al  A2
ポジショニングは適切か

判定は適切か

3.第4の審判員の評価 (各項目を◎○△×で評価)

ベンチコントロールは適切か

主審・副審との協力は適切か

4.審判員に関するコメント

副審 。第4の審判員との協力は適切か

態度は毅然としていたか

ホイッスル・ジェスチャーは分かりやすかったか

フィジカル面は十分であったか

協会・リーグからの通達を遵守していたか

シグナルは適切か

主審との協力は適切か

交代選手の手続は適切か

警告・退場について
警告

:〔理由欄への記入項目]

【ホームチーム】

ミロ士昌・ r・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・~フ・
:[理由欄への記入項目1

反スポーツ、C2:ラ フプレイ、C3:異議、C4

遅延行為、C6:距離不足、C7:無許可入、C8

Cl

C5
繰り返しの違反、

無許可去

時間 チーム 選手名 理由

分 No.

分 No

分 No.

分 No.

分 No.

Sl:著 しく不正なプレイ、S2:乱暴な行為、S3:つば吐き、
S4:得点機会阻止(手 )、 S5:得点機会阻止(他 )、 S6:侮辱、CS:警告2回

時間 チーム 選手名 理由

分 No.

分 NO.

分 No.

分 No.

分 No.

時間 チーム 選手名 理由 具体的事由

分 No.

分 NO.

分 NO.

分 No.

-2-
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2005年   月  日 VS

フェアプレーについて

警告、退場 (0～ 10点  ※10点満点から減点する)

警告 il点減点、2度 目の警告/退場 :3点減点、直接の退場 :3点減点

積極的なプレー (1～ 10点  ※標準を8点とする)

積極的 :常に積極的にプレーしようと試みている。最後まで全力を尽くしている。

試合のスピードアップをはかっている、など

消極的 :無用なファウルが多い。ファウルされたふり、負傷したふりが多い。遅延行為、など

ホームアウェイ

□ □

ホームアウェイ

E三ヨE三∃相手競技者
への敬意 (1～ 5点 ※標準を4点とする)

ホームアウェイ

E [三 三]審判員への故意 (1～ 5点 ※標準を4点 とする)

チームスタッフの行動 (1～ 5点 ※標準を4点とする)

良い評価 :怒っている選手を落ち着かせた。審判員の判定を異議なく受け入れた。

ベンチマナーが良い、など。

悪い評価 :選手を煽動した。挑発した、など。

アウェイ

観客の行動 (1～ 5点 ※試合を肯定的な雰囲気にすることが重視される)

チームを励まして、試合を肯定的な雰囲気にする。相手チームや競技者に敬意を払う。

フェアプレーの観点から特に目立った選手、チームスタッフなど:フェアプレーの象徴的なシーンのビックアップ

分 :
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運 営 /競 技 に つ い て (各項目をO△ ×で評価 )

1.運営全般

実行委員、運営担当は適切に任務を果たしていたか

スケジュール設定、進行は適切か

医事運営は適切か

メディア関係者への対応は適切か

2∞5年  月  日 VS

試合中のフィールド上人員の管理は適切か

身障者への対応、準備は適切か

担架要員の行動は適切か

ボールバーソンの行動は適切か

2.セキュリティー全般

入場者数は適切に予測されていたか

場内整備員および警備員の配慮は適切か

警察、消防との連携は適切か

観客(ス タンド)の安全は守られていたか

両チームのサポーターの動向が的確に把握されていたか

危険物の持ち込み使用はなかったか

選手、審判員、スタッフの安全は守られていたか

観客の入退場は安全かつスムーズに行われていたか

緊急時に連絡する手段が確保されていたか

3.競技全般
ホームアウェイ ホームアウェイ

試合中のベンチスタッフのマナーは適切か

試合中のテクニカルエリアの使用は適切か

選手は審判員の判定に素直に従っていたか

選手は無用な反則を多く犯していなかったか

特 言巳事項  (本試合で指摘した事項やただちに改善を要望する事項など)

-4-
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別紙9

年  月  日

社団法人日本プロサッカーリーグ

チェアマン 鈴木  昌 殿

規律委員会 千田  進 殿

Jリ ーグ
マッチコミッショナー緊急報告書

大 会 名

チーム名

試合結果

第   節

VS

)( )

延長 ( )( ) PK(

試合日時

競技場名

年   月   日 (  ) キックオフ

審 判 員 主審 : 副審 1

副審 2: 第4の審判員

緊急報告内容

(時間、チーム名、選手名などを確認し、発言者も明確にすること)
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以上の通り報告いたします。

マッチコミツンヨナー署名

)



別紙 10
(社)日本プロサッカーリーグ

試合メンバー表

〔マッチコミッショナー〕 〔実行委員〕 〔運営担当〕

審判員 生年月日(年齢) 1級登録 主審漏lI審 (通算) 備考

主  審
副  審
副  審
第4の審判員

(ホーム)

〔今大会での成績〕 〔ストッキング〕

位置 番号 選 手 生年月日(年齢) 身長/体重 出場/得点(通算) 前所属チーム 警告

平均年齢  先発 11名 :  歳 / 16名 :   歳
【スタッフ:役職/登録名/生年月日/年齢】

(ビジター)

〔今大会での成績〕 〔ストッキング〕

位置 番号 氏 名 生年月日(年齢) 身長/体重 出場/得点(通算) 前所属チーム 警告

/ 16

〔シャツ〕

〔シャツ〕

〔ショーツ〕

〔ショーツ〕
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【スタッフ:役職′/登録名./生年月日/年齢】



(ホーム) 半

半

前

後

延長前半

延長後半

PK戦

(ビ ジター)

別紙11

(社 )日本プロサッカーリーグ

公式記録

位

置

番

号 選 手
計 i45 90 105 120

位

置

番

号 選 手
計 i45 ∞ 105 120

警告、退場

シュート
GK
CK

間接 FK
オフサイド
PK

(注1)オ フサイド欄の数字は、間接フリーキック数のうち、オフサ
イドによるものを表わす

(注力・ :ハーフタイムなどのインターパル中あるいはPK戦中を
意味する

警告、退場

〔警告理由〕Cl:反 スポーツ的行為、C2ラ フプレイ、CII異議、CンL繰り返しの違反、C5:遅延行為、C亜離不足、(ン:無許可入、C8無許可去
〔退場理由〕Sl:著 しく不正なプレイ、S2乱暴な行為、8:つ ば吐き、騨:得点機会阻止(手 )、 3:得点機会阻止(他 )、 動 辱、CS警告2回

得点経凋 (～ :ド リブル、→グラウンドバス、 1:浮 き球 のパ ス、 S:シ ュート)

〔備考〕
120

マッチコミッンヨナー 主 運営担当

〔大会名〕

〔年月日〕

〔入場者数〕

〔節 日〕
〔キックオフ時刻〕 〔競技場〕

〔天候〕 〔ピッチ〕 〔試合時間〕

〔マッチコミッショナー〕

〔第4の審判員〕

〔記録員〕

〔主審〕 〔副審〕 〔副審〕

ロス′



大 会 名 節 。回戦

日  日寺 年   月   日(   )キックオフロ寺刻l 競技場

対戦カード〔ホームクラブ〕 VS 〔ビジタークラブ〕

結  果 ( ) 90分 延長 (前 。後) PK

報 告 内 容

別紙 12

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鈴木 昌 殿

以上のとおり報告します。

年  月  日

試 合 運 営 報 告 書

クラブ名 :

実行委員 :

運営担当 :

リー グ使 用欄

事務局長 所 属 長 担 当

印

　

印

[改訂 :2003年 2月 18日 ]
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別紙 13

年  月  日

試合収支決算書
チーム名上 _______________

印

立
替
金

(合 計)

大 会 名 節 。回戦

該当試合 VS年  月  日

券   種 単  価 枚  数 金 額

入

“剛

　

士
冗

収

場 (計 )

当

　

日

券

入
(計 )

(合 計)
その他

(合 計)

〔A〕

①

②

①+②=③

④

③+④

競 技 場 使 用 料

支

　

　

出

運 営 人 件 費

TEL、 FAX、 コピー プレス

その他

〔E3〕

川又  ヨ
=

〔A―  [3〕
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ユ_ノオーム要項

第1条 〔趣 旨〕
本要項は1「 Jリ ーグ規約」第49条第4項の規定に基づき,公式試合におけるユニフォー
ムに関する事項について定める.

第2条 〔使用義務〕

Jクラブは,試合において=その所属チームの選手に,「ユニフォーム使用計画」に定め
るユニフォームを使用させなければならない.

第 3条 〔選手番号〕

① ユニフォームには,選手番号が明確に表示されていなければならない.
② 選手番号は事前にJリ ーグに登録し1シーズン途中の変更は認めない.
③ 前項の選手番号は1服地と明確に判別することができる色のものとし,そのサイズは1次
のとおりとする.

(1)シ ャツ 前面の左側もしくは中央に高さ10～ 1 5cml背中は高さ25～30cm
(2)シ ョーツ 前面の右下に高さ8～ 1 0cm
④ 選手番号は10は不可とし,1を ゴールキーパー12～ 11を フィールドプレイヤーとする。
12以降はポジションと無関係とし,40ま では欠番を認める.ただし1登録選手が41人 を超
えた場合は,41か ら連番で番号をつけることとし,欠番は認めない.

第4条 〔アームバンド〕

チームのキャプテンは,キ ャプテンであることを明確に表示するアームバンドを着用しな
ければならない。

第5条 〔Jリ ーグマークおよびチャンピオンマーク等〕

① ユニフォームのシャツの右袖上腕部には,Jリ ーグ所定のJリ ーグマークをつけなければ
ならない .

② 前年度天皇杯全日本サッカー選手権大会の優勝チームおよび前年のJリ ーグ優勝チーム
は,前項のJリ ーグマークに代えて,そ れぞれ協会所定の「天皇杯チャンピオンマーク」お
よび「Jリ ーグチャンピオンマーク」をつけなければならない。

第 6条 〔チームエンブレム〕
ユニフォームには.チームエンブレムをつけることができる

第7条 〔メーカー名の表示〕

① ユニフォームのメーカー名またはメーカーマークの表示は,次の場所およびサイズとする.
(1)シ ャツ 胸.1か所.20cポ以下
(2)シ ョーツ 1か所。12cr以 下
(3)ス トッキング 各2か所まで。12cポ以下
② シャツおよびショーツにはl Jリ ーグ事務局長の事前の承認により,メ ーカー名またはメ
ーカーマークの入ったラインテープをつけること1な らびにメーカー名またはメーカーマー

クの透かしを入れることができる。
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第8条 〔広告の表示〕

① ユニフォームに第三者のための広告を表示する場合には,スポンサーの名称および商品名
等を,事前に所定の「広告掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局運営部に届け出な

ければならない.

② 前項に基づく広告は1シ ャツに3か所,シ ョーツに1か所 (た だし11か所につき1社に限
る)表示することができる.

③ 前項の広告を表示する場所およびサイズは1次のとおりとする.
日u(1

(2

(3

背

左

ン ヨ

面 選手番号上部.300o請以下
中 選手番号上部または下部.200cポ以下
袖 50o雨 を超えないサイズ

ーツ前面左 80cポ を超えないサイズ(4

④ ユニフォームに1協会またはJリ ーグが指定するキャンペーンマークその他広告以外のも
のを表示する場合にも,原則として前項のサイズによるものとする.

第 9条 〔選手名の表示〕

① シャツおよびショーツには,選手名または通称を表示することができる.
② 前項の表示をする場所およびサイズ等は,次のとおりとする。
(1)場 所 シャツ背中の選手番号上部およびショーツ前面右下の選手番号上部または下
部.た だし1シ ャツ背中の選手番号上部に広告を表示している場合は1選手番号下部
(2)サイズ シャツ150c成 1文字の大きさ5 cm.シ ョーツ50c謂以下
(3)文 字 アルファベットにより表記し,直線的に表示
③ 選手名の表示を選手名または通称以外にて行うことを希望する場合は,事前に実行委員会
に申請し;承認を得なければならない。

第10条 〔その他表示できるもの〕

① シャツには,ホームタウン名または活動区域(lヶ所150c請以下)を表示することができる。
② 選手番号には,チームエンブレムまたはチーム名を各数字の下辺中央部に高さ4cm以下で
lヶ 所に入れることができる。

③ ショーツ前面には1次のいずれかひとつをlヶ所に表示することができる.
(1)チーム名

(2)チームエンブレム

④ ストッキングには1次のいずれかひとつを表示することができる.
(1)選手番号 各 lヶ所
(2)チーム名 各 lヶ所
(3)チームエンブレム 各 2ヶ所まで

第11条 〔記念ユニフォーム〕

Jクラブは,ク ラブの創立記念など特別の事情がある場合,Jリ ーグ事務局長の事前の承
認により,「ユニフォーム使用計画」に定めるユニフォームとは異なる記念のユニフォーム

を着用することができる。

〔改 正〕
平成 8年 12月 24日

平成10年 1月 29日

平成11年 2月 16日

平成13年 2月 20日

平成14年 2月 19日

平成16年 2月 17日
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2005Jリーグドーピングコント□―ル要頂

第 1条 〔趣 旨〕
本要項は,「 ドーピング禁止規程」第3条第1項に基づき, ドーピングテストの手続きに関

する事項を定める.

第 2条 〔ドーピングテストの受検義務〕

① Jリ ーグは1「 ドーピング禁止規程」および本要項にもとづき1事前の通知なくしてlJ
リーグに登録した全選手に対してドーピングテストの受検を指示・命令することができる.

② 選手はlJリ ーグの指示・命令に応じてドーピングテストを受検しなければならない.受
検を拒否し,ま たは不正操作を試みた場合には1 ドーピングテストの結果が陽性になった場

合と同様に扱う.

③ Jク ラブは,所属する選手に対してドーピングテストを受検させ。その他ドーピングテス

トの実施に積極的に協力しなければならない.

第 3条 〔ドーピングテストの実施・検査機関〕

① Jリ ーグは1 ドーピングテストに関して, ドーピングコントロール委員会委員または同委

員会が指名した者の中から1医師であるドーピングコントロールコーディネーター (以下

「コーディネーター」という)を指名する.

② コーディネーターは1対象選手のくじ引き,所定の書式への記入1尿サンプルの採取手続1
尿サンプルのF!FAおよび10C認定検査機関への送付,その他ドーピングテスト全体について

監督し1責任を負う.

③ ドーピングドクターは, ドーピングコントロール委員会が指名した1名 または2名の医師
が担当し.サンプルの採取および管理を行う.コーディネーターは, ドーピングドクターを

兼ねることができる.

④ ドーピングテストにより採取されたサンプルを検査する検査機関 (以下「検査機関」とい
う)は ,第 11条に定める.

第 4条 〔ドーピングテスト対象試合の選定〕

① ドーピングコントロール委員会は1 ドーピングテストを実施する試合 (以下「ドーピング
テスト対象試合」という)を指定し1出場する各Jク ラブに対し:試合開始の60分前まで

にドーピングテストを実施する旨を通知する.

② ドーピングコントロール委員会の各委員およびコーディネーターは,前項の通知がなされ
る前に, ドーピングテスト対象試合の指定に関する情報を,Jクラブ,選手その他いかなる

者にも開示または漏洩してはならない.
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第 5条 〔使用薬物リストの提出〕

① ドーピングテスト対象試合に出場するJク ラブのチームドクターは,試合開始前72時間
の間に選手に処方された薬物 (薬品名1診断名1投与量1投与時期1投与期間1投与方法)

その他必要事項を書式0‐ 1に記入し,試合開始前にコーディネーターに提出しなければなら

ない.

第6条 〔ドーピングテスト対象選手の選抜〕

① ドーピングテストは,各チームからくじ引きによって選抜された各2名の選手 (以下「ド
ーピングテスト対象選手」という)に対して行う.

② 前項のくじ引きにはコーディネーターのほか,次の各号の者が立ち会う.
(1)Jク ラブ役員またはチームスタッフ (以下「チーム代表者」という):各チーム1名
(2)マ ッチコミッショナー (Jリ ーグが必要と認めた場合)

(3)ドーピングドクター (Jリ ーグが必要と認めた場合)

③ 第1項のくじ引きは1ハーフタイムに次の方法で行う。
(1)コ ーディネーターは1選手の背番号が1～ 16の場合には1～ 16の番号札の番号をそのま

ま抽選番号とし,背番号が17以上の場合には残余の番号札を番号の小さい順に背番号の

小さい選手に割り当てて抽選番号とする

(2)コ ーディネーターは1抽選番号と背番号を書式0-10に記入し,自 らの署名の上1各チ

ーム代表者に写しを交付する

(3)コ ーディネーターは.1～ 16の抽選番号を記した番号札を1各 Jク ラブごとに中が見え

ない袋に入れる

(4)コ ーディネーターは,各 Jク ラブの袋から番号札各4枚 を無作為に抽出し,番号を見な

いまま各 Jク ラブごとに①～④の番号を記した封筒 (計8枚 )に入れ1密封の上署名し1

安全な場所に保管する

④ コーディネーターは,試合後半の30分 に,各チーム代表者の立ち会いのもと封筒①l ②
を開封してドーピングテスト対象選手を確定し,以下各号の事項を記載した書式0‐2を作成

した上で,こ れを各チーム代表者を通じてチームドクターに交付し,写 しをマッチコミッシ

ョナーに交付する。

(1)ドーピングテスト対象選手の氏名

(2)ドーピングテスト対象選手が1試合終了後直ちにドーピングテスト実施場所へ出頭すべ

き指示

(3)ドーピングテスト対象選手は,チームドクターまたはチーム代表者のいずれか1名 を同

伴できること

(4)ドービングテスト対象選手が1受検を拒否するか不正操作を試みた場合の措置

⑤ 封筒①と封筒②に封入された番号札の抽選番号の選手が試合終了前に負傷した場合,封筒
①の選手に代わって封筒③に封入された番号札の抽選番号の選手をドーピンクテスト対象選

手とし,封筒②の選手に代わって封筒④の選手とする.

コーディネーターは1選手の負傷の状態が1 ドーピングテストを受けることが出来ないか

どうかを決定する.

⑥ Jリ ーグは通知なしに公式試合開催競技場以外での競技外ドーピングテストの受検を指
示・命令することができる。コーディネーターは次の手順によリドーピングテスト対象選手
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を決定する.

(1)該当チームのチーム代表者1チームドクター1場合によってはコーチも含めてドーピ

ングテストの手順を説明する

(2)該当チームのチーム代表者は,コ ーディネーターに最新の登録選手一覧表を渡す。こ

れには, ドーピングテス トを開始する時点で実施場所に不在の選手のリストも含まれる.

チーム代表者は.こ れらの選手の不在の理由をコーディネーターに報告する.コ ーディ

ネーターは不在の選手を抽選の対象とするかどうかを決定する

(3)コ ーディネーターは.チームドクターに書式 0-1を 手渡す。チーム ドクターは1書
式 0-1に ,抽選の対象となる全選手に投与あるいは処方したすべての薬物を記載する
(4)コ ーディネーターは, ドーピングテス ト対象選手を選抜するくじ引きをする.コ ーデ

ィネーターとドーピングドクターに加えて1該当チームのチーム代表者 2名 とチーム ド

クターとが同席しなければならない

(5)前項のくじ引きは以下の方法で行う

イ.登録選手一覧表並びに選手証をもとに,選手の氏名と背番号を確認する

口.抽選番号と背番号 (登録選手一覧表で背番号が表示されていない選手は,あ らかじ

め背番号を決めておくこと)を書式 0-10に記入し1自 らの署名の上1チーム代表者
に写しを交付する

ハ.番号札を中が見えない袋に入れる
二.袋から番号札 4枚 を無作為に抽出する

最初に抽出された 2名の選手がドーピングテス ト対象選手となる.そ の他の 2名の選手

もドービングテストの対象となることがある

第 7条 〔ドーピングテスト実施場所への出頭〕

① ドービングテストは, ドーピングテスト室またはコーディネーターが指定した場所 (以
下「ドーピングテスト実施場所」という)で行う。

② 試合後半30分 までに選手交代により退場した場合 (選手交代により退場した場合および
主審による退場処分を受けた場合の双方をいう),および試合後半30分以降にドーピングテ

スト対象選手が退場した場合にはlJク ラブは当該選手がドーピングテストを適正に受検
できるように,ベンチ。ロッカールームその他適切な場所において1監視下におくものと

する。

③ ドーピングテスト対象選手は,試合終了後直ちに,ビッチからドーピングテスト実施場
所へ直接出頭し,選手証を提示しなければならない.

④ Jク ラブは, ドーピングテスト対象選手をドーピングテスト実施場所へ出頭させる義務
を負う.

⑤ 出頭したドーピングテスト対象選手は1 ドーピングテスト実施場所の控え室で待機し,
ドーピング物質を一切含まないソフトドリンクを摂取することができる.こ のソフトドリ

ンクは1密封された容器に入れられ1選手自ら開封するものとする。

⑥ ドーピングテスト対象選手が1選手自身の食品またはソフトドリンクをドーピングテス
ト実施場所に持ち込むことを希望した場合=その管理は100%当該選手の責任においてなさ

れる。

128



第 8条 〔ドーピングテストの参加者〕

①  ドーピンクテスト実施場所に立ち入ることができる者は,以下の者に限られる.
(1)ドービングテスト対象選手

(2)チームドクターまたはチーム代表者 :各チーム 1名

(3)コ ーディネーター

(4)ドーピングドクター :1名 または2名

(5)マ ッチコミッショナー (Jリ ーグが必要と認めた場合)

(6)通訳 (Jリ ーグが必要と認めた場合)

② 競技外ドーピングテストでドーピングテスト実施場所に立ち入ることのできるものは1以
下のものに限られる。

(1)ドーピングテスト対象選手

(2)チーム ドクターおよびチーム代表者

(3)コ ーディネーター

(4)ドーピングドクター 1名 または2名

(5)通訳 (Jリ ーグが必要と認めた場合)

③ 警備スタッフは,前 1項以外の者がドーピングテスト実施場所に立ち入らないよう1適切
な措置を講ずる。前2項の競技外ドーピングテストの警備は,チーム代表者が責任を持つ.

第 9条 〔サンプルの採取〕

① コーディネーターは1選手証により]ドーピングテスト対象選手の同一性を確認する。
② ドーピングテスト対象選手は1封 をした新品の検尿カップおよび封印されたボトルAおよ
びボトルBの入った発泡スチロールの箱を選定する.

③ ドーピングテスト対象選手は1コーディネーターまたはドーピングドクターの監視のもと,
検尿カップ中に原則として75虚以上の尿を排尿する.ただし,コ ーディネーターが困難と

判断した場合には150"以上とする.

④ ドーピングテスト対象選手は.排尿した検尿カップを1チームドクターまたはチーム代表
者の監視のもとにコーディネーターに手渡す.

⑤ ドーピングテスト対象選手は1検尿カップからボトルAとボトルBに自分で尿を注ぎ入れ
るか,そ れともコーディネーターに注ぎ入れてもらうかを決定する.

⑥ 下された決定は書式0‐ 3に記入する。選手が自分で行うことになった場合,コ ーディネー
ターはその手順をドーピングテスト対象選手に説明する。

⑦ 選手またはコーディネーターは1約50記の尿をボトルAに ,約25記の尿をボトルBに入れ
る.第 3項ただし書きの場合には1それぞれ約35祀 1約 15祀 とする.

③ ドーピングドクターは,サ ンプル採取後,直ちに検尿カップの残余の数滴によりpHテ ス
トおよび比重の測定を行う.

⑨ 尿量が75配に満たないとき,選手は仮の封印セットを1つ選び,ボ トルAを開封する.選
手またはコーディネーターは尿をボトルAに入れ,選手が選んだ仮の封印セットを用いて封
印し,選手は安全な場所に保管する.選手は追加の尿サンプルの採取が可能になったらすぐ,
新しい検尿カップを選び,尿を採取する.選手またはコーディネーターは,保管してあった
ボトルAの尿を1この新しい尿を採取した検尿カップに足す.も し尿量が75配に満たない場

合は、同様の過程を繰り返す.
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第10条 〔サンプルの封印・送付〕

① 選手またはコーディネーターは,サ ンプル採取後,直ちにボトルAおよびボトルBの栓を
開め=選手の面前で1ボ トルAおよびボトルBを発泡スチロールの箱に入れて封印する.選

手および付添い人は,封印を確認することができる.

② コーディネーターは書式0-3に必要事項を記入し1 ドーピングテスト対象選手,チーム代
表者および自らの署名の上= ドーピングコントロール委員会に送付する.

③ コーディネーターは,書式0‐ 4に必要事項を記入し,自 らの署名の上.写 しを検査機関に
送付する.

④ コーディネーターは,発泡スチロールの箱をサンプル運搬用バッグに入れて封印し1あ
らかじめ指定したサンプル運搬担当者に渡して,書式0‐ 11に より受け渡しを確認する.

⑤ サンプルの検査機関への到着時には,原則としてドーピングコントロール委員会の委員
および/ま たはJリ ーグ代表者ならびに検査機関責任者が立ち会うものとする.

第11条 〔サンプルの分析・保管〕

① サンプルの検査機関はl FIFAおよび10C認定検査機関である三菱化学ビーシーエルとする。
② ボトルBのサンプル (以下「Bサ ンプル」という)は専用の冷蔵庫に入れ,検査機関がそ
の鍵を保管する.

③ 検査機関への立ち入りはl Jリ ーグの許可された役員および三菱化学ビーシーエルの社
員に限り許されるものとする。

第12条 〔検査結果の報告〕

① 検査機関の分析者は,ボ トルAのサンプル (以下「Aサ ンプル」という)の分析結果を書
式0‐ 5に記載し1自 らの署名の上1 ドービングコントロール委員会委員長に提出する.

② 書式0‐ 5には1分析により検出されたあらゆる物質を記載する.

第13条 〔ドーピングテストの経過の報告〕

コーディネーターは1 ドーピングコントロール委員会委員長に対し1書式0‐ 7および0-9に

よリドーピングコントロールの詳細を報告しなければならない.

第14条 〔陰性の場合の取扱〕

① ドーピングコントロール委員会が1前 2条の報告にもとづき陰性と認定した場合には,同
委員会委員長は1当該選手の属するJク ラブにその旨を書式0-8に より通知する.

② 前項の場合,検査機関は30日後にBサ ンプルを破棄する.

第15条 〔陽性の場合の取扱〕

① ドーピングコントロール委員会が,第 12条および第13条の報告にもとづき陽性と認定し
た場合には,同委員会委員長は,当該選手の属するJク ラブにその旨を書式0‐8により通知

する.

② 当該選手の属するJク ラブの代表者は,前項の通知を受領後24時間以内に, ドーピング
コントロール委員会に対し1書面によりBサンプルによる再テストの実施を申し立てること

ができる.
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③ 前項の時間内に再テスト実施申立書がドービングコントロール委員会に到達しない場合
には1同委員会は当該選手を陽性と認定し,そ の旨をアンチ・ ドービング特別委員会に書
面により報告する.

④ 前項の場合.前条第2項 と同様の措置をとる。

第16条 〔再テスト〕

① 前条第2項の申立による再テストは1第 12条第1項の検査機関において=Aサ ンプルの分析
に直接携わらなかった職員がBサンプルを使用して実施する。

② 再テストにおいてはl Jリ ーグ代表者およびドーピングコントロール委員会委員長は,
ボトルBの開封およびBサ ンプルの分析に立ち会うことができる.当該選手の属するJク ラ
ブは,選手のほか,チーム代表者1名 を立ち会わせることができる.
③ 検査機関の分析者は,再テストによるBサ ンプルの分析結果を書式0‐6に記載し1自 らの
署名の上1 ドービングコントロール委員会委員長に提出してその署名をえるものとする.

第17条 〔再テスト後の取扱〕

① ドーピングコントロール委員会は,第 12条1第 13条および前項第3項の報告にもとづき陽
性と認定した場合には,同委員会委員長は1そ の旨をアンチ。ドーピング特別委員会に書
面により報告する.

② ドーピングコントロール委員会は,再テストによるBサ ンプルの分析結果が陰性となる等
により陽性/陰性の認定が困難な場合には,そ の旨および理由をアンチ。ドーピング特別
委員会に書面により報告し,陽性/陰性の認定を同委員会の決定に委ねることができる.

第18条 〔異議申立〕

陰性/陽性の最終決定]ド ーピングテス ト手続の適正1選手 。Jク ラブ等に対して科さ
れる制裁の内容・程度については,ア ンチ 。ドービング特別委員会において,制裁の対象
となる者に弁明の機会を与えた上で決定するものとし1 ドーピングコントロール委員会の
認定に対しては,その他に異議申立を行うことはできないものとする.
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嘲
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドーピング・コントロール

書式 0-1

工LEACUE

使用薬物リスト

年  月  日 ( )大 会 名

対

日  付 :

試  合 :

試合会場 :

チーム名 :

日付 : 年   月   日

チームドクター

署 名 :

背番号 選手氏名

チームドクター名

試合の72時間前までに下記の選手に下記の薬物を処方したことを証明する。

薬品名、診断、投与量、投与時期、投与期間と投与方法

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ド ービングコントロールコーデイネーター (ブルー)

3)チ ームドクター (イ エロー )

〒113-0033東京都文京区本郷3‐ 10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



社団法人 日本プロサッカーリーグ
書式 0-2

ユLE」nゝGUE
ドーピングテスト召喚状

下記の選手はドービングテストを受けるよう選ばれたので、試合終了後直ちにドービングテスト室

へ出頭すること。付添人として一名 (ド クター、チーム役員またはチームスタッフ)を同伴できる。

チームドクター、チーム役員またはチームスタッフは選抜された選手に連絡をする義務がある。

選手はドービングテストに出頭する際、本書式を持参すること。

ドービングテストを受けることを拒否するか、もしくは不正操作を試みた場合は、 ドービングテス
卜の結果が陽性となった場合と同様の措置を受けることになる。

日  付 年  月  日 ( )大 会 名

試  合 対

チーム名 試合会場 :

選手氏名 背 番 号 :

ドービングコントロール

コーディネーター

署 名

1)選手 (イ エロー)
2)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )
3)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)
4)マ ッチコミッショナー (白 )

〒113-0033東京都文京区本郷3-10‐ 15 JFAハ ウス9階
I TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830‐

2007



社団法人 日本プロサッカーリーグ

尿検体の登録

書式 0-3

工LEACUE

日  付 年  月  日 ( )大 会 名

試   合 ヌ寸

チーム名 :

選手氏名 :

チーム役員またはチームスタッフ

試合会場 :

背 番 号 :

E]尿検体は選手本人が取 り扱う。
同人は手順の説明を受けた。

E]尿検体は選手からの依頼でドービングコ
ントロールコーデイネーターが取り扱う。

1)選手は 時 分 (試合終了 分後)に 部分尿検体を採取し、その尿検体は封印された。

封印証明テープ番号

選手署名

2)選手は   時   分 (試合終了   分後)に 完全尿検体を採取した。

尿検体を、それぞれ “A"と “B"の文字が刻まれているコー ドナンバー入りの 2つ のボトル

に分注した。 コード番号 :

pH

比 重

選手は尿検体の提供を拒否した :は い □  いいえ □

最後に、選手は、ボ トル “A"と ボトル “B"の コードナンバーが一致していることを再確認 し、
ボトルキャップと書式 0‐ 3への記載内容をチェックした。

選 手 チーム役員またはチームスタッフ

署 名 :

ドービングコン トロール

コーディネーター

署  名

名署

1)ドーピングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ドービングコントロールコーデイネーター (ブルー )

3)選 手  (イ エロー)
(2005.2)

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドービング検査機関の検体記録

書式 0-4

工LE■OUE

日  付

試  合

試合会場

年  月  日 ( )大 会 名 :

対

ボトルAコード番号 付   記

ドービングコントロール

コーデイ不―ター

氏 名 : 署 名

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )
2)ドービング検査機関 (ピ ンク)
3)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)

ボトルBコード番号 pH 比  重

〒113‐ 0033東京都文京区本郷3-10‐ 15 JFAハ ウス9階 TEL.03‐3830-2006 FAX.03‐ 3830-2007



社団法人 日本プロサッカーリーグ

検 体 A
結 果 報

:告
書  (検査機関からド

ービングコントロール委員会委員長)

書式 0-5

■LEACUE

日  付

試   合

年  月  日 ( )大 会 名

対

試合会場

コー ド番号

分析終了日時 日 付

検出された薬物

年  月  日 ( )

時 間 :

検査機関の分析者

氏 名 署 名

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ドービング検査機関 (ピ ンク)

結  果

〒113‐0033東京都文京区本郷 3‐ 10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03‐3830-2006 FAX.03‐ 3830‐2007



嘲
社団法人 日本プロサッカーリーグ

検 体 B
結 果 報 告 書

:(検査機関からドーピングコントロール委員会委員長)

書式 0-6

ユLEACUE

付 年  月  日 ( )大 会 名 :日
　

　

試 対〈
ロ

試合会場 :

分析終了日時 :   日付

コード番号

分析終了日時 :   日付

年  月  日 ( )

検出された薬物

年  月  日 ( )

時 間

検査機関の分析者

氏 名 : 署 名 :

ドービングコントロール委員会委員長 (該当する場合)

氏 名 :               署 名 :

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ドービング検査機関 (ピ ンク)

結  果

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 丁EL.03‐3830-2006 FAX.03‐ 3830‐2007



J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドーピングコントロール報告書 (1)

書式 0-7-(1)

工LE■(買JE

年  月  日 ( )大 会 名

対

日  付 :

試  合 :

試合会場 :

Jリ ーグ チーム ドクター

マッチコミッショナー

氏  名 :

ドービングコントロール

コーディネーター

署  名 :

ドービングドクター

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )
2)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)

名

名

名

名

氏

氏

氏
　
氏

(ホーム)

(ア ウェイ)

天   候 気温 ℃ 湿度 : %

採尿時間 平均 : 分 最短 分 最長 分

ドコ

1ン
ピ ト
ンロ

グ 1

フレ

対
象
選
手

チーム名 氏   名 ポジション 背番号
コー ド

番 号
プレー

時 間 採尿時間

協

　

力

チームドクター : チーム役員 選 手 :

(事務局用)

〒113‐0033東京都文京区本郷3‐ 10‐15 JFAハ ウス9階 丁EL.03‐3830‐2006 FAX.03-3830‐ 2007



J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドーピングコントロール報告書 (2)

書式 0-7-(2)

工LEACUE

年  月  日 ( )大 会 名

対

日  付 :

試  合 :

試合会場 :

Jリ ーグ ドービングドクター

マッチコミツンヨナー

氏   名

ドービングコントロール

コーデイ不―ター

署  名

(事務局用)

名

名

氏

氏

1 )

2)

ドービングコントロール委員会委員長 (自 )

ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)

〒113‐ 0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03‐ 3830-2007



編
社団法人 日本プロサッカーリーグ

検 査 結 果 連 絡 書

書式 0-8

工LEACUE

年  月  日 ( )大 会 名

対

日  付

試  合

チーム名

選手氏名

試合会場 :

背 番 号 :

検    体 :

コー ド番号 :

コンテナ番号 :

連 絡 日 :

A B

結    果

検出された

薬   物

年   月   日 ドーピングコントロール委員会

委員長 :

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )
2)チ ェアマン (白 )
3)チーム実行委員 (イ エロー)

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドーピングコントロール・エリアチェック (1)

書式 0-9-(1)

iLEACUE

日  付 :

試  合 :

試合会場 :

年  月  日 ( ) 大 会 名 :

対

ドーピングコントロール

コーディネーター 署   名

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)

ピッチ～ ドービングテス ト室の動線

隔離されている  (他の選手・役員から、競技運営係員から、一般観衆から)

隔離されていない (他の選手・役員から、競技運営係員から、一般観衆から)

テス ト室前の廊下      人通り多い      少ない       なし

テスト室内部は外部から   見える        見えない

ドービングテス ト室入口

入ロ ドア

入室禁止のポー ド

警備員

1つ

設置

チェック厳 しい

r施錠してある

t施錠してない

3.待合室
ド ア

広 さ

明るさ

室 温

椅子類

テレビ

冷蔵庫

ごみ箱

数

快適さ

ミネラルウォーター(ガスなし)品 名

フルーツジュース

品名

厳しくない

あり (開放固定 あり なし )

広すぎる       十分

明るすぎる     十分

暑い         適温

十分        足りない

快適         快適でない

あり (BSあ りなし:ビデオありなし )

あり        なし

容量         数

ミネラルウォーター(ガスあり)品名          容量         数
アイソトニックウオーター   品名          容量         数

1つ以上

なし

な し

なし

狭い

暗い

寒い

なし

品名          容量         数

容量         数

あ り

〒113‐ 0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 丁EL.03‐3830-2006 FAX.03‐ 3830‐2007



儘

¨

社団法人 日本プロサッカーリーグ
書式 0-9-(2)

ドービングコントロール・エリアチェック(2)

問題点

1)ドービングコントロール委員会委員長 (自 )
2)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)

トイレット

ド ア

便器 (大・小 )

5。 シャワー室

ド ア
シャワーヘッド

温度調節

6.サ ンプリング室
サンプリングテーブル

椅 子
ごみ箱

検査容器用テーブル

洗面台

あり (開放固定 あり なし)
1               2

あ り (開放固定 あ り なし)
1               2

よい

数不足

数不足

数不足

数不足

なし)

なし

3台以上

なし

3台以上

悪い

なし

なし

なし

なし

なし

3

3

広さ十分

数十分

数十分

広さ十分

あり (温度調節 あり
搬入備品・機器

○ 書式 0-1、 0-2、 0-3、 0-4、 0-7、

0-9(1)、 0-92)、 0-10、 0-11

0抽選用チップ(1～16)     2組
チップを入れる袋        2組
○ 封筒 チップを入れる   4枚  2組

チップの残りを入れる(A4)2枚
書式0-1、 0-4を入れる(A4)2枚

○ 検査容器

尿採取カップ    1個  10個
ボトル用発砲スチロール箱
(ボ トルA・ B在中)  1個  6組
仮封印セット    1袋  10袋

O pH、 比重試験紙       1ビ ン

O ADカ ード
MC× 1、 DD× 2、 チーム役員×4、 通訳×4

○ 検体運搬用品

検体運搬用バッグ     1個
バッグ用ロック      1式
○ 文房具一式
ステイック糊      1本
ハサミ        1本
カラーマーカー (6色入) 1式
油性マーカー・黒     1本
3色 ボールペン      1本
プラスチックバッグ    1個
クリップボー ド (A4) 1枚
下敷          1枚
○ 選手所属一覧

○ ドービングコントロール要項他連絡書類

〒113‐ 0033東京都文京区本郷3‐ 10‐15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03‐ 3830‐2007



遍
社団法人 日本プロサッカーリーグ

ドービングコントロール用代替番号

書式 0-10

工LEACUE

日  付 :

試  合 :

試合会場 :

Jリ ーグ

年  月  日 ( )大 会 名

対

マッチコミツンヨナー

氏  名 :

ドーピングコントロール
コーデイネーター

署  名

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )
2)ドービングコントロールコーディネーター (ブルー)
3)ホームチーム実行委員 (イ エロー)
4)ア ウェイチーム実行委員 (イ エロー)
5)マ ッチコミッショナー (白 )

ホームチーム アウェイチーム

抽 選 用 番 号 背 番 号 抽 選 用 番 号 背 番 号

10 10

11 11

12 12

13 13

14 14

15 15

16 16

〒113‐ 0033東京都文京区本郷3‐ 10‐15 JFAハ ウス9階 丁EL.03‐3830‐2006 FAX.03-3830‐2007



社団法人 日本プロサッカーリーグ

検体受渡確認書

書式 0-11

iLErLCUE

日  付 年  月  日 ( )大 会 名 :

試  合 対

試合会場 :

検体運搬用バッグ用ロック番号

受渡し日時

日  付 年  月  日 (  )

時   間 時 分

ドービングコントロールコーディネーター

氏 名 署  名

検体運搬担当者

氏  名 署 名

1)ドービングコントロール委員会委員長 (白 )

2)ド ーピングコントロールコーディネーター (ブルー)

3)検体運搬担当者 (黄 )

〒113-0033東京都文京区本郷 3‐ 10-15 JFAハウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



選手氏名

生年月日

所属チーム

診断名 (注 1)

禁止薬物名 (注 2)

投与量

投与方法

投与時期

予想される薬物療法の期間

禁止薬物使用の必要性を

立証できる医療情報

他の療法を用いない理由

(注 3)

過去 。現在の治療目的使用

適応措置申請の有無
ある (治療目的使用の適応措置の結果を添付すること) ない

医師名 (注 4)

病院名

連絡先

J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

治療目的使用の適応措置
標準申請書

書式 0-12(1)

(2005.2)

工LE」[GUE

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 丁EL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



社団法人 日本プロサッカーリーグ
書式 0-12(2)

ユLEACUE

(注 1)診断内容を確認できる証明書を添付して、本申請書とともに提出しなければならない。この医療証明書には、

これまでの病歴、診察所見、検査結果及び画像所見をもれなく盛り込まなければならない。可能であれば、報告書

又は書簡の写しを添付する。証明書の内容は、臨床上可能な限り客観的なものとし、立証不能な状況にある場合に

は、別の医師の診断書を本件申請の参考資料にすることができる。

(注 2)許可申請の対象となっている禁止物質・禁上方法に関して、詳細事項をすべて記載すること。

国際一般名 (INN)を 用いるとともに、投与量も具体的に記載すること。

(注 3)競技者の病状の治療に際して、使用許可医薬品を用いることが可能な場合は、禁止物質の使用を申請する理

由を医学的観点から立証すること。

(注 4)氏名、専門医療分野 (例 :内科)

記入もれがある場合は、差し戻された上で、再提出しなければならない。
(Jリーグドービングコントロール委員会に対して記入済の申請書を提出し、記入済の申請書の写し1部を大切に保管しておくこと)

Jリ ーグドービングコントロール委員会の決定 (記入しないこと)

受理日

申請書はもれなく記入されているか は い いいえ

Jリ ーグ記入欄

Jリ ーグドービングコントロール

委員会委員長
署名

日付

(2005.2)

上記の病状に対する適切な処置として上記競技者に上記物質を、投与してきた/投与する予定であることを

証明します。

医師の署名 日付

上記の記載情報が真正であること、WADA禁止リス トの物質又は方法の使用許可を申請していることを証
明します。規程の定めに基づき、 Jリ ーグドーピングコントロール委員会に個人的な医療情報が供与される

ことを認めます。

選手の署名 日付

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



J
社団法人 日本プロサッカーリーグ

工LEA,C'VE

治療目的使用の適応措置
略式手続

吸入によるベータ2作用剤、局所投与による糖質コルチコイド

1)ドーピングコントロール委員会委員長 (白 )
2)ドーピングコントロールコーディネーター (ブルー)
3)チームドクター (ィ ェロー)

書式 0-13

(2005.2)

選手氏名

生年月日 (西暦 ) 年 月 日

所属チーム

診断名

診察および検査所見

禁止薬物名

投与量

投与方法

投与時期

予想される薬物療法の期間

医師名

病院名

連絡先

上記の病状に対する適切な処置として上記選手に上記物質を投与してきた/投与する予定であることを

証明します。さらに、上記病状の処置に際して、禁止リストに記載されていない薬物療法では、効果が

不十分であることも証明します。

チーム ドクターの署名 日付

上記の記載情報が真正であること、 Jリ ーグ禁止薬物リストの物質又は方法の使用許可を申請している

ことを証明します。規程に基づき、Jリ ーグドービングコントロール委員会に個人的な医療情報が供与

されることを認めます。

選手の署名 日付

〒113-0033東京都文京区本郷3-10-15 JFAハ ウス9階 TEL.03-3830-2006 FAX.03-3830-2007



競技場検査要項 [2005年度用]

競技場の名称
|

[検査基準](*必要度)

*(A)=必ず具備しなければならない条件 [加算ポイント=0点 ]
*(B)=原則として具備しなければならない条件 [加算ポイント=2点 ]
*(C)=具備することが望ましい条件 [加算ポイント=1点 ]

[検査項目]

設 備 内 容 *必要度 備   考

競

技

場

設

備

収容人数
15,000人以上 A
20,000人 以上 C

ピッチ

天然芝 (常緑)であること A

広さ=105m×68m B

外側周囲に1.5m以上の芝生部分を確保 B

屋根
メインスタンドを覆う B

観客席のすべてを覆う C

照明 ピッチ内平均照明-1,500ルクス以上 B

観客席
椅子席で、10,000席以上 A
個席で、10,000席以上 B

来賓席
メインスタンド中央部に、屋根付き A
50席以上 B

放送ブース

メインスタンド中央部に、3人が座れ、ビッチ全体が見渡

せる。マイク、モニター、資料が置ける机を設置できる。
A

5ブース設置 A

テレビ中継関

連カメラ設置
スペース

メインスタンド中央部4台分 (4耐 ×4台 ) A

両ゴール裏スタンド中央部2台分(4耐×2台 ) A

メインスタンド側ペナルティエリアを囲む

ラインのうちゴールラインと平行なライン

付近各1台分 (4r× 1台×2箇所 )

A

常設。専用のスペース A

ァレビニュース関連
ENGカメラ設置スペース

メインスタンド中央部10社分(4耐 ×10社 ) A

テレビ中継車両

駐車スペース
中継車、衛星車、電源車、機材車、支援車 A カメラおよび放送ブースとケー

ブルまたは館内共聴にて連絡

ケーブル設置スペース A 中継車とカメラおよび放送ブース間

伝送用機材等

(アンテナ/
アンテナ搭載車

両/光ファイバ
ー用端末)設置
スペース

スタジアムからテレビ局および中継基地ヘ

試合中継映像を伝送するために必要な以下

の機材等を設置するためのスペース。
・テレビ局および中継基地へ伝送するた

めのアンテナ
。衛星へ伝送するためのアンテナ搭載車両
。光ファイバー用端末

A

すべて備わっていることが

絶対条件ではないが、いず
れか1つは必須。

記者席

メインスタンド中央部に80席以上 A

屋根付き。 ク(70cm×

50cm)を設置
B

カメラスペース

メインスタンド中央部に10社分 (4耐 ×

10社 )のスペース
A

常設。専用のスペース B

記録室
ピッチ全体を見渡せる場所 A

個室で、エアコン付き B

ゴール

白色。丸形 (直径 1 2cm)で、固定方法に

つきJリーグが安全性を認定したもの
A

埋め込み式 B
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設 備 内 容 *必要度 備  考

競
技
場
設
備

ゴールネット
自色で、ボールを反発する補強材を使用

しないで取り付けるもの
A

スコアボード
得点、時間を表示できるもの A

電光掲示板 B

メンバー掲示板
出場メンバーを表示できるもの (スコア

ボードでの兼用可 )
A

掲揚ポール
3本以上を、メインスタンドから見える

場所に設置
A

ベンチ
透明な屋根付きで、11名以上着席可 A
固定式 B

付

帯

設

備

選手更衣室

2室。ベンチ25人分。温水シャワー。 A
120請 以上。左右に分けて設置。エア

コン、マッサージ台、温水シャワー8基

以上、洋式トイレを設置

B

練習場

設置 A
室内 B
2か所 C

医務室
ベッド、冷蔵庫、洗面台、担荷を設置 A
エアコン付き B

審判更衣室

4人収容可能な部屋。 A
選手更衣室から離して設置。エアコン、

洋式トイレ、温水シャワーを設置
B

2部屋確保。応接セットを設置 C

本部室
電源、電話回線を設置 A

100ポ以上の部屋を2室。エアコン付き B

来賓室 設置 B

記者室
電源、電話回線を設置 A

80人以上収容可能。エアコン付き B

カメラマン室

電源、電話回線を設置 A

50耐以上 B

暗室付き C

インタビュールーム
設置 A

100M程度、エアコン付き C

警察。消防
控え室

設置 A

観客席全体が見渡せること B

ドーピングコントロール室 設置 A

そ
の
他
の
設
備

入場券売り場 設置 A

物品販売所 飲食物・サッカー関連グッズの販売所 A

駐車場
敷地内、大型バス2台を収容可能 A

敷地内、乗用車50台分を収容可能 B

徒歩10分以内、乗用車200台分収容 C
レストラン 競技場内部にあること C
観客用トイレ 収容可能人数に見合う適正な数を設置 A

身障者用の設備
観戦場所の確保。専用トイレの設置 A

常設。専用の観戦場所、スロープの設置 B

検査実施日

年  月  日
検査担当者の署名・捺印

(印 )

[結果報告その他]

149



Jリーグ規約第42条の補足基準

1.次の試合における先発メンバー11人は1当該試合直前のリーグ戦5試合 (以下「直前5試

合」という)の内1 1試合以上先発メンバーとして出場した選手 (以下「直前5試合先発選手」

という)を 6人以上含まなければならない。

(1)リ ーグ戦(Jll J2)
(2)リ ーグカップ戦

2.「直前5試合」には前シーズンの試合を含まない

3.次の事項については例外として取り扱う.

① 次の選手は試合出場実績にかかわらず「直前5試合先発選手」とみなす。
(1)前年または当年に国際Aマ ッチ,オ リンピック本大会およびアジア予選.アジア大会な

らびにFIFAワールドユース本大会の日本代表チーム (以下「日本代表チーム」という)
に選出された選手 (候補は除く)

(2)プロC契約以外の外国籍選手

(3)シ ーズン途中に同リーグまたは上位リーグの他クラブから移籍してきた選手 (但 し.移

籍直後に開催される3試合のみ対象)

② 次の理由により選手が上記の試合に出場できない場合,その試合は「直前 5試合」から除
く.

(1)ケガ1疾病または傷害等 (医師の診断書を必要とする)

(2)警告の累積1退場等による出場停止

(3)「 日本代表チーム」メンバー選考のための合宿・遠征等

4.上記基準を満たさない場合は,当該試合後のリーグ戦 5試合により評価 し,チ ェアマンが最

終判断する。

5.Jク ラブがJリ ーグ規約第42条 に違反した場合の制裁は次のとおりとし,こ れらの制裁を併

科することができる.

(1)制裁金     2,000万 円以下の制裁金を科す
(2)勝点減     リーグ戦における違反行為に対する制裁として, リーグ戦の勝点を 1

件につき3点を減ずる。

(3)出場権の剥奪  リーグカップ戦における違反行為に対する制裁として,次年度のリー
グカップ戦への出場権を剥奪する.
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日本サッカー協会 基本規程〔抜粋〕

第 12章 懲  罰
第 1節 総 則

第196条 〔懲罰の対象者〕

本協会は、本協会に加盟または登録する団体 (加盟チーム、地域サッカー協会、都道府県

サッカー協会、各種の連盟、Jリ ーグおよび準加盟チーム、以下、本章において「加盟団体」

という)ま たは個人 (選手、監督、コーチ、審判、役員、職員その他の関係者、以下、本章
において「選手等」という)に対し、本章の定めるところにより、懲罰を科することができる。

第197条 〔懲罰の種類〕

① 選手等に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)警 告
主審が試合中に競技者に対し、競技規則に基づきイエローカードを示す

(2)退場 。退席

主審が試合中に競技者 (退場の場合)ま たは監督その他の関係者 (退席の場合)に対し、

試合中にフィールドおよびその周辺から立ち去るように命じる

(3)戒 告
口頭をもって戒める

(4)譴 責
始末書をとり、将来を戒める

(5)罰 金

一定の金額を本協会に納付させる

(6)没 収
取得した不正な利益を剥奪し、本協会に帰属させる

(7)賞の返還

賞として取得した全ての利益 (賞金、記念品、 トロフィー等)を返還させる
(8)一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

一定数、一定期間、無期限または永久的に、公式試合について、フィール ド、ベンチ、

ロッカールーム等の区域に立ち入ることを禁止する

(9)公的職務の一時的、無期限または永久的な停止・禁止・解任

本協会または加盟団体における一切の公的職務を一定期間、無期限または永久的に停止

し、禁止し、または解任する

(10 -定期間、無期限または永久的なサッカー関連活動の停止・禁止

サッカーに関する一切の活動を一定期間、無期限または永久的に停止しまたは禁止する
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(11)除 名
本協会の登録を抹消する

② 加盟団体に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)戒 告
(2)譴 責

(3)罰 金

(4)没 収
(5)賞の返還

(6)試合結果の無効 (事情により再戦を命ずる)

(7)得点または勝ち点の滅点または無効

(8)得点を3対 0と して試合を没収 (ただし、すでに獲得された得失点差の方が大きい場合

には、大きい方を有効とする)

(9)観衆のいない試合の開催

(10)中立地における試合の開催

《1)一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

02)一定期間、無期限または永久的な公的業務の全部または一部の停止

03)下位ディビジョンヘの降格

04)除 名
③ 前2項各号の懲罰は、併科することができる。

第198条 〔選手等に対する罰金〕

① アマチュアの選手等に対しては、罰金を科さないものとする。
② アマチュア以外の選手等に対して罰金を科す場合は、次の基準による。
(1)Jリ ーグディビジョン1の場合、出場停止処分 1試合あたり金10万円以下

(2)そ の他の場合、出場停止処分1試合あたり金 5万円以下

第199条 〔共犯等〕

他の者を教唆もしくは討助し、または他の者と共謀してもしくは他の者を利用して違反行

為を行わせた加盟団体または選手等には、自ら違反行為を行った場合に準じて懲罰を科する

ものとする。

第200条 〔役員・監督等の加重〕

役員、監督その他の管理・監督関係者が違反行為を行った場合には、特段の定めがない限

り、その違反行為について定められた懲罰の 2倍以下の範囲内において、懲罰を加重して適

用することができる。

第201条 〔両罰規定〕

加盟団体に所属する個人が違反行為を行った場合には、その個人に対して懲罰を科するほ

か、その個人が所属する加盟団体に対しても懲罰を科すことができる。ただし、その加盟団

体に過失がなかったときは、この限りではない。
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第202条 〔罰金の合算〕

同時に複数の違反行為が罰金の対象となった場合には、各々について定められた罰金の

合算額をもって、罰金の金額とする。

第203条 〔違反行為の重複による加重〕

同種の違反行為を重ねて行った場合には、その違反行為について定められた懲罰の 2倍

以下の範囲内において、懲罰を加重することができる。

第204条 〔情状による軽減〕

① 違反行為が行われた場合においても、その情状において酌量すべき事情があるときは、
その懲罰を軽減することができる。

② 前条により懲罰を加重すべき場合においても、なお前項の規定を適用することができる。

第 2節 調査・審議の手続

第205条 〔調査・審議の手続〕

本協会、都道府県協会、各種連盟、Jリ ーグまたは公式競技会の規律 。フェアプレー委

員会 (以下、本節においては単に「規律・フェアプレー委員会」という)お よび本協会の
裁定委員会における懲罰の調査および審議の手続は、本節に定めるところによる。

第206条 〔所管事項〕

① 競技および競技会に関連する違反行為に対する懲罰については、第 3節の定めるところ
により所管の規律・フェアプレー委員会が調査・審議を行う。

② 前項に定めるものを除く違反行為については第 4節の定めるところにより本協会の裁定
委員会が調査・審議を行う。

第207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕

① 本協会は、都道府県サッカー協会、地域サッカー協会、各種連盟およびJリ ーグ (以下、
本条において「都道府県協会等」という)に対して、その所管する加盟団体または選手等に関
する懲罰問題を本章の規定にしたがって処理し、懲罰を決定。適用する権限を委任する。

② 都道府県協会等は、前項に従って懲罰問題を処理するため、それぞれ規律。フェアプレ
ー委員会を設置する。

③ 都道府県協会等の規律 。フェアプレー委員会は、決定した懲罰の内容を、本協会に通知
しなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する懲罰を科す場合には、懲罰

案を本協会に通知し本協会の理事会が懲罰を決定・適用する。

(1)6試合以上の出場停止処分
(2)6ヶ 月以上の出場停止処分
(3)罰金

(4)没収
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(5)6ヶ 月以上の公的職務の停止・禁止 。解任

(6)6ヶ 月以上のサッカー関連活動の停止・禁止

(7)下位ディビジョンヘの降格

(8)除名

④ Jリ ーグにおける違反行為については前項は適用しない。

第208条 〔裁定委員会の手続の開始〕

本協会裁定委員会は、理事会の諮問または会長の申出があった場合に調査
。審議を開始す

る。

第209条 〔手続の非公開〕

規律・フェアプレー委員会および裁定委員会における懲罰の手続および記録は非公開とす

る。ただし、規律 。フェアプレー委員会または裁定委員会は、手続の公正が害されるおそれ

がなく、かつ、相当の理由があると認めるときは、関係者の傍聴を許すことができる。

第210条 〔聴聞〕

規律・フェアプレー委員会および裁定委員会は、原則として当事者に対し事情聴取を行い、

その意見を聞くものとする。ただし、当事者の同意がある場合または対象者が事情聴取を拒

否もしくは無断欠席した場合はこの限りではない。

第211条 〔言語〕

① 規律・フェアプレー委員会および裁定委員会の手続および書面における言語は日本語を使
用するものとする。

② 当事者または関係者が外国語を使用する場合には、回頭の陳述については日本語の通訳を

同行し、文書については日本語の訳文を添付しなければならない。

第212条 〔代理人〕

弁護士および規律 。フェアプレー委員会または裁定委員会が承認した者を除き、当事者の

代理人となることができない。

第213条 〔証拠の評価〕

① 懲罰の審議においては、主審・副審。第 4の審判員。マッチコミッショナーおよび審判イ
ンスペクターの報告、当事者および目撃者の供述および文書、音声または画像の記録、専門

家の意見その他一切の証拠を参照することができる。

② 審判およびマッチコミッショナーの報告書に含まれる事実は、正しいものと推定する。

第214条 〔議決〕

規律 。フェアプレー委員会および裁定委員会の議事は、出席者の過半数をもって決する。

可否同数のときは、委員長の決するところとする。

154



第215条 〔懲罰案の作成〕

規律・フェアプレー委員会および裁定委員会は、調査 。審議の上、次の事項を記載 した

懲罰案を作成し、これを理事会に提出しなければならない。

(1)当事者の氏名 (団体の場合は団体名および代表者名)な らびに住所
(2)代理人があるときは、その氏名および住所

(3)主文 (判断の結論。効力発生日を含む。)

(4)判断の理由

(5)作成年月日

第216条 〔裁定委員会の懲罰案の尊重〕

理事会は、裁定委員会の懲罰案を十分に尊重し、かつ、本協会全体の利益を考慮した上、

懲罰の決定を行うものとする。

第217条 〔理事会の決定の最終的拘束力〕

理事会の懲罰に関する決定は最終的なものであり、全ての加盟団体および選手等は、こ

れに拘束され、理事会の決定に関して裁判所その他の機関等に不服申立等をすることはで

きない。

第218条 〔再審査請求〕

① 懲罰を受けた者は、十分な新たな反証を有する場合に限り、懲罰の当事者への通知後10
日以内に、本協会裁定委員会に対して申立書および証拠を提出し、手数料10万円を納付し

て再審査を請求することができる。

② 再審査の手続は、上記の調査。審査の手続に準ずるものとし、再審査申立に対して出され
た理事会の決定は最終的なものとし、さらなる再審査を求めることはできないものとする。

第 3節 競技および競技会における違反行為

第219条 〔競技および競技会における違反行為〕

加盟団体または選手等の違反行為のうち、日本国内で実施される公式試合および公式競

技会に関するものに対しては、本節の定めるところにより、所管の規律 。フェアプレー委

員会の調査 。審議を経て懲罰を適用する。

第220条 〔国外の競技会における違反行為〕

加盟団体または選手等が、国外で行われる競技会において違反行為を行った場合におい

ても、本章の定めるところにより懲罰を科することができる。

第221条 〔公式競技会における懲罰〕

日本国内で実施される公式競技会においても、それぞれ規律。フェアプレー委員会を設

置し、本章の規定に従い、その競技会に関する規律問題を処理しなければならない。この
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場合、第207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕第 2項および第 3項を準用する。

第222条 〔主審の下す懲罰〕

試合中は主審が懲罰の決定を下すものとし、その決定は最終的なものとする。

第223条 〔警告〕

主審による警告処分の対象となる違反行為およびこれに対する懲罰は、別紙 1『競技およ

び競技会における懲罰基準』第1項のとおりとする。

第224条 〔退場 。退席〕

主審による退場 。退席処分の対象となる違反行為およびこれに対する懲罰は、別紙 1『競

技および競技会における懲罰基準』第 2項のとおりとする。

第225条 〔その他の違反行為〕

競技および競技会における違反行為のうち前 2条に定めるものを除く行為に対する懲罰

は、別紙 1『競技および競技会における懲罰基準』第 3項以下のとおりとする。

第226条 〔出場停止処分を繰り返した場合〕

同一競技会において繰り返し出場停止処分に相当する違反行為を行った場合、出場停止処

分の原因が同一でなくとも、処分の件数に応じて出場停止試合数を加算し、罰金を科すこと

ができる。

第227条 〔懲罰基準の運用細則〕

本協会の規律 。フェアプレー委員会は、理事会の承認を得て、懲罰基準の運用に関する細

則を定めることができる。

第 4節 その他の違反行為

第228条 〔裁定委員会の調査・審議〕

加盟団体または選手等の違反行為のうち、前節に定めるもの (競技および競技会における

違反行為)を除くものに対しては、本節の定めるところにより、本協会裁定委員会または第

207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕所定の都道府県サッカー協会等の調査・審

議を経て懲罰を適用する。

第229条 〔違反行為〕

加盟団体または選手等が次の各号のいずれかに該当する行為を行った場合には、第197条

〔懲罰の種類〕第 1項各号 ((1)号及び(2)号を除く)および第 2項各号の懲罰を科す。

(1)本規程または本規程に付随する諸規程に違反したとき

(2)本協会の指示命令に従わなかったとき
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(3)本協会、加盟団体または選手等の名誉または信用を毀損する行為を行ったとき

(4)本協会または加盟団体の秩序風紀を乱したとき

(5)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

(6)加盟団体または選手等に対 し、その職務に関して不正な利益を供与 し、申込み、要求
しまたは拘束したとき

(7)加盟団体または選手等が、方法のいかんを問わず、また直接・間接を問わず試合結果
に影響を及ぼすおそれのある不正行為に関与した場合

(3)加盟団体または選手等が、脱税その他不正な経理を行った場合
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〔別紙1〕 競技および競技会における懲罰基準

1.警 告
●1-1.以下(1)な いし(9)号のいずれかに該当する場合には、主審は警告を命じ、かつ規律 。

フェアプレー委員会は以下①ないし②号のとおり懲罰を科す。

1)反則行為
2)危険な行為
3)主審、副審の判定に対する非難、抗議等
4)主審、副審、他の競技者、その他試合に立ち会っている人々に対する非難

5)不正な行為
6)反スポーツ的な行為 (シ ミュレーションを含む)

7)策略的な行為 (時間稼ぎ、露骨なハンド等を含む)

8)主審に無断で一時的にフィール ドを離れる行為
9)そ の他スポーツマンらしくない行為 (観客への無礼な仕種等を含む)

①繰り返した場合 (同一競技会において、前の試合で既に警告されている競技者への警告。

内容は同一でなくてもよい):同一競技会において最低 1試合の出場停止。

②同一競技会において、上記①の処分に該当する行為を重ねて行った場合 :同一競技会にお

いて最低 2試合の出場停止。

● 1-2.同 一試合中に 2度警告を受け、退場を命ぜられた場合 (内容は同一でなくてもよい)
には、規律 。フェアプレー委員会は以下のとおり罰則を科す。

① l回 目の場合 :最低 1試合の出場停止。

②繰り返した場合 :最低2試合の出場停止および罰金。

2.退 場
●以下の 2-1(1)な いし (10)号または2-2な いし2-6のいずれかに該当する場合
には、主審は退場を命じ、かつ規律 。フェアプレー委員会は、各項①号以下の定めにより懲

罰を科す。

● 2-1.以 下のいずれかに該当する場合
(1)著 しい反則行為

(2)き わめて危険な行為

(3)乱暴な行為

(4)主審、副審の判定に対する執拗な抗議

(5)他の競技者、その他の競技に立ち会っている人々に対する侮辱

(6)警告を与えられた後、さらに不正な行為を繰り返す

158



(7)き わめて反スポーツ的な行為

(8)策略的な行為を繰り返す (1-1.(7)参 照)

(9)主審に無断で抗議のためにフィール ドを離れる行為

00)そ の他、きわめてスポーツマンらしくない行為 (1-1 (9)参照 )

① l回目の場合 :最低 1試合の出場停止。

②繰り返した場合 (内容は同一でなくてもよい):最低2試合の出場停止および罰金。

●2-2.他の選手、監督、コーチ、役員、職員その他競技に立ち会っている関係者 (以下、
「選手等」という)に対する暴行・脅迫および一般大衆に対する挑発行為

① l回 目の場合 :最低2試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

● 2-3.選 手に対する著しい暴行 。脅迫 (乱闘、喧嘩等を含む)

① l回目の場合 :最低6試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低12か月の出場停止および罰金。

● 2-4.主 審および副審に対する侮辱または公然の名誉棄損行為

① l回 目の場合 :最低2試合の出場停止。

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

● 2-5.主 審および副審に対する傷害の意図のない乱暴な行為

①l回目の場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低8試合の出場停止および罰金。

● 2-6.主 審および副審に対する暴行・脅迫

① l回目の場合 :最低12か月の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :無期限の出場停止。

3.その他の違反行為

●3-1.以下の(1)な いし(3)号のいずれかに該当する場合には、規律・フェアプレー委員会
は以下①号以下に定めるところにより懲罰を科す。

(1)チームまたは選手等が試合継続を拒否し、または試合を放棄する場合

(2)試合中または試合終了後の、競技場内における騒乱 (観衆による競技場乱入、爆竹、
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花火、ロケット花火等の投入、その他の事件。)

(3)チームによる著しい違反行為

〔チームに対する懲罰〕

賞の返還

試合結果の無効 (事情により再戦を命ずる)

得点または勝ち点の滅点または無効

得点を3対 0と して試合を没収 (ただし、すでに獲得された得失点差の方が大きい場合

には、大きい方を有効とする)

観衆のいない試合の開催

中立地における試合の開催

一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

下位ディビジョンヘの降格

除 名

賞の返還

一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

公的職務の一時的、無期限または永久的な停止・禁止・解任

一定期間、無期限または永久的なサッカー関連活動の停止・禁止

除 名

〔競技会開催の責任を負う加盟団体に対する懲罰〕

罰 金
一定期間、無期限または永久的な公的業務の全部または一部停止

除 名

● 3-2.選 手証、監督証またはその他の文書を偽造 。変造 し、または偽造・変造文書を行使
した場合。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

　

⑨

⑩

①

⑫

⑬

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

①

②

③

④

⑤

告

土貝

金

収

戒

譴

罰

没

〔選手等に対する懲罰〕

告

責

金

収

戒

譴

罰

没

生
口
　
彙貝

戒

譴

160

罰則 :最低12ヶ 月の出場停止



● 3-3.未 登録で公式試合に出場 した場合。

罰則 :最低12ヶ 月の出場停止

4.罰 金
● 4-1.罰 金を科す場合は次の基準による

(1)

(2)

Jリ ーグディビジョン 1の場合、出場停止処分 1試合あたり金10万円以下

その他の場合、出場停止処分 1試合あたり金 5万円以下

● 4-2.ア マチュアの選手等およびアマチュアの選手のみで構成された団体に対 しては、
罰金を科さないものとする。
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プロサッカー選手に関する契約0登録0移籍について

|プロ契約制度

1-1 プロ契約制度の概要

1-2 対象
Jl、 J2、 JFLに所属する選手を対象とする。

1-3 プロA契約・プロB契約
①契約締結条件

次のいずれかを満たすことをプロA契約およびプロB契約の締結条件とする。
(1)試合出場

◆ J l     :    450分
◆ J 2    :    900分
◆ JFL  :  1,350分
(2)プロC契約3年経過

②対象となる試合

※試合出場時間は公式記録によるものとする。ただし、出場時間が1分未

満の場合 (記録上は0分)は、1分としてカウントする。

{1)リ ーグ別対象試合

◆ Jl  : リーグ戦 (チ ャンピオンシップ含む)、 リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯
◆ J2  : リーグ戦、リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯

登録
区分

選手種類 人数制限
契約可

能年数

契約締結
条件

報酬 移箱金の上限

ア
マ

チ

ア

以
外

統

契
約
選
手

契約書の色
ホワイト

右記の契約締結
条件を満たし、
クラブとプロA
契約を締結した

選手

25名

以内
制限
なし

規定試合
出場または
プロC契約
を3年経過

初契約は次の通り

医憂亜理□
700万 円/年以下

匡亘理□
制限なし。
次年度以降の契約は
全てに制限なし

移籍金算出基準

契約書の色
ブルー

プロA契約締結
条件を満たした
が、プロA契約
を締結しないプ
ロ契約選手

制限
なし

制限
なし

同上

区玉亜□
480万円/年以下
匡亘亜団
制限なし。ただし、
出場プレミアムを設定
する場合は5万円/試

合以下とする

30万円×

在籍年数

契約書の色
グリーン

プロA契約締結
条件を満たして
いないプロ契約
選手
(短期の練習生

等もこの書式を
使用)

制限
なし

初契約
から

3年間
な し

区玉亜到
480万 円/年以下

□憂憂理□
出場プレミアム (5万円/

試合以下)。勝利プレミ
アムのみ可

本文3-2②
(3)参照

その他

統一契約以外の契約を締結した

外国籍選手
ブロA選手
として扱う

制限
なし な し

法人と雇用契約のみを締結した
選手 (社員選手 )

制限なし
制限

な し

30万円×

在籍年致

ア

チ

ア

アマチュア

選手
報酬または利益を目的とすること
なくプレーする選手

制限
なし

トレーニング

費用請求基準
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※1 天皇杯の出場実績は、 Jl・ J2・ JFLに所属するクラプの第1種チームのメンバーとして出場
した場合に限り、カウントする。

※2 JFLに 加盟している大学チームに所属する選手の出場実績は、上記いずれの大会においてもカウ
ントしない。

※3 特別指定選手が、上記のリーグ別対象試合にJク ラプの選手として出場した場合、プロA契約およ
びプロB契約締結条件の出場実績としてカウントする。

(2)Jlの対象試合と同様にカウントする試合および大会
◆日本代表Aマ ッチ (F:FAが認定する代表チーム同士の試合)
◆オリンピックサッカー競技およびオリンピックサッカー競技アジア地区2次予選、最終予選

◆アジア競技大会

◆F:FAワ ールドユース選手権大会本大会
◆AFCチャンピオンズリーグ
◆A3チャンピオンズカップ
◆上記以外にF!FA、 AFCが主催するチャンピオンクラブを出場対象とした大会
※海外のプロリーグでの実績評価については別途定める。

③試合出場時間換算方法

移籍およびクラブの昇降格により、選手の所属するリーグが変更となる場合、既に出場している時間は次の

ように換算する。
(1)Jl から
(2)

(3)

(4)

(5)

から

から

から

からＬ

１

２

２

Ｆ

Ｌ

Ｌ

２

Ｆ

Ｆ

ｌ

ｌ

２

へ変更 ⇒
へ変更 ⇒
へ変更 ⇒
へ変更 ⇒
へ変更 ⇒
へ変更 ⇒

Jl での出場時間を
Jl での出場時間を
J2 での出場時間を
J2 での出場時間を
JFLでの出場時間を
JFLでの出場時間を

2.0倍に換算
3.0倍に換算
1.5倍に換算
1′2 に換算
1ん に換算
ν3 に換算(6)JFLから

④プロA契約の報酬

(1)原則として制限はないが、初めてプロA契約を締結する場合のみ、その基本報酬は700万 円/年 を超えては
ならず、変動報酬は本制度の主旨を逸脱しない範囲で設定しなければならない。なお年度途中でプロA契
約に変更した場合、当該残存年度における契約が、700万 円/年の制限対象となる。
(2)プロC契約締結時にプロA契約 2年 目以降の報酬について約束してはならない。

⑤プロB契約の報酬

(1)プロB契約の基本報酬は480万 円/年を超えてはならない。
(2)変動報酬は自由に設定できる。ただし、出場プレミアムを設定する場合は5万円/試合以下とする。

1-4 プロC契約

①プロC契約の締結 (図 -1)

1-3①の試合出場時間を満たしていないアマチュア選手、社員選手がプロ契約を締結する場合、必ずプロ
C契約を締結しなければならない。

②契約可能期間

プロC契約を締結できる期間は、アマチュア選手、社員選手から初めてプロC契約を締結して3年間とする。
3年 を経過した後に引き続きプロ契約を締結する場合は、プロA契約またはプロB契約を締結しなければなら
ない。
※プロC選手が契約3年未満で他クラブヘ移籍する場合、それまでのプロC契約経過年月日は移籍後も引き継
がれる。

③プロC契約の報酬

(1)プロC契約の基本報酬は480万 円/年を超えてはならない。
(2)変動報酬は出場プレミアムおよび勝利プレミアムに限り設定することができる。ただし、出場ブレミアム

は5万 円/試合以下とし、勝利プレミアムはクラブにおけるプロA契約の勝利プレミアムの最低金額を上
回ってはならず、本制度の主旨を逸脱するものであってはならない。
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図-1<ア マチュアから初めてプロ契約を締結する時の流れ>

プロAアマチュア選手 定試合出場時間

している

クラブにプロAの意
・

思あり

プロC プロB

YES YES

1-5 外国籍選手

①登録数

プロ契約を締結した外国籍選手の登録は1チーム3名以内 (以下「 3名枠」という)とする。ただし、アマチ
ュア選手または20才未満のプロC選手を登録する場合は、JFAの規定で認められている5名 まで登録できる。
なおクラブが外国籍選手と契約のみ締結し登録しない場合、事前に所属するリーグの承認を得るものとする。

②登録数の例外措置

次の条件を具備する選手は、事前に所属するリーグの承認を得た場合に限り、「3名枠」または「5名枠」

の対象外とする。ただし、いずれの場合も外国籍選手総数で5名を超えて登録してはならない。
(1)アマチュアまたはプロC契約の外国籍選手が、年度途中でプロC契約以外の契約に移行する場合、その年

度に限り「3名枠」を超えて登録できる。ただし、外国籍選手総数で5名 を超えて登録してはならず、ま

た事前に所属するリーグの承認を得なくてはならない。

(2)ケ ガ、疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手について、事前に所属するリーグの承認を得た

場合、その年度に限り、プロ契約を保持したまま登録を抹消することができる。

③契約書式

クラブは、外国籍選手とプロ契約を締結する場合、統一契約またはそれに準ずる契約により締結しなければ

ならない。

④外国籍選手とプロC契約を締結する際の注意事項

上記l②に述べられているプロC選手の登録に関する優遇措置は、実績のない若年層選手と契約することを容
易にするために例外的取扱いとして認められたものである。よって、その契約のために、契約金・移籍金。そ

の他多額の経費を要するものであってはならない。

1-6 選手の登録数

①プロA選手の登録数

11)選 手登録できるプロA選手は、第 2種 (ユース)登録選手も含め、クラブ全体で25名 以内 (以 ド「25名
枠」という)と する。
(2)外国籍選手は「25名枠」の対象とする。ただし、外国籍のアマチュア選手およびプロC選手は除く。
(3)AFCチ ャンピオンズリーグに出場するクラブは、当該年度 (2月 ～ 1月 )に 限り、プロA契約選手の

「25名枠」を「27名枠」とする。

②プロA選手以外の登録数

プロB選手、プロC選手、社員選手、アマチュア選手の登録数は制限しない。

③「25名枠」の例外

(1)年度途中のプロA契約への変更
アマチュアまたはプロC選手が年度途中でプロA契約に移行した場合、その年度に限り「25名枠」の対象
外とする (外国籍選手も同様)。 ただし、プロB選手が年度途中でプロA契約に移行した場合は、「25名

枠」の対象とする。

(2)自 クラブの下部組織出身および在籍選手

自クラブの下部組織のチームにアマチュア選手として1年以上在籍し、かつ継続して同クラブのチームに

在籍している選手がプロA契約を締結した場合、プロA契約に移行した年度を含め、 3年度「25名枠」の
対象外とする。ただし、外国籍選手はこれに含まない。

13)ケ ガ・疾病等
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ケガ・疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手は、その年度は「25名枠」の対象外とする。(要
医師の診断書)
(4)海外研修からの帰国

所属リーグに事前に通知し、海外研修している選手が、日本の年度途中に帰国し、再登録する場合、その
年度に限り「25名枠」の対象外とする。ただし、年度最初の公式試合前に帰国した場合は、「25名枠」の対
象とする。
(5)期限付移籍の選手
期限付移籍の選手は移籍先クラブでは「25名枠」の対象とし、移籍元クラブでは対象外とする。
(6)そ の他
上記に該当しない場合は、 Jリ ーグ理事会でその措置を決定する。(JFLに も関係する場合は、 JFA
理事会で決定する)
※「25名枠」の対象外となっているプロA選手が他クラブヘ移籍する場合、移籍先クラブにおいては「25名
枠」の対象となる。

1-7 他クラブのユース選手への接触

①ユース選手の育成およびプロ契約締結に関する妨害の禁止

クラブによる、自クラブのユース選手の育成およびプロ契約締結に関し、他クラブはそれを妨げてはならない。

②クラプの承諾

クラブが他クラブのユース選手へのスカウト活動を行なう場合は、活動を始める前に必ずその選手が所属す
るクラプの承諾を得なければならない。

1-8 契約更新
翌年 1月 31日 に満了するプロ契約を締結している選手の契約更新手続きは次のとおりとする。

①クラブから選手への契約更新通知

クラブは選手に対し、契約期間が満了する年の前年のll月 30日 までに、翌年度以降の契約条件を「契約更新
に関する通知書」(書式A)に より通知しなければならない。

②クラブと選手の契約交渉

(1)ク ラブは上記①の通知後、すみやかに選手との交渉の場を設定し、12月 31日 までに、翌年度以降の契約条
件についての話し合いを終えなければならない。ただし、クラブが契約更新しない旨の通知をした場合は、
その限りではない。
(2)12月 31日 までに、更新通知に対する選手からの返答がなかった場合、選手は契約更新を承諾したものとみ
なす。

③選手契約の締結

クラブと選手は、翌年度以降の契約条件について合意した場合、すみやかに契約を締結し、その写しをJリ
ーグに提出しなければならない。

④最終提示額証明書の発行

クラブと選手との交渉が決裂し、契約更新しないことが確定した場合、クラブは当該選手に対し、ただちに、
交渉の場において最終的に提示した報酬額を明記した「最終提示額証明書」(書式C)を発行し、同書類をJ
リーグに提出しなければならない。

⑤移籍リストヘの登録

(1)12月 31日 までに、クラブと選手との交渉が決裂して契約更新しないことが確定した場合、クラブはただち
に、当該選手を移籍リストに登録しなければならない。
(2)12月 31日 までに、契約更新の最終合意に至らなかったが、選手に契約更新の意思がある場合、選手とクラ
ブの合意があれば、移籍リストヘの登録を延期することができる。
(3)移籍リストヘの登録申請は「移籍リスト登録申請書」(書式B)に より行なう (以下も同様)。

⑥他クラブとの交渉

移籍リストに登録された選手は、自由に他クラブと交渉できる。

⑦プロA契約を更新または締結する場合の特記事項

(1)ク ラプの専属交渉期間
イ.12月 31日 までの期間を、クラブの専属交渉期間とする。
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口.ク ラブの専属交渉期間中は、選手は他のクラブと移籍に関する交渉を行なってはならず、他クラブも

当該選手と移籍の交渉その他一切の接触をしてはならない。

(2)再交渉
クラブとの交渉が決裂し、移籍リストに登録された選手は、現所属クラブから申し入れがあった場合に限

り、当該クラブと再度交渉することができる。その場合、クラブは当初提示した報酬額を減額することが

できる。

③プロB契約を更新する場合の特記事項

プロB契約の更新の場合、クラブは、選手と契約条件の交渉中であっても、当該選手が希望すれば、ただち

に、移籍リストに登録しなければならない。その場合、クラプの当該選手に対する契約締結義務は消失する。

また、当該選手は移籍リストに登録されたとしても、クラブと交渉を続けることができるが、クラブは当初提

示した報酬額を減額することができる。

⑨プロC契約を更新する場合の特記事項

(1)ク ラブが前年を下回らない契約条件の更新通知をした場合

クラブが選手に対し、前年を下回らない契約条件の更新通知をした場合、原則として、選手は同クラブに

おいて契約しなければならない。

{2)ク ラブが前年を下回る契約条件の更新通知をした場合

クラプが選手に対し、前年を下回る契約条件の更新通知をした場合、更新手続きはプロB契約を更新する

場合 (上記①～C、 ③)と 同様とする。

1-9 契約更新しない場合の手続き

①クラブから選手への通知

クラプは選手に対し、契約期間が満了する年の前年の11月 30日 までに、契約更新しない旨を「契約更新に関

する通知書」(書式A)に より通知しなければならない。

②移籍リストヘの登録

クラブは選手への通知後、ただちに、当該選手を移籍リストに登録しなければならない。

1-10 年度途中の契約変更 (図 -2、 図-3)
プロC選手が年度途中にプロA契約締結条件を満たし、クラブがプロA契約またはプロB契約を締結しよう

する場合の手続きは次のとおりとする。また、プロB契約からプロA契約への変更は、クラブと選手の合意が

あれば、随時行なうことができる。ただし、 1-6③「25名枠」の例外に当てはまらない場合、当該選手は
「25名枠」の対象とする。

①クラブから選手への契約変更通知

(1)プロC選手が年度途中でプロA契約締結条件を満たした場合、クラブは選手に対し、条件を満たした試合

日の翌日から3日 以内に、プロA契約またはプロB契約への変更およびその契約条件を「契約変更に関す

る通知書」(書式E)に より通知しなければならない。
12)(1)の契約条件は、プロC契約時の契約条件を下回ってはならない。

②クラブと選手の契約交渉

(1)選手が上記変更通知を受け取った日の翌日から、原則として 7日 までをクラブと選手との交渉期間とする。

(2)ク ラブが基本報酬480万 円 (年額)以上の条件でプロA契約締結の意思を示した場合、選手は同クラブに

おいて契約することを原則とする。

(3)ク ラブが基本報酬480万 円 (年額)未満の条件でプロA契約締結の意思を示した場合、選手は自らの選択
において、プロB契約の締結、または現プロC契約の残存期間までの継続を請求することができる。

(4)ク ラブがプロB契約を提示した場合、選手は自らの選択において、現プロC契約の残存期間までの継続を

請求することができる。

(5)ク ラブがプロA契約を提示し、交渉が決裂した場合、現プロC契約が期間満了まで継続される。

③移籍リストヘの登録

クラブがプロA契約を提示しなかった場合に限り、選手は移籍リストヘの登録を請求することができ、契約

期間中においても、移籍することが可能となる。ただしその場合の移籍金は、30万円X在籍年数を上限とする。

④契約日

クラブと選手が新契約に合意した場合、その契約日は、当該選手がプロA契約締結条件を満たした試合日の

翌日とする。

166



図-2<年度途中にプロC契約からプロA契約への契約変更を通知する場合>

図-3<年度途中にプロC契約からプロB契約への契約変更を通知する場合>

〔試合日〕

〔試合日+3日〕

決製

〔通知日+7日〕

合意

※契約日は試合日の
翌日にさかのぼる

選手がプロA契約締
結条件を満たした

クラブがプロB契約ヘ

の変更を選手に通知

現プロC契約
を期間満了ま
で継続または
移籍

契約条件について

プロB契約締結

1-11 契約変更月の報酬の計算方法

①契約変更月の基本報酬の考え方 (図 -4)

契約変更月の基本報酬は、契約日を起点に新 。旧の報酬をそれぞれ日割り計算する。(当月暦日数による)

②新・旧報酬の差額の支払い

契約の合意が、当月の報酬の支払いに間に合わなかった場合は、次月にその差額を支払う。

図-4<契約変更月の基本報酬計算方法 (試合日が5月 5日の場合)>
基本報酬480万円ノ年 基本報酬600万円′年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

回
=亘
]匝 互団  [亜 互巨〕 回董亘]匡 亜ⅢI[回 王|

40万円× 5日ん1日 =(M,517円
50万円×26日′31日 =419,355円
合計        483,872円

(小数点以下切り上げ)

基本報酬480万 円以上の提示の場合 (プロB契約の選択不可)

〔試合日〕 ※基本報酬4Ю万円以
上のプロA契約を提
示された場合、原則
として選手はクラブ
と契約を締結しなけ
ればならない

※契約日は試合日の

翌日にさかのぼる

〔試合日+3日〕

〔通知日+7日〕

決裂

合意

選手がプロA契約
締結条件を満たし

た

クラプが基本報酬

“

0万 円以上のプロ

A契約への変更を選
手に通知

現プロC契約
を期間満了ま

で継続

契約条件について

プロA契約締結

基本報酬480万円未満の提示の場合 (プロB契約の選択可)

〔試合日〕

〔試合日+3日〕

〔通知日+7日〕

※基本報酬 30万円未 :
満のプロA契約を提 :
示された場合、選手

:

はプロB契約締結ま :
たはプロC契約の継 :

続を選択できる。  :

決裂

合意

※契約日は試合日の

翌日にさかのぼる

選手がプロA契約
締結条件を満たし

た

クラプが基本報酬

480万円未満のプロ
A契約への変更を選
手に通知

または現プロC
契約を期間満了

契約条件について

プロA契約締結
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1-12 プロC契約 3年経過後にプロA契約またはプロB契約に変更する場合 (図 -5、 図-6)

①クラブから選手への通知

クラブは選手に対し、プロA契約またはプロB契約を締結する意思およびその契約条件を、「契約更新に関

する通知書」(書式A)((書式E)ではない)に より、以下の期日までに通知しなければならない。
イ.1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年の11月 30日 まで
口。 1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の2ケ月前まで

②クラブの専属交渉期間

(1)ク ラブが選手に対し、プロA契約締結の意思を示した場合、以下の期日までをクラプの専属交渉期間とする。

イ.1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年の12月 31日 まで
口。 1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の lヶ 月前まで

(2)ク ラブの専属交渉期間中は、選手は他のクラブと移籍に関する交渉を行なってはならず、他クラブも当該

選手と移籍の交渉その他一切の接触をしてはならない。

※クラブが選手に対し、プロB契約の提示をした場合、クラブの専属交渉期間は設定されない。

③選手からクラブヘの諾否の通知

(1)選手はクラブに対し、以下の期日までに諾否を通知しなければならない。

イ. 1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年の12月 31日 まで

口. 1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の lヶ 月前まで

(2)ク ラブが基本報酬480万 円 (年額)以上の条件でプロA契約締結の意思を示した場合、選手は同クラブに

おいて契約することを原則とする。

(3)ク ラブが基本報酬480万円 (年額)未満の条件でプロA契約締結の意思を示した場合、選手は自らの選択

において、プロB契約の締結を請求することができる。

④最終提示額証明書の発行

クラブは選手との契約を更新しないことが確定したとき、当該選手に対し、ただちに、最終的に提示した報

酬額を明記した「最終提示額証明書」(書式c)を発行し、同書類をJリ ーグに提出しなければならない。

⑤移籍リストヘの登録

(1)ク ラブがプロA契約を提示したが、交渉が決裂した場合、クラブは、専属交渉期間中であっても、ただち

に当該選手の移籍リストヘの登録申請を行なわなければならない。また、移籍リストに登録された選手は、

現所属クラブから申し入れがあった場合に限り、当該クラブと再度交渉することができる。その場合、ク

ラブは当初提示した報酬額を減額することができる。

(2)専属交渉期間内に契約条件の最終合意に至らなかったが、選手に契約締結の意思がある場合、選手の希望

により移籍リストヘの登録を延期することができる。

(3)ク ラブがプロB契約の提示をした場合、クラブは選手の希望があれば、当該選手の移籍リストヘの登録申

請を行なわなければならない。その場合、クラブの当該選手に対する契約締結義務は消失する。また、当

該選手は移籍リストに登録されたとしても、クラブと交渉を続けることができるが、クラブは当初提示し

た報酬額を減額することができる。

図-5<プロC契約3年経過後にプロA契約への契約変更を通知する場合>

クラブが基本報酬

480万円以上のプロ

A契約への変更を

選手に通知

移籍契約条件について

渉

プロA契約締結

基本報酬480万円以上の提示の場合

〔1lκЮまたは
契約満了2ヶ月前まで〕

〔l ν31または
契約満了1ケ月前まで〕

※基本報酬480万円以上のプロA契約を提示された場合、原

則として選手はクラブと契約を締結しなければならない

基本報酬480万円未満の提示の場合

(1lκOまたは
契約満了2ヶ月前まで〕

〔12′31または
契約満了lヶ月前まで〕

※基本報酬430万円未満のプロA契約を提示された場合

選手はプロB契約を選択できる

クラブが基本報酬

“

0万円未満のプロ

A契約への変更を
選手に通知

プロB契約

締結または

移籍

契約条件について

プロA契約締結
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図-6<プロC契約3年経過後にプロB契約への契約変更を通知する場合>

〔11ん0または
契約満了2ケ月前まで〕

〔l ν31または
契約満了lヶ月前まで〕

合意

クラブが基本報酬480
万円未満のプロB契約
への変更を選手に通知

移籍契約条件について

プロB契約締結

1-13 プロB契約からプロA契約に変更する場合の手続き
プロB契約からプロA契約に変更する場合の手続きは、プロA契約を更新する場合 (1-8①～⑦)と 同様
とする。

1-14 プロA契約からプロB契約に変更する場合の手続き
プロA契約からプロB契約に変更する場合の手続きは、プロB契約を更新する場合 (1-8①～⑥、③)と
同様とする。

2.登録

2-l JFAへ の登録

①登録

クラブは、 JFA、 地域サッカー協会および都道府県サッカー協会が主催する試合ならびにJリ ーグを含む
JFAの下に置かれる各種連盟が主催する試合に参加するために、チームおよびその所属選手をJFAへ登録
しなければならない。

②加盟チームの種別

JFAに加盟登録するチームは、以下のとおり種別される。
(1)第 1種 :年齢を制限しない選手により構成されるチーム
(2)第 2種 :18歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、高等学校在学中の選手には、この年齢制限を
適用しない。
(3)第 3種 :15歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、中学校在学中の選手には、この年齢制限を適
用しない。
(4)第 4種 :12歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、小学校在学中の選手には、この年齢制限を適
用しない。
(5)女 子 :女子の選手により構成されるチーム
(6)シニア :40歳以上の選手により構成されるチーム

③選手の登録区分

(1)JFAに 登録する選手は、アマチュアとアマチュア以外に区分される。
(2)年度の初めにアマチュア以外の選手として登録する場合、次の書類をJFAに提出し、2-l④の申請料
を支払う。
イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )
口。選手契約書の写し
(3)年度の途中にアマチュアからアマチュア以外に変更する場合、次の書類をJFAに提出し、2-l④の申
請料を支払う。
イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )
口.選手契約書の写し
(4)アマチュア以外からアマチュアに変更する場合、「選手登録区分申請書」(書式第1号)を JFAに提出し、
2-l④の申請料を支払う。

④選手登録区分申請料

選手は、次に定める選手登録区分申請料をJFAに支払わなければならない。
(1)アマチュア以外の選手 :10,000円 /年度
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12)アマチュア選手→アマチュア以外の選手 :10,000円 /回
(3)アマチュア以外の選手→アマチュア選手 :5,000円 /回

⑤登録年度

(1)Jl、  J2、 JFLの第1種チームおよび所属選手 :2月 1日 より翌年 1月 31日 までの1年間
{2)上記(1)以外のチームおよび所属選手       :4月 1日 より翌年 3月 31日 までの1年間

⑥Jl, J2, JFLの 第1種チームおよび選手の登録手続き

(1)JFAは 、毎年12月現在の登録内容を印字した「加盟登録団体票」(様式第1号 )を、12月 末までにクラ

ブに送付する。

(2)ク ラプは、「加盟登録団体票」の内容を修正した後、その写し2通 とともに都道府県サッカー協会に提出

する。
(3)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。

(4)都道府県サッカー協会は、上記書類に不備がないことを確認し、「加盟登録団体票」の写し1通を控えと

し、 JFAが指定する期日までに本紙をJFAに、写し1通を地域サッカー協会に、それぞれ送付する。
※他チームからの移籍選手 (新卒選手、自クラブのユースチームの選手も含む)については、後述の移籍

に際して必要な書類を「加盟登録団体票」の本紙に添付し提出する。

15)ア マチュア以外の選手を登録する場合、クラブは2月 1日 までに次の書類をJFAに提出し、2-l④の
申請料を支払う。

イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )

口。選手契約書の写し

⑦その他のチームおよび選手の登録手続き

(1)ク ラブは毎年 4月 末日までに、保有するチームの「加盟登録団体票」(様式第1号 )を作成し、その写し

2通 とともに都道府県サッカー協会に提出する。

(2)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。

(3)都道府県サッカー協会は、上記書類に不備がないことを確認し、「加盟登録団体票」の写し1通を控えと

し、 5月 20日 までに本紙をJFAに、写し1通を地域サッカー協会に、それぞれ送付する。
(4)ア マチュア以外の選手を登録する場合、クラブは5月 20日 までに次の書類をJFAに提出し、2-l④の

申請料を支払う。

イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )

口。選手契約書の写し

(5)JFA主催の競技会に参加するためには、上記(1)、 (2)にかかわらず、その競技会が開始される期日までに

登録手続きを完了し、本紙がJFAに到達していなければならない。

③外国籍選手の登録

11)海外のサッカー協会に登録している外国籍選手を登録する場合は、5-1海外からの国際移籍の手続き②

に基づき手続きを行う。

(2)海外のサッカー協会に登録していない外国籍選手を日本で初めて登録する場合、クラブは次の書類をJF
Aに提出しなければならない。

イ。「外国籍選手登録申請書 (外国で登録していなかった選手)」 (書式第7号 )

口。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し

⑨JFA基本規程第69条に該当する選手の登録

(1)日 本で生まれ、次のいずれかに該当する選手は、日本国籍を有しない場合でも、外国籍選手とはみなさな

ぃ。ただし、 1チームにつき1名に限る。
イ.学校教育法第1条に定める学校において、教育基本法第4条に定める義務教育中の者または義務教育

を終了した者
口.学校教育法第1条に定める高等学校または大学を卒業した者
(2)外国籍扱いしない選手を登録する場合、クラブは、次の書類をJFAに提出し、理事会の承認を得なけれ
ばならない。

イ。「外国籍選手登録申請書 (第 69条に該当する選手)」 (書式第8号 )
口。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し

2-2 リーグヘの届出
チームが所属するリーグヘの選手、スタッフ等の届出は、それぞれのリーグが定める手続きに従って行う。
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3.国内移籍

3-1 移籍の種類

①アマチュア選手がアマチュア選手として移籍

(1)年度途中の移籍を除き、選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは当該移籍を承諾しなければならない。
(2)年度途中に選手が移籍を希望する場合、「移籍承諾書」(書式第4号)による承諾を得なければならない。

②アマチュア以外の選手がアマチュア選手として移籍

(1)選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは選手との契約に基づく根拠がない限り、異議申立てができな
い。

(2)アマチュア選手として移籍した選手は、 JFAが移籍を承諾した日から3年間、移籍元クラブの承諾を得
ない限り、いかなるクラブともアマチュア以外の契約ができない。

③アマチュアの選手がアマチュア以外の選手として移籍

選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは当該移籍について、異議申立てができない。

④アマチュア以外の選手がアマチュア以外の選手として移籍

(1)ク ラブが他クラブの選手を獲得したい場合、選手と交渉する前に、移籍元クラプの書面による承諾を得な
ければならない。
(2)選手が移籍を希望する場合、他クラブと交渉する前に、移籍元クラブの書面による承諾を得なければなら
ない。
(3)移籍リストに登録された選手の移籍に関しては、上記(1)、 (2)は適用されない。

3-2 移籍金

①移籍金

(1)アマチュア以外の選手がアマチュア以外の選手として移籍する場合、移籍元クラブは移籍先クラブに移籍
金を請求できる。
(2)アマチュア以外の選手が契約期間満了後30ヶ 月以内にアマチュア以外の選手として移籍する場合、移籍元
クラブは移籍先クラブに移籍金を請求できる。
(3)選手がアマチュアとして移籍する場合、移籍金は発生しない。ただし、アマチュア以外の選手がアマチュ
ア選手として移籍し、移籍承諾日から3年以内にアマチュア以外の契約をした場合、移籍元クラブはアマ
チュア以外の契約を締結したクラブに移籍金を請求できる。
(4)アマチュア選手がアマチュア以外の選手として移籍する場合、移籍元クラブは移籍先クラブに「トレーニ
ング費用」を請求できる。

②移籍金の上限

(1)プロA選手
イ.契約期間中に移籍する場合            : クラブ間の合意による
口.契約更新時にクラブがプロA契約を提示した場合  :[移 籍金算出基準]による
ハ。契約更新時にクラブがプロA契約以外を提示した場合 : 30万円×在籍年数
(2)プロB選手 :30万 円×在籍年数。但し、契約更新時にクラブが基本報酬480万円以上のプロA契約を提示
した場合は [移籍金算出基準]に よる。
13)プ ロC選手
イ.ク ラブが現契約条件を下回らない契約更新を提示したが、交渉の結果、クラブが移籍に合意した場合 :

クラブが当該選手へ提示した平均基本報酬額に「移籍金算出基準」の年齢別係数を乗じた額

平均基本報酬額〓(X+Y)÷ 2
X:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)
Y:移籍先クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)

口.ク ラブが現契約条件を下回る契約更新を提示した場合 :30万円×在籍年数
ハ.ク ラブが契約期間中に基本報酬480万円以上のプロA契約への契約変更を提示したが、交渉が決裂し
(現プロC契約を継続することとなり)契約満了前に再びプロA契約への契約変更を提示したが移籍す
ることとなった場合 :イ .と同様
二.ク ラブが契約期間中に基本報酬480万円未満のプロA契約への契約変更またはプロB契約への契約変
更を提示したが、現プロC契約を継続することとなり、契約満了後に移籍する場合 :30万円×在籍年数

(4)社員選手   :30万 円×在籍年数
(5)アマチュア選手 :「 トレーニング費用請求基準」による(アマチュア以外の選手として移籍する場合に限る)
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3-3 国内移籍の手続き

①登録抹消届の提出

(1)移籍元クラブは都道府県サッカー協会に「登録抹消」(様式第3号)を提出する。

(2)都道府県サッカー協会は「登録抹消」 (株式第3号)を受付けた後、写しを移籍元クラブに渡し、本紙を

JFAに送付する。

②移籍承諾書の発行

(1)移籍先クラブは移籍元クラブに「移籍承諾書発行依頼書」(書式D)を提出する。
(2)移籍元クラブは「移籍承諾書」(書式第 4号)を発行し、「登録抹消」(様式第3号)の写しとともに移籍

先クラプに送る。

③移籍の申請・承認

(1)移籍先クラプは「加盟登録団体票」(様式第1号 )ま たは「追加登録」(様式第2号)に必要事項を記入し、

次の書類を添えて、都道府県サッカー協会に提出する。

イ。「移籍申請書」(書式第5号 )
口.移籍元クラブから発行された「移籍承諾書」(書式第4号 )
ハ.都道府県サッカー協会受付済の「登録抹消」(様式第3号 )の写し

(2)都道府県サッカー協会は上記(1)の書類を受付けた後、全ての書類を移籍先クラブに渡す。(場合によって

は、都道府県サッカー協会からJFAに直接送られる)
(3)年度の初めにアマチュア以外の選手が移籍する場合、移籍先クラブは、上記(2)で渡された書類に次の書類

を添えてJFAに提出し、2-l④の申請料を支払う。
イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )

口.選手契約書の写し
(4)年度途中にアマチュア以外の選手が移籍する場合、移籍先クラブは、上記(2)で渡された書類に選手契約書

の写しを添えてJFAに提出する。
(5)アマチュア以外の選手がアマチュア以外の選手として移籍する場合、移籍先クラブは、次の書類を提出す

る。

イ。「移籍金通知書」 (書式第13-1号 )
口.移籍金に関する契約書等の写し
(6)アマチュア以外の選手がアマチュア選手として移籍する場合、上記(2)で渡された書類に「選手登録区分申

請書」(書式第1号 )を添えてJFAに提出し、2-l④の申請料を支払う。
(7)JFAは毎週水曜日の12:00ま でに申請のあった移籍および追加登録に対して、書類に不備がないことを

確認した上で同週の金曜日に登録を承認し、移籍先クラブ、都道府県サッカー協会、所属リーグ
ヘ通知す

る。

4.国内の期限付移籍

4-1 期限付移籍の手続き

①期限付移籍契約書の締結

期限付移籍を行う場合、移籍元クラブ、移籍先クラブ、選手の三者は、 JFA指 定の「期限付移籍契約書」
によって契約を締結する。

②移籍先クラブと選手との選手契約の締結

(1)移籍先クラブと選手は、移籍元クラブと選手が締結している選手契約 (以下「原契約」という)の期間内

で、新たな選手契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)を締結する。

(2)移籍先クラブ選手契約の種類は、原契約と同じ種類とする。

(3)移籍先クラブ選手契約の基本報酬は、原則として原契約と同条件とする。

③移籍手続き

移籍先クラブヘの移籍の手続きは、3-3国内移籍の手続き と同様とするが、移籍先クラプが「移籍先クラ

ブ選手契約」の写しをJFAに提出する際に、「期限付移籍契約書」の写しを添付しなければならない。

④移籍元クラブヘの再移籍

(1)年度終了時に期限付移籍の期間が満了した場合、選手は自動的に移籍元クラブヘ再移籍される。

(2)年度途中に期限付移籍の期間が満了した場合、移籍先クラブは登録抹消手続きを行い、移籍元クラブは追

加登録の手続きを行わなければならない。
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(3)期 間を延長する場合や完全移籍に変更する場合は、期間満了前に移籍元クラブ、移籍先クラブ、選手の三
者が合意し、署名、捺印した書面にてJFAへその旨を通知する。
※なお、海外の期限付移籍についてはこの限りではない。

4-2 期限付移籍の移籍金

①期限付移籍の移籍金

期限付移籍を行う場合の移籍金は、移籍先クラブ、移籍元クラプの合意によって決定する。

②期限付移籍期間満了後の完全移籍

期限付移籍の期間満了後、選手が希望し、移籍先クラブに完全に移籍する場合、移籍元クラブが請求できる
移籍金の上限は、次のとおりとする。
(1)移籍元クラブが原契約更新を希望する場合 :選手と移籍先クラブとが合意した基本報酬年額に年齢係数の

2分の 1を乗じた額 (ただし、プロC選手の場合はプロC契
約の移籍ルールに従う)

(2)移籍元クラプが原契約更新を希望しない場合 :移籍金は発生しない

4-3 原契約の更新手続き

移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な更新手続きを行う。た
だし、4-2②の完全移籍が既に合意されている場合は、移籍先クラプが行う。

4-4 期限付移籍中の契約変更手続き

(1)移籍期間中にプロC選手がプロA契約締結条件を満たした場合、1-10 年度途中の契約変更 に基づき、
移籍元クラブがその手続きを行う。
(2)上記(1)に より、原契約が変更された場合、移籍先クラブにおいても、移籍先クラブ選手契約を同様に変更
する。

5.海外移籍

5-1 海外からの国際移籍の手続き

①国際移籍証明書の発行

(1)移籍先クラブ (国内)は、海外のサッカー協会に「国際移籍証明書」を発行させるために、 JFAに次の
書類を提出し、申請料 (10,500円 )を支払う。
イ。「国際移籍証明書発行申請書」 (書式第9号 )
口。選手の経歴書
ハ。選手契約書の写し (アマチュア以外のみ)
(2)JFAは 、海外のサッカー協会に「国際移籍証明書」発行依頼を打電する。
(3)海外のサッカー協会は、当該移籍について移籍元クラブ (海外)へ確認後、「国際移籍証明書」を発行し
JFAへ送付する。

②移籍の申請・承認

(1)移籍先クラブは、「加盟登録団体票」 (様式第1号 )ま たは「追加登録」 (様式第 2号 )に必要事項を記入
し、次の書類を添えて、都道府県サッカー協会に提出する。
イ。「国際移籍選手登録申請書」(書式第6号 )
口。「国際移籍証明書」の写し
ハ.パスポートの写し
二。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し (日本人の場合は「住民票」の写し)
(2)都道府県サッカー協会は上記(1)の書類を受付けた後、全ての書類を移籍先クラブに渡す。(場合によって
は、都道府県サッカー協会からJFAに直接送られる)
(3)アマチュア以外の選手として登録する場合、移籍先クラブは、上記(2)で渡された書類に次の書類を添えて

JFAに提出し、 2-l④の申請料を支払う。
イ.「選手登録区分申請書」 (書式第 1号 )
口。選手契約書の写し

(4)選手登録区分をアマチュア以外からアマチュアに変更して登録する場合、移籍先クラブは、上記(2)で渡さ
れた書類に次の書類を添えてJFAに提出し、 2-l④の申請料を支払う。
イ.「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )
(5)JFAは 海外のサッカー協会が発行した「国際移籍証明書」およびクラブからの書類が全て届いた後、承
認の手続きを行う。
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5-2 海外への国際移籍の手続き

①国際移籍証明書の発行

(1)移籍元クラブ (国内クラブ)は、国際移籍証明書発行のために、次の書類をJFAに提出し、申請料
(5,250円 )を支払う。
イ。「国際移籍証明書発行申請書」(書式第9号 )
口.都道府県サッカー協会受付済の「登録抹消」 (様式第3号 )の写し
(2)JFAは、海外のサッカー協会の要請があった後、「国際移籍証明書」を発行し、海外のサッカー協会ヘ

送付し、その写しを移籍元クラブヘ送付する。

②契約途中で海外移籍する場合の補償金の通知

契約途中で海外移籍した場合、移籍元クラブ (国内クラブ)は 「契約途中での海外移籍に関する補償金通知

書」(書式第13-2号 )を JFAに提出する。

6.移籍金算出基準

6-1 移籍金の算出方法

移籍金の金額は、当該選手の平均基本報酬額に年齢別係数を乗じた額とする。

①平均基本報酬額

平均基本報酬額は次の計算式により算出する。

平均基本報酬額=(X+Y+Z)÷ 3

②年齢別係数

X:移籍元クラブにおける現在の基本報酬 (年額)
Y:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)
Z:移籍先クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)

※

.A
が移籍を承認した日の年齢
となる年齢は、2(XИ年12月 1日より「満∞歳以上」へ変更となり、以後、3年間据え置いた後、
ついては別途決定する。

③リーグ昇降格によリクラブがリーグを移動する場合の係数の適用

(1)ク ラブが上位のリーグヘ昇格する場合、当該クラブの所属リーグは、昇格が決定した日から上位のリーグ

の所属として取り扱う。(例 :J2の クラブがJlに昇格する場合、昇格が決定した日からJlの クラブ
とする)
(2)ク ラブが下位のリーグヘ降格する場合、当該クラプの所属リーグは、降格が決定した日から下位のリーグ

の所属として取り扱う。(例 :Jlの クラブが J2に降格する場合、降格が決定した日からJ2の クラブ
とする)

④移籍元クラブが次期基本報酬について30%を超える減額を申し出た場合の、移籍金の取扱い

61①の算出方法による金額と、 下表による金額のうち、低い方を移籍金の上限とする。

Yの金額がXの金額を下回る割合 移籍金の上限

30%以下 上記の算出方法による

30%超 50%以下 Xの金額

50%超 30万円×在籍年数

o%(「 0」提示の場合) 移籍金は発生しない

⑤端数の処理

算出された移籍金の金額に千円未満の端数が生じたときは、千円に切り上げる。

X:移籍元クラブにおける現在の基本報酬(年額)

Y:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬(年額)

J2 JFL移箱先クラフ Jl

JFLJ2 JFL Jl J2 JFL Jl J2移籍元クラフ Jl

9.010.0 2.5 9.0 2.5満16歳以上満22歳未満

2.0 4.08.0 2.0 4_0満22歳以上満25歳未満

3.0 1.5 3.0満25歳以上満28歳未満 6.0 1.5

1.53.0 1.5満28歳以上満30歳未満

満30歳以上
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6-2 税金の取扱い

移籍元クラブと移籍先クラブとの間で合意された移籍金の金額に関し、別段の定めがない限り、当該金額に
は一切の税金が含まれる。

6-3 支払方法

移籍金は、原則として、移籍に関する契約の成立後30日 以内に、移籍先クラブから移籍元クラブに対し、現
金をもって一括して支払う。ただし、両クラブが合意したときは、分割払いとすることができる。

7.ト レーニング費用請求基準

7-1 適用

アマチュア選手がアマチュア以外の選手として移籍する場合にトレーニング費用が適用される。

7-2 トレーニング費用

トレーニング費用の上限金額は、選手が在籍したチーム (営利法人、財団法人、社団法人、NPO法人また
は学校教育法第1条に定める学校およびそれに準ずる団体で本協会が認定したもの)における満15歳の 3月 31
日翌日の4月 1日から満22歳の3月 31日 までの在籍期間1年につき、次に定める金額とする。

4年 まで 5年以降

直前の在籍団体 30万円 15万 円

2つ前以前の在籍団体 15万円 15万 円

(1)プロ契約締結以前の在籍団体は上記金額の請求権を持つが、プロ契約締結の拒否権はない。
(2)在籍期間が 1年に満たない場合は1年 とみなして計算する。ただし、在籍期間の合計が 1年未満のチーム

は当該費用の請求権を持たない。
(3)プロ契約締結以前の在籍団体への連絡はプロ契約を締結したクラブが行う。

7-3 トレーニング費用の請求手続き

トレーニング費用の請求手続きは、JFAが別途定める「トレーニング費用に関する運用基準」によるもの
とする。

支度金

8-1 支度金

クラブは新規採用した選手または移籍した選手に対し、 Jリ ーグ理事会が制定する「支度金支給基準規程」
の金額を上限に、支度金を支払うことができる。

8-2 支度金支給基準規程
(単位 :万円)

費目＼支払対象 独身者 妻帯者 (配偶者のみ) 妻帯者 (同居扶養家族有)

住居費 80(lDK) 100(2DK) 150(3LDK)

子供用品等 50

家具等
電化製品 100

その他の家具等 100

自動車 100

合計 380 400 500

①支給時期

(1)初めてプロ契約選手として、統一契約を締結するとき。
(2)プロ契約選手として移籍するとき。ただし、支度金に該当する費用が伴う場合のみ。

②支払対象区分

(1)独身者
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(2)妻帯者 (配偶者のみ)

(3)妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

③支度金該当費目

(1)住居費
(2)家具等
(3)子供用品等
(4)自動車

④その他

クラブは選手に対し、引越し費用および引越しに関わる交通費、宿泊費の実費を支給することができる。
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一用語一
1日 FIFA
■lA F C
I■ JFA
■ Jリ ーグ
■Jl
■J2
■ JFL

「F6dё ration!nternationale de Footba‖ Association(国 際サッカー連盟)」の略称
「Asian Footb」 l Confederadon(ア ジアサッカー連盟)」 の略称
「財団法人日本サッカー協会」の略称
「社団法人日本プロサッカーリーグ」の略称
「 Jリ ーグディビジョン 1」 の略称。日本のトップに位置するリーグ

「 Jリ ーグデイビジョン2」 の略称。 Jlの下に位置するリーグ
「日本フットボールリーグ」の略称。Jl、 J2に所属するチームを除く、
第 1種チームによる全国リーグ

複数のチームを保有する団体

JFAの登録年度の略。 Jl、 J2、 JFLは 2月 1日 から翌年 1月 31日 まで
その他は4月 1日 から翌年 3月 31日 まで

アマチュア選手のJFAにおける登録区分
アマチュア以外の選手の JFAにおける登録区分
アマチュア以外の選手が締結した選手契約の総称
「日本サッカー協会選手契約書 (プロA契約書)」 の略
「日本サッカー協会選手契約書 (プロB契約書)」 の略
「日本サッカー協会選手契約書 (プロC契約書)」 の略
プロA契約、プロB契約、プロC契約の総称
JFAに登録している全ての選手
アマチュア以外の選手でプロ契約を締結した選手
プロA契約を締結した選手
プロB契約を締結した選手
プロC契約を締結した選手
プロA選手、プロB選手、プロC選手の総称
アマチュア以外の選手で法人と雇用契約のみ締結している選手 (プロ選手
とはいわない)

選手の個人成績や所属クラブの成績に関係なく、決まって支払われる報酬。

給料と同じように、毎月同じ額が支払われる

実績に応じて支払われる報酬

選手の試合出場実績に応じて支払われる報酬

各試合の勝利や引き分け等の結果によって支払われる報酬

各大会の成績に応じて支払われる報酬

日本代表チームヘの選出、個人表彰受賞、出場報酬の支給対象試合になっ

ていない試合の出場等に対する報酬
クラブと選手が契約満了後に同種類の契約を締結すること

クラブと選手が現在締結している契約と別種類の契約を締結すること

選手が所属しているチームから別のチームに所属を変更すること

移籍をする選手、および契約満了後の所属チームが決定していない選手が

登録されるリスト

選手が現在所属しているチームまたは移籍前に所属していたチームをい

い、移籍の際に使われる

選手が移籍しようとするチーム

移籍元チームを保有しているクラブ

移籍先チームを保有しているクラブ

期限を決めて移籍し、期限が到来したら、移籍元チームヘ再移籍すること

を前提とする移籍
アマチュア以外の選手が移籍する際に発生する補償金

プロA選手が移籍する際の移籍金の上限を算出する基準
アマチュア選手がアマチュア以外の選手として移籍する際、その選手が育

成された過去の在籍団体に、移籍先クラブから支払われるもの

トレーニング費用の上限、支払い方法等を明記した規準

初めて統一契約を締結したときや、他のクラブヘ移籍する際に、選手の生

活環境を整えるためにクラブから選手に支払われる費用

支度金の上限を定めた規程。 Jリ ーグ理事会が定める

■クラブ
■年度

■アマチュア
■アマチュア以外
■プロ契約
■プロA契約
■プロB契約
■プロC契約
■統一契約
■選手
■プロ選手
■プロA選手
■プロB選手
■プロC選手
■統一契約選手
■社員選手

■基本報酬 (固定報酬 )

■変動報酬

■出場プレミアム

■勝利プレミアム

■成果プレミアム

■特別プレミアム

■契約更新

■契約変更

■移籍

■移籍リスト

■移籍元チーム

■移籍先チーム

■移籍元クラブ

■移籍先クラブ

■期限付移籍

■移籍金

■移籍金算出基準

■ トレーニング費用

■ トレーニング費用請求基準

■支度金

■支度金支給基準規程
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田 日本サッカ…協会選手契約書
〔プロA契約書〕

(以下「クラブ」という)と           (以 下「選手」という)と は、
選手がクラプのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサノカー活動を行うことに関し、次のとお
り契約を締結する。
第1条  〔誠実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以 卜「協会」という)お よびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を遵守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。
② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最書の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。
CI 選手は、プロ選手として公私ともに日本サツカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。
第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
(2) クラプの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3) クラプの指定するミーティング、試合の準備に必要な行事への参加
(4) クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5) クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6) クラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協 会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8) 協会、リーグ等の指定するドービングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラプの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラプの同意の取得
(12) その他クラプが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならないc
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術・選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3) 国際サッカー連盟 (FIFA)が定める禁止物質の使用
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝・広報活動への参加または関与
(5) 本契約履行の妨げとなる第三者との契約の締結
(6) クラブの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試 合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラブにとって不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも
のとする。
(1)基本報酬
・総額 金_______旦 ( ケ月分)
(月 額 全______旦 ただし、__且は_______且 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目
的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラブの指示に従わなければならない。
CI 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラブの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。
③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その
時点でクラブの支払義務は消滅するc
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。
(2)選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラブは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング (商品化)を 自ら行なう権利を有し、また協会、リーグ等
に対して、その権利を許諾することができる。
④ 選手は、次の各号について事前にクラブの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2)選 手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンター不ノトを含む)
(3) 新聞・雑誌取材への応諾
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(4) 第三者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項 において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約の定めに違反した場合において、クラブが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2)疾 病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす6ヶ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラブの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラプは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、 1つの事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の 1の
50%を 超えない範囲で、クラプがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停止の処分を受けたとき
(2) クラブの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、
② クラブは、本契約の有効期間満了の2ケ 月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行なわなければなら
ない。
C)前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
④ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、口頭による修正は効力
をもたないものとする。

第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、協会理事会の仲裁を求
めることができる。
③ 前項に基づく協会理事会の仲裁判断は最終のものであり、クラプおよび選手はこれに拘束されることに合意する。
第16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通 を作成し、クラブの代表者および選手が署名し、それぞれ1通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所 ) (住所 )

(ク ラブ名) (選手)

(代表者) (生年月日) 年 月

※選手が未成年者の場合
ェントの署名

法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ

(住所 ) (住所)

_月 _日 から _年 _月 _日 までとする。

日

(氏名) (氏名)
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日本サッカー協会選手契約書
〔プロB契約書〕

(以下「クラブ」という)と              (以 下「選手」という)と は

選手がクラプのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサッカー活動を行うことに関し、次のとお
り契約を締結する。
第1条  〔露実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)お よびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を遵守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。
② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。
③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。
第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
クラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
クラプの指定するミーテイング、試合の準備に必要な行事への参加
クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用

クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
クラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加

協会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加

(8)協 会、リーグ等の指定するドービングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラブの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラプの同意の取得
(12) その他クラブが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術。選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3) 国際サッカー連盟 (ΠFA)が定める禁止物質の使用
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5) 本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6) クラブの事前の同意を得ない、第三者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7) 試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラブにとつて不利益となる行為

第4条  〔報  酬〕
クラプは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも
のとする。
(1)基本報酬
・総額 金_______ 日 (  ケ月分)
(月 額 金________」旦 ただし、___且は__________巴 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第5条  〔費用の負担〕
選手がクラプのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第6条  〔休  暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の体II浸を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目

的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラプに通知し、クラプの指示に従わなければならない。
② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラプの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラプが負担する。
③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その

時点でクラプの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラプが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。

② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラプは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング (商品化)を 自ら行なう権利を有し、また協会、リーグ等
に対して、その権利を許諾することができる。
④ 選手は、次の各号について事前にクラプの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2) 選手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)
(3)新 聞・雑誌取材への応諾

2)

3)

4)

5)

6)

7)
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(4) 第三者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定めるc
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラプは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約の定めに違反した場合において、クラプが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2) 疾病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす6ケ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラプの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラプは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラプにおいて発生した場合、選手は、クラプに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制  裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、 1つの事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の1の
50%を 超えない範囲で、クラブがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停上の処分を受けたとき
(2) クラブの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から _年 _月 _日 までとする。
② クラプは、本契約の有効期間満了の2ケ 月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行なわなければなら
ない。
③ 前項の通知を怠った場合、クラプには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラプに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
④ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修  正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、国頭による修正は効力
をもたないものとする。
第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、協会理事会の仲裁を求
めることができる。
③ 前項に基づく協会理事会の仲裁判断は最終のものであり、クラブおよび選手はこれに拘束されることに合意する。
第16条  〔保  管〕
本契約書は同時に正本2通 を作成し、クラプの代表者および選手が署名し、それぞれ 1通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所 ) (住所)

(選手 )

(生年月日)    年    月    日

法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ

(ク ラブ名)

(代表者)

※選手が未成年者の場合
ェントの署名

(住所) (住所)

(氏名) (氏名)
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田 日本サッカー協会選手契約書
〔プロC契約書〕

(以下「クラブ」といぅ)と               (以 下「選手」という)と は、

選手がクラブのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサッカー活動を行うことに関し、次のとお

り契約を締結する。
第1条  〔誠実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)お よびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を遵守するとともにクラブの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。

② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。

③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サノカ~界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。

第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
(2) クラブの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3) クラブの指定するミーテイング、試合の準備に必要な行事への参加
(4) クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5) クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6) クラブの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協 会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協 会、リーグ等の指定するドービングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラプの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラブの同意の取得
(12) その他クラプが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術。選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3) 国際サッカー連盟 (RFA)が定める禁止物質の使用
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝・広報活動への参加または関与
(5)本 契約履行の妨げとなる第三者との契約の締結
(6) クラブの事前の同意を得ない、第三者の主催するサノカ~ま たはその他のスポーツの試合等への参加
(7) 試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラブにとって不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも

のとする。
(1)基本報酬
・総額 全________皿 ( ケ月分)
(月 額 金______皿 ただし、__■は_______皿 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準によるで
第5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラブが負担する。

第6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の体暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目

的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラブの指示に従わなければならない。
② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラプの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。

③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その

時点でクラブの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。

② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラブは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング (商品化)を 自ら行なう権利を有し、また協会、リーグ等
に対して、その権利を許諾することができる。

④ 選手は、次の各号について事前にクラプの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2) 選手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)
(3)新 聞・雑誌取材への応諾

182



(4) 第三者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができるc
(1)本 契約の定めに違反した場合において、クラブが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2)疾 病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3) 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす 6ケ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラプの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラブは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、 1つの事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の 1の
50%を 超えない範囲で、クラプがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停止の処分を受けたとき
(2) クラプの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4) 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から _年 _月 _日 までとする。
② クラプは、本契約の有効期間満了の2ケ 月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行なわなければなら
ない。
③ 前項の通知を怠った場合、クラプには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
① クラブが本契約の報酬を下回らない条件提示を行なった場合、クラブは契約を更新することができる。ただし、プロ
C契約の締結期間は3年 (他 クラブとのプロC契約実績がある場合はそれを合算する)を条件とし、当該期間を超えて
プロ選手として契約をする場合、プロA契約またはプロB契約を締結するものとする。
⑤ クラブと選手が本契約有効期間中に、プロA契約またはプロB契約を締結した場合、その締結の時点をもって本契約
は自動的に失効する。
⑥ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、国頭による修正は効力
をもたないものとする。
第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、協会理事会の仲裁を求
めることができる。
③ 前項に基づく協会理事会の仲裁判断は最終のものであり、クラブおよび選手はこれに拘束されることに合意する。
第16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通 を作成し、クラプの代表者および選手が署名し、それぞれ1通ずつを保管する。

契約締結日

(住所 ) (住所 )

(ク ラブ名) (選手 )

(代表者) (生年月日)

月年

年    月 日

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ
ェントの署名

(住所) (住所 )

(氏名)(氏名)
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期 限 付 移 籍 契 約 書

〔日本サッカー協会指定書式〕

(以下「移籍元クラブ」という)、

(以下「選手」という)と              (以 下「移籍先クラブ」という)と は、

選手の期限付移籍に関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条 〔移籍〕

移籍元クラブと移籍先クラブとは、選手の同意に基づき、
を:   日
豊 =___」 旦____

日から_______生 ___且___旦 までの期間、選手を移籍先クラブに期限付移籍さ
せる。

第2条 〔移籍先クラブ選手契約の優先〕

選手が移籍先クラブに移籍している期間 (以下「移籍期間」という)については、移籍

先クラブと選手の間に締結される契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)が、移籍

元クラブと選手の間に締結される契約 (以下「原契約」という)に優先し、移籍先クラブ

選手契約のみが適用されるものとする。なお、原契約の有効期間はこれによって影響を受

けないものとする。

第 3条 〔移籍期間中の報酬等〕

① 移籍期間中の報酬等について移籍先クラブと選手とは、移籍先クラブ選手契約を締結する。
② 移籍先クラブ選手契約に定める基本報酬額は、原則として原契約と同条件とする。
③ 選手は、交通費、宿泊費および引っ越し費用の実費を、移籍するときは移籍先クラブに、
再移籍するときは移籍元クラブにそれぞれ請求することができる。

第 4条 〔移籍金〕

移籍期間満了後、選手が希望し移籍先クラブに完全に移籍する場合、移籍元クラブが移

籍先クラブに請求することができる移籍金の額の上限は移籍元クラブの原契約更新の意思

に従い、次の各号のとおりとする。

(1)移籍元クラブが原契約更新を希望する場合 :選手と移籍先クラブとが合意した基本
報酬の年額に年齢係数の 2分の 1を乗

じた額

(2)移籍元クラブが原契約更新を希望しない場合 :移籍金は発生しない

第 5条 〔原契約の更新手続き〕

移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な諸

手続きを行う。ただし、移籍元クラブ、移籍先クラブおよび選手の三者において完全なる

移籍に関する合意が既に為されている場合は、移籍先クラブが行うものとする。

第 6条 〔移籍期間中の契約変更〕

移籍期間中にプロA契約締結条件を満していない選手が、当該締結条件を満たした場合、

以下の内容の契約に変更する。尚、変動報酬は移籍元クラブおよび移籍先クラブと選手と

の間において別途定めるものとする。

(1)契約書式    :      契約書

(2)基本報酬 (年額):_________日
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第7条 〔メディカルチェック〕

① 移籍先クラブは、選手を移籍期間開始前に移籍元クラブが同意する医師によるメディ
カルチェックを行うことができ、選手が移籍先クラブ選手契約の義務を充分に果たせな

いと判断した場合は、本契約を即刻解約することができる。

② 移籍元クラブは、移籍期間満了前に移籍先クラブが同意する医師によるメディカルチ
ェックを行うことができる。

第 8条 〔選手の傷害 。疾病等〕

移籍期間中における選手の健康管理、傷害・疾病予防および治療については、移籍先ク

ラブがその責任を負う。

第 9条 〔再移籍〕

① 移籍期間中選手が移籍先クラブにおいてサッカー選手としての運動能力を著しく喪失
したことが第 7条第 2項のメディカルチェックにより判明した場合、移籍元クラブの選

択により選手を再移籍させないことができる。

② 移籍元クラブが前項の選択を行った場合、原契約残存期間の移籍元クラブの基本報酬
支払い義務は、移籍先クラブが移籍元クラブに代わって履行する。ただし、移籍元クラ

ブが支払うべき成果プレミアム等の報酬については、この限りではない。

第10条 〔選手肖像の使用〕

移籍期間中においても移籍元クラブは選手の肖像を使用することができる。ただし、移

籍元クラブのユニフォームを着用しているもの、または移籍前に撮影した映像、スチル写

真等に限る。

以上、本契約締結の証として本書 3通を作成し、各当事者が記名捺印のうえ各 1通ずつを保

有する。

年   月   日

移籍元クラブ

移籍先クラブ

[印 ]

[印 ]

選手

[印 ]
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書式A

年    月    日

(選手名)           殿

住  所

代表者名 (印 )

契約更新に関する通知書

貴殿と当クラブとの   年  月  日以降の契約条件について、以下のとおりご通知申し上げます。

ブ名ク ラ

(1)

(2)

(3)

(4)

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロC契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降、貴殿と契約を締結する意思はありません。

〔注〕:上記 (1)から(4)のいずれかを○で囲む。

言己

以上

現在の契約の内容 新規の契約の内容

①契約期間
年   月   日から
年   月   日まで

年 月 日から

日まで年 月

②基本報酬

〔正本⇒選手、写し⇒クラブ、リーグ〕
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※「①契約期間」が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金            円 金            円



書式B

財団法人 日本サッカー協会 御中

年   月   日

移籍リスト登録申請書

住  所 :

(申請人)ク ラブ名 :

代表者名 : (印 )

移籍リストの登録に関し、下記のとおり申請いたします。

言己

1.申請の対象となる選手

(1)氏 名 :

(2)選手登録番号

(3)生年月日:_年 _月 _日  (満 _歳 )

(4)現 (最終)所属クラブ :

(5)現 (最終)所属クラブとの契約終了時期 :_年 _月 _日

(6)現選手契約の種類 : プロA・ プロB・ プロC。 その他

(7)移籍金 : 要・不要

2.申請の目的 (□はいずれかに印をつける)

□新規登録

□既登録事項の株消

〔抹消の理由〕:□ 引退 (引退日:_年 _月 _日 )

□ 移籍 (移籍日:_年 _月 _日 )

(移籍先クラブ:           )
□その他 :

以上

登録申請書受付日 年   月    日 受付番号

〔注〕:(1)本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも日本サッカー協会登録。普及部に提出

する。

(2)『正本』は日本サッカー協会登録部において保管し、『写し』は日本サッカー協会登録・普及部の受付印を

押捺後、申請元クラブに返還する。
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書式C

年1    月    日

(選手名)           殿

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 :

最終提示額証明書

当クラブは、貴殿との次期 (    年   月   日以降)契約に関する交渉において、下記の
報酬を最終的に提示したことを証明いたします。

1.現在の契約 :

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 年   月  日

基本報酬 (年額 ) 全____________円

2.最終提示

〔注〕:契約種類はいずれかを○で囲む。

(印 )

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 _年 _月 _日
基本報酬 (年額) 金 円
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書式D

年   月   日

移籍承諾書発行依頼書

御中

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 : (印 )

選手名 生年月日 年  月   日 (  歳 )

貴クラブ所属の上記選手と、下記1の条件にて契約いたしたいと存じますので、当該選手の移籍

承諾書を発行していただきたく、お願い申し上げます。

なお、移籍金につきましては下記2の とおり合意していることを確認いたします。

記

1.選手との契約条件

2.貴クラブヘの移籍金

金額 金 円

支払い条件

契約の種類

契約の期間 _年 _月 _日 から _年 _月 _日 まで

基本報酬 (年額 )
金 円

〔正本⇒移籍元クラブ、写し⇒移籍先クラブ、選手、リーグ〕

以上
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書式E

(選手名) 殿

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 : (印 )

契約変更に関する通知書

貴殿は_年 _月 _日 に行われた の試合において、プロA契約の締結

条件を満たされました。つきましては、貴殿と当クラブとの間に_年 _月 _日 締結し
た契約を、_年 _月 _日 より以下のとおり変更いたしたく、ご通知申し上げます。

(下記□のいずれかをチェック)

□下記の条件をもって貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

つきましては、_年 _月 _日 までにご返答願います。

□下記の条件をもって貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

つきましては、_年 _月 _日 までにぬ 答願います。

言己

以上

年   月   日

現在の契約の内容 新規の契約の内容

契約期間
_年 _月 _日 から

_年 _月 _日 まで

_年 _月 _日 から

_年 _月 _日 まで

基本報酬

(年額)金       円
|

(年額)金 円

※契約期間が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金       円
|

金 円
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年   月  日

(クラブ名)

(氏  名)

契約内容比較表 (概算)

貴殿の次期契約内容の概算は下表の通りとなります。

現契約 次期契約 対現契約比

1.固定報酬

①基本報酬 年額 円 円 %

2.変動報酬

②出場プレミアム 全試合フル出場 円 円 %

(対 象 試 合 数 ) ( 試合 ) ( 試合)

③勝利プレミアム 全試合勝利 円 円 %

④成果プレミアム 全大会優勝 円 円 %

変動報酬計 円 円 %

3.総合計 円 円 %

以 上

〔正本⇒選手、写し⇒クラブ、リーグ〕
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